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第一章









（やってしまった──）

　ルフィナは隣で静かに寝息を立てている男の顔をのぞき込む。

　猫っ毛のような手触りのよい金色の髪に、すっとした高い鼻梁、ふっくらとした厚みのある唇は艶やかで、目を閉じているとどことなく幼さが残る彼は、間違いなく部下のキリルである。

　もそっと寝返りを打った彼は、ゆっくりと目を開けた。

「おはようございます、先輩」

　キリルは猫がにゃぁと鳴くような笑顔でこちらを見つめている。海のような空のような、少しだけ緑を含む青い目が緩んだ。

「あ、おはよう……」

　挨拶を返してみたが、ものすごく気まずい。何が起こったのかなんて、昨夜の記憶がなくてもこの状況を見ればすぐに理解できる。

「あ、あのさ……。私たち、やっちゃった……よね？」

　ルフィナは赤みのかかった茶色の目を瞬いた。背中まである真っすぐな茶色の髪も、今はベッドの上で不規則に広がっている。

　キリルは「何を今さら」とでも言うかのように、目をくりくりと大きくした。

「昨日の先輩、めちゃくちゃ可愛かったですよ。素直で。仕事中もあれくらい素直だと……」

「あー、もういいからっ」

　彼の言葉をさえぎるためにお腹に力を入れた瞬間、足の間から何かがこぼれ出た。それがなんであるかは、すぐにわかった。

「あ、あのさ……。もしかして……中に出した？」

「はい、もちろん」

　悪気もなく答えるキリルが、憎らしく思えてくる。

「何が『もちろん』だよ。避妊魔法、かけた？　っていうか、あんた魔法使えたよね？　だよね？　え？　いや、あぁ、どうしよう……」

「相手が避妊を求めているのに避妊魔法を使わずに行為に及ぶのは、立派な『マホハラ』です」

　キリルがビシっと言い放った。

「そうだよ、わかってんじゃん」

　ルフィナも負けずに応戦する。

「僕だって、こう見えても魔ま法ほう律りつ士しですからね」

「まだ、一年目だけどね」

「それは余計です。一年目でも、魔法律士は魔法律士です。それに、僕は先輩が嫌がるようなことはいたしません」

「いやいや。いたしませんって、いたしちゃったから」

「それは先輩が嫌がっていなかったからです」

　マホハラ──それは『魔法ハラスメント』と呼ばれる行為のことである。

　ポケット魔法律全書第三版によれば『魔法によって他人に不快を与えること。魔法的優位性を利用し、一方的に魔力の無い者や弱い者に魔法を押しつける、もしくは魔法を与えないなどにより、相手を不快にする言動・行為のこと』とされている。

　最近、この『マホハラ』に該当するかもしれないと言われているのが、避妊魔法の使い方だった。

　一般的に、行為に及ぼうとするどちらかが避妊を望んでいて、どちらかが避妊魔法を使える場合、魔法を使わずに行為に及べば、魔法が使える側の『マホハラ』になる。

　つまり、ルフィナが避妊を望んでいて、キリルが避妊魔法を使えるため、キリルが魔法を使わずに行為に及べば、キリルが加害者でルフィナが被害者の『マホハラ』が成り立つ。

「で？　避妊魔法は？」

　肝心なところを聞き漏らさないように、ルフィナはもう一度尋ねた。

「残念ながら使いましたよ。先輩がそれを望んでいましたからね。僕としては、避妊せずに僕の子を産んでもらいたかったのですが……。だけど、僕だって『マホハラ』で訴えられたくないですもん。相手が先輩じゃ、勝ち目がなさそうだし」

「うん、よろし」

　ルフィナはキリルの頭をなでた。彼の髪の毛は触り心地がよい。まるで本物の猫に触れているかのように癒される。

「もう、先輩。そんな格好でむやみやたらと触らないでくれますか？　僕だって男です。好きな人にそんな格好でそんなことをされたら、我慢ができなくなります」

　ぷっと頬を膨らませる表情は、成人した男性のものとは思えない。

「好きな人？　は？　あんた、何、言ってんの？」

　ルフィナは彼の言葉が理解できない。

「え？　僕、昨日。先輩に言いましたよね？　先輩のこと、好きだって」

　ルフィナは唸った。思い出そうとするのだが、そもそも行為そのものを覚えていないような状況で、彼が口にした内容を覚えているはずもない。

「ま、いいです。今日は事務所も休みですし、昨夜のことはゆっくりと思い出してくれればいいですから。僕、お風呂の準備をしてきますね」

　するっとベッドから下りたキリルは、もちろん一糸まとわぬ姿である。彼の立派な象徴も視界に入ってしまったのだが、見なかったことにしよう。それは少しだけ勃たち上がっていた。

　パタンと音を立てて閉まった扉によって、キリルの姿は見えなくなる。

　一人になったルフィナが身体を起こすと、茶色の髪がさらりと肩から流れた。手首につけていたゴムで手早く一つにまとめる。

　ルフィナも何も身に着けていない姿であったため、胸元までしっかりとシーツを手繰り寄せた。

　周囲を大きく見回し、この場所を確認する。

　少なくともここは、ルフィナの部屋ではない。生活感もありそうなところから、そういったことを嗜むような宿でもなさそうだ。

　白い壁には飾り気もなく、ベッドと小さなタンスしかない部屋。となれば、ここ以外にも部屋があるのだろうか。扉の向こう側が気になった。すると扉が開いて、キリルが部屋に入ってきた。

「あれ？　先輩、どうしました？」

　風呂の準備を終えたのか、戻って来たとたんにルフィナの顔をのぞき込む。バスローブでも羽織ってくるのかと思いきや、やはり何もまとわぬ姿のままだった。むしろここまで堂々とされてしまうと潔い。

「そういえば、ここってどこ？」

　キリルはくすっと笑ってさらに顔を近づけてきた。鼻先が触れるくらいに近い。

「僕の家です。先輩が言ったんですよ、僕の家に来たいって。だから昨日の夜、ここに連れてきたんです」

　なぜか彼の手は、ルフィナが胸元まで手繰り寄せていたシーツに伸びている。

「ちょっ、な、何すんのよ」

「何って、決まってるでしょ？　男と女が裸で同じ部屋にいるのだから。やることなんて一つですよね」

　にっこりと笑いながら、キリルはシーツを剥ぎ取るために手を伸ばしてきたが、ルフィナはそうはさせまいと両手でがっしりとシーツを押さえ込む。

「せーんぱい。もう、あきらめましょう。僕、がっちりと臨戦態勢に入っちゃったんですよね。先輩のせいですよ」

　ね、とキリルの指が示した先には屹立した彼の分身がある。ギシッとベッドを軋ませながら膝をつき、ルフィナの上に覆いかぶさってきた。

「先輩、キスしてもいい？」

「ぐぬぬぬ……」

　シーツを頭からかぶろうとしたが、そんな抵抗は虚しく終わる。

　そもそもルフィナは、キリルのことが嫌いじゃない。嫌いじゃないからこの気持ちが厄介なのだ。

「先輩。僕を受け入れてくださいよ。ね、意地を張らないで」

　ふっとキリルの吐息がまぶたに触れた。

「意地は張ってない」

「だったら、僕と付き合ってください。僕の彼女になって」

　彼からくり返される甘い声での甘いささやき。

　少しでも彼に好意を寄せている女性であれば、その言葉に思わず頷いてしまうだろう。

「それは無理」

　けれどもルフィナは即答した。

「なんで？　僕が先輩より年下だからですか？　年下の男は嫌いですか？」

　ルフィナはゆっくりと首を横に振る。

「ごめん。あんたのことは嫌いじゃない……。でも、ごめん。あんたのせいじゃない。多分、私の問題だから……」

「嫌いじゃないってことは、好きも含まれるってことですよね。先輩の問題ってことは、その問題が解決すれば、僕と付き合ってくれるんですよね」

　このキリルの前向きな考えが羨ましいとさえ思う。だからこそ、彼に惹かれてしまうのだ。昨夜、記憶のないうちに身体を許してしまったのも、彼の魅力に堕ちたからだろう。

「先輩が僕のことを好きになってくれるまで待ちます」

「だったら、それをしまって待っていればいいじゃない」

　キリルのそれに視線をうつすと、それはしっかりと元気になっている。

　見るんじゃなかったという後悔が襲ってきた。

「それは無理。目の前に美味しそうなご馳走があって、それが『食べてください』と言っていたら、遠慮なく食べますよね？」

　キリルの言いたいことはなんとなくわかる。この場合、目の前のご馳走とはルフィナのことであり、キリルから見れば、下着すら身に着けておらず事後の気だるげな様子のルフィナは『食べてください』と言っているようなものなのだ。

「でも先輩の嫌がることはしたくありません。だから確認します。先輩、僕とこういうことをするのは嫌？」

（──負けた）

　嫌じゃないから、負けた。

「嫌、じゃない……」

　自然と息を吐き出すかのように呟いた。

「先輩、ありがとうございます。大好きです」

　キリルが極上の笑みを浮かべたので、ルフィナの心臓はドキリと跳ねた。

「でも。付き合うのとか、無理だから」

　彼の笑顔に心揺さぶられたことを気づかれないように、なるべく冷静を装って言い放った。

「わかりました。まずはセフレからでもいいです。間違いなく、僕と先輩の身体の相性はバッチリですから、身体から始まる関係だって嬉しいです。いつか先輩を自分のモノにできるというのであれば、僕は順番にこだわりません」

　キリルはこだわらなくても、ルフィナとしてはこだわりたい。

　だけど、ルフィナも気持ちは同じだった。

　目の前に美味しいご馳走があったら食べたいと思うのは、人間の本能なのかもしれない。さらにその美味しいご馳走が大好物であれば、なおのこと。

「そう、ね。あんたとセフレっていうのも悪くないわね」

　本心を隠すための強がりである。

「本当ですか？　嬉しいです」

　まるで無垢な赤ん坊のような笑顔に、ルフィナの心はぐっと鷲掴みにされた。

「でも、覚悟してくださいね。いつかは先輩のこと、彼女にしますから。いや、違った。結婚してください。僕の家族になってください。そして、僕の赤ちゃんも産んで」

「なに、バカみたいなことを言ってんの？　私たちはセフレって言ったでしょ。だから、避妊魔法をかけなさいよ」

　超えてはならない一線。しっかりと線を引くことも忘れない。

「また拒まれてしまいましたね。仕方ないなぁ」

　キリルは不満そうに唇を尖らせて呟いた。そしてシーツの上から下腹部に触れてくる。

　触れられた場所がじんわりと温かくなる。これが避妊魔法の効果なのだろう。昨日もかけられたはずなのに、記憶にない。

「よしっ。これで心置きなく、先輩のここに出せますね」

　そのままキリルはシーツの上からルフィナの下腹部をさすりあげる。できればもっと下に触れたいと思っているのか、まるで獲物を見極めるかのように彼はペロリと唇を舐めた。せっかく一つに結んだ髪は、キリルによってほどかれる。

　ルフィナの身体には、しっかりとシーツが胸元まで巻かれている。そうなると侵入先は、そのシーツの合わせ目しかない。キリルが指を滑り込ませてきた。

「先輩って、こういうところが甘いですよね」

　昨夜の名残もあって、ルフィナの秘所はしっかりと泥濘ぬかるんでいる。

「なんだ。先輩も期待してたんじゃないですか」

　くちっと指を一本挿れられただけで、キリルに気づかれた。彼を受け入れる場所がすっかりと濡れそぼっている。

「でも、昨日出したものが残ってるんですよね。とりあえず、中、確認しましょうか？」

「ふぁあっ……」

　キリルの長くて細い指が、ぬちぬちと卑猥な音を立てながら体内の深いところまで入ってくる。ルフィナの反応を見ながら、焦らすかのように。

　身体にしっかりと巻き付けていたはずのシーツがはだけ、彼から与えられる気持ち良さによって、シーツを掴む余裕すらなくなってしまう。

「先輩の胸も、好きなんです」

　やっとルフィナからシーツを奪い去ることができたキリルは、露わになった胸の突起をパクリと咥えた。突起の周囲を舐めて焦らし、ルフィナが身悶えるのを確認しつつ、その先端を再び舌で刺激する。

　じっくりとルフィナの反応を観察しているように見え、触れられる側としてはたまったものではない。

　だけど、嫌でもない。

「あっ……」

　思わぬ刺激に、腰が動く。

　先ほどから膣襞を弄っている彼の指は、いつの間にか二本に増やされていた。

「凄いですね。先輩の中。とろとろになってます」

　キリルは、ぐちゅりと卑猥な音を立てて引き抜いた二本の指を見せつけてきた。

「ほら、やっぱり、昨日、僕が出したものが残ってますね」

　すんと匂いを嗅いで、目を糸のように細くする。

「先輩、キスしてもいいですか？」

「へ？　あ、うん……」

　彼からの愛撫によって蕩け始めた頭で答えると、すぐに熱い唇が押し付けられた。

「はっ……ん……」

　ルフィナはくぐもった声しか出せない。唇を割って入ってきた舌が口腔内を満たし、彼の舌は歯列に沿って表も裏もゆっくりとなでてくる。ゾクゾクとしているうちに、舌が捕らわれ、彼の舌が逃がさないとばかりに絡みついてきた。下腹部がじんわりと熱を帯びる。特に舌先で上顎の柔らかい部分をつつかれたときには、ビクッとして背中が反った。

　くちゅくちゅと唾液が絡まる水音が聞こえる。重ねた唇からは時折、荒い息遣いが漏れ出す。

　ふっとキリルが唇を離した。

「駄目です。先輩が可愛すぎます。はぁ、尊い……」

　キリルが恋する乙女のような表情でルフィナを見下ろしてくるが、それでも彼の両手はしっかりと胸を弄っていた。

　先ほどから弄られている先端はしっかりと固くなって勃ちあがり、その存在を主張している。

「はぁ……、キリルゥ……」

　熱を孕んだ吐息混じりの声で彼の名を口にすると、キリルはふるりと震えた。

「先輩、そんな声で僕の名前を呼ばないでください。もう、我慢できません」

「じゃなくて……」

「へ？」

「先輩、じゃなくて、名前、呼んで……ルフィ……」

　先輩という不特定多数を表す言葉ではなく、ルフィナという一人の女性として見てほしい。

「ルフィ。好きです」

　キリルは勢いよくルフィナの膝に手を差し込み持ち上げ、秘部がよく見えるような格好にした。

　ルフィナももう抵抗はしない。

「あぁ。ルフィがよく見える。もう、ここはこんなに膨れ上がって、こっちは蜜まで垂らして。僕を誘っているじゃないですか。いいですよね、僕を挿れても」

　こくんと頷いた。拒む理由など、何もない。

「うん、キリルが欲しい……」

「よく言えました。いつもそうやって素直になってくれたらなぁ」

　キリルの呟きを、ぼんやりと聞いていた。

　今なら素直になれるのが、不思議だった。

　セフレでもいい──。

　その言葉が、この行為を続ける罪悪感から遠ざけているのかもしれない。

　いつの間にか蜜口には熱くて硬いものが当てられた。

　それでもキリルはすぐには挿れようとせず、くちくちと淫らな音とともに周辺の蜜をたっぷりと先端にこすりつけている。

「ルフィ……挿れますよ？　僕を感じて」

　熱くて硬くて太いものが身体の中に入り込んでくる。

「んんっ……、はぁああっ……」

　肉襞を掻き分けながら彼が入ってくる感覚に、シーツをギュッと握りしめる。気を抜いたらすぐに達してしまいそうになるくらい、身体はすでに溶けきっていた。

　キリルが指を一本一本絡めるように手を重ねる。

「ルフィ、苦しい？」

　そう尋ねるキリルのほうが、苦しそうな表情を浮かべている。

「だいじょぶ。もっと、奥までキて」

　なんとか一気に押し寄せる快楽を逃しつつ、彼を誘う。

「なんだ、聞くんじゃなかったな」

　キリルがふっと鼻で笑う。

　ルフィナが大きく息を吐いた瞬間を見計らって、彼は一気に奥まで腰を進めた。

「あぁっ……んっ……」

　苦しくて切なくて、甘い吐息が漏れた。また気を抜いたら、すぐにでも達してしまいそう。

　同時にキリルも熱く息を吐く。

「……はぁ。やっぱり、ルフィと僕は絶対に相性がいい……。もう絶対に、他の女なんて抱けない。ねえ、ルフィ。僕をこんなふうにした責任を取って……」

　ルフィナは彼に重ねられていた手をするりと抜き取り、キリルの頬に触れた。

「そのうち……」

「あぁルフィ……。そのうちでも永遠でも未来でも、僕はいくらでも待つ……」

　キリルが勢いよく腰を前後に動かし始めた。彼が奥を突けば、ルフィナの身体が上下に揺れる。もちろん豊満な胸もぷるぷると揺れている。

「あっ、はぁっ……ん、ンッ、あ、あぁっ」

　キリルが動けばいいところが擦れ、おもわず甘い嬌声がこぼれる。つながっている部分からはぐちゃぐちゃと淫らな音が聞こえ、荒い息遣いとともに室内に響く。

「やっ……ん、んッ、あっ、あっ、はぁ、んっ」

　奥が穿たれるたびに、蕩けるような快感が全身に襲いかかる。彼が与えてくれる快感を一滴も漏らさずに味わおうとしていたが、頭の中が真っ白になってそろそろ絶頂の瞬間が訪れそうになっていた。

　たまらず足をキリルの腰に強く絡みつけるものの、その足先はピンと伸びる。

「くぅっ……、る、ルフィ……、締まってる……」

　快感によって自然と中が締まったせいか、キリルの存在を余計に感じ、そのまま先に昇りつめた。

「あっ……あぁあああっーー……」

　ひと際高い声をあげたあと、腰がぴくぴくと何度も跳ねる。イってしまった密壺の中がうねりながらも、ぎゅうぎゅうと肉塊を締め上げる。

「くぅっ……」

　苦しそうに顔を歪めたキリルは、最奥で吐精した。

　じんわりと腹の奥に温かさが広がる。キリルが吐き出したものがルフィナを侵食していく。

　キリルがルフィナを抱きしめてきたため、ルフィナもキリルの背に手を回す。

「ルフィ」

　彼は二度ほどぐぐっと腰を押し付けてきた。残滓を奥に放ちつつ、キリルから口づけをしてくる。もちろん、ルフィナはそれを受け入れる。

　多幸感と快感が心を満たす。

　だが、気持ちが満たされた半面、心の奥底から不安も込み上げてくる。それはどこか後ろめたい気持ち。恋人同士でもないのに、彼とこのような関係になったやましさ。セフレならと割り切っているはずなのに、どこか割り切れていない心の弱さ。

　その気持ちが、溢れそうになっていた涙の堰を崩壊させた。

「ルフィ……。泣いてるの？」

　キリルがその涙に気づいたようだ。こんなに近くにいるのだから、誰だって気づくだろう。

「え。あ、そう？　そうかも？　もう、気持ちよすぎて……」

　本当の気持ちをごまかすためにも、快楽からくる涙のせいにしてしまおう。

「あぁあああああ」

　身悶えしながら、キリルは彼女の胸元の谷間に顔を埋めてきた。

「先輩。可愛いです。もう、ダメです。僕と結婚してください……」

「それはない」

　いつの間にか涙が止まっていたルフィナは即答した。

「わかっていた答えではあるんですけど。ね、そこはもう少し考える振りとかしましょうよ」

「期待を持たせるようなことはしたくない」

「先輩の、そういう冷たくて優しいところも好きです」

　言いながら、キリルはルフィナの身体を起こそうとする。気がつけば肝心のところはつながったままだった。

　あれだけ出したというのに、まだ入ったままの彼の質量はさほど変わっていないようにも感じた。

「っていうか、キリル。何、してんのよ」

「ん、このまま、先輩をお風呂に連れて行こうかと」

「だったら、抜きなさいよ」

「抜いたら、こぼれます。先輩のものならいくらでもいいんですけど、自分の出したものの後始末はしたくありませんから」

「え、ええ、ちょ、ちょっと」

「先輩、しっかり掴まってくださいね。ほら、僕の首に手を回して」

　つながったまま、彼はルフィナを抱きかかえた。

「知ってます？　これ。鱗立ちっていうらしいですよ」

「知るか」

　そう答えたルフィナであるが、キリルとつながったままの状態で、一度も抜かれることなく浴室へと向かった。

「んっ、あっ……はぁ……」

　一歩、一歩、キリルが歩くたびに膣襞が擦られる。せりあがってくる気持ちよさから逃れるためにも、ルフィナはがっしりとキリルにしがみつくしかない。

「ルフィ。そんなに締めないで」

　耳元でキリルがささやくから、ぷるっと震えて再び中に力がこもる。

「も……、ムリ……」

　先ほどまでと違うところにあたっている。ゾクゾクするような気持ち良さが、再びルフィナを襲ってくる。

「先輩、浴室まであと五歩ですから」

　ルフィナを揺すり上げながらその五歩を進んだキリルは、器用に足を使って浴室の扉を開けた。

「到着でぇす。って、僕もそろそろ限界です……」

　そのままルフィナを浴槽の縁に浅く座らせ、キリルは一度ぎりぎりの入り口のところまで己を引き抜いたと思えば、再び勢いよく奥までついてきた。

「あっ……、なっ……、んん……」

　予想していなかったキリルの激しい抽挿に合わせて、ルフィナからは艶やかな声が漏れ出してくる。

「ダメ、も、激しい……、イっちゃう……」

　そこでキリルは奥を突く前に、動きを止めた。

「え？」

　もう、すぐそこまで絶頂がやって来ていたというのに、その機会を逃した。

「その顔、なんですか？　もっと僕が欲しいんですか？」

　唇をぺろりと舐めるキリルが憎たらしくも見える。

　イきたいのにイけないもどかしさ。

「ルフィって、本当にイヤらしいですね。ほら、腰が勝手に揺れてる」

　ルフィナだって意識していたわけではない。だけど、身体が勝手に求めているのだ。

　ぐぐっと下腹部に力を入れたルフィナは、またキリルを締め上げた。それだけで彼の熱量を感じる。動かなくても、敏感になった身体はその存在を受け入れ、静かに達する。

「くっ、もう……。先輩、不意打ち、やめて……」

　キリルもそこでルフィナが達するとは思っていなかったようだ。急に締め付けられ、すでに膣の中で爆ぜていた。

　キリルがぎゅっとルフィナを抱き締める。

「先輩……ルフィ、最高です」

「わた、しも……」

　ルフィナは大きく肩で息をしつつ、ぼんやりとしたまま答えた。

「本当はもう少し先輩とつながっていたいですけど、そろそろ先輩のお腹もパンパンですよね」

　キリルがすっと腰を引けば、白濁した彼のものがルフィナの足の間から溢れ出る。

「うわ、すごい……。先輩、頑張りましたね」

　何を頑張ったのかよくわからないルフィナだが、キリルが優しく頬に口づける感触に嬉しさを噛みしめる。

　それでも全身から力が抜けてしまい、キリルに支えてもらえなければ倒れてしまうほどである。

　身体を洗い終えたら、彼に後ろから抱きかかえられるようにして湯に入る。

「先輩。僕、大好きな女性と一緒にいられて幸せです」

　彼のその言葉にルフィナは「ん」とだけ返事をし、彼の胸元に頭をこてんと預けた。
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　この世界で暮らす人間は二種類に分けられる。魔力を持つ人間と、魔力を持たない人間の二種類である。それぞれを『魔力持ち』『魔力無し』と呼び、魔力を持つ人間は『魔法』を使える。

　大陸の中心にあるクロイド国。広大な土地を持ち、さらに豊富な地下資源があることから、周囲の国よりも住みやすく人口が多い。

　そのため魔法に関する揉め事や事件なども多く、そういった案件は『魔法律士』と呼ばれる魔法専門の法律家が扱っていた。

　ルフィナは、クロイド国の首都ブギランにあるアモローソ魔法律事務所に勤めており、そこの所長は、法律事務所の名にもなっているライアン・アモローソである。

　事務所内の机は向かい合う形で、一つの島を作っている。少し離れたところにひと際大きな机があり、その席が所長であるライアンの席だ。

　ルフィナがいつものようにライアンの机の前を通り過ぎ、自席に向かおうとしたところ、彼に呼び止められた。

「ちょっと、ルフィナ。あなた、その格好で依頼人クライアントと会うつもりなの？」

「へ？」

　事務所に来て早々、ルフィナはライアンから指摘を受けた。

　今日のルフィナは白いブラウスに黒のジャケット、黒のストレートパンツ姿と、仕事をするのに相応しい女性の出で立ちである。茶色の髪は後ろに一つで括っていた。

　依頼人に会う際、不釣り合いな格好であるとは思っていない。

「首元。鏡を見なさい。もう、みんなが来る前でよかったわ」

　彼から渡された手鏡で指摘された首元を見ると、いくつかの鬱血痕が確認できた。犯人の心当たりは大いにある。

「それで依頼人とは会えないでしょう？　ほら、あたしのスカーフを貸してあげるから」

　立ち上がったライアンは、自分の首に巻いていた朱色のスカーフをしゅるりと外し、ルフィナの首にお洒落に巻き付ける。

「さすが、所長。素敵です。これ、どこのスカーフですか？」

　鏡でスカーフを確認しながら、ライアンに尋ねる。

「『タビサ』のスカーフよ。だからってあげないわ、貸すだけよ」

　タビサとは、有名なブランド名だ。そういったところのスカーフを普段使いしているところが、所長という肩書の凄さなのだろう。

「クリーニングして返しますね」

「で。あなたたち、どこまでいったの？」

　ルフィナの言葉など聞いていなかったかのような口ぶりであった。

　ライアンには妖艶という言葉がよく似合う。男性でありながらも、どこか女性的な口調。

　見た目は、どこからどう見ても男性である。黒い髪は短くしていながらもくせがあり、前髪を真ん中で分けているから顔まわりがすっきりとしている。さらに、茶色の目でときおり流し目で見てくるものだから、左目の下にある泣きぼくろも相まって一層色っぽさを醸し出している。

　そんな彼は、背は高く肩幅はがっちりとしているのに、全体的には細身であった。

　女性であるルフィナから見ても、羨ましいと思えるくらい色気が漏れている。

　今も黒のシャツに濃いグレイのパンツ姿であるのに、どこか艶めかしい。

　だからこそ、勘が鋭い。ルフィナの身に起こったことを、すべて把握しているように言葉を投げてくるのだ。

「へ？」

「だって相手はキリルでしょ。で、付き合うの？」

「え、と……。それは……」

　ルフィナが言い淀むと、ライアンは珈琲を淹れるために席を離れた。

　その動きすら洗練されており、つい目で追ってしまうほどだ。

　ルフィナは彼の背中を見送りつつ、自席に向かう。荷物を机の中にしまったとき、ライアンが両手にカップを持って、再び姿を現した。

「はい」

　渡されたものは、いつもルフィナが使っている若草色のマグカップだった。

「ありがとうございます」

　ライアンはルフィナの隣の椅子に、その背もたれを抱きかかえるようにして座る。

「で？　どうなの？」

「そんなに、わかりやすかったですかね？」

「あなたじゃなくて、彼がね……」

「付き合うとか、そういうのは考えてなくて……」

　ルフィナはそっと目を伏せる。

　ライアンの瞳に見つめられたら、言葉がするすると出てきてしまう。まるで自白魔法にかかっているかのよう。

　だから惑わされないようにと、視線を逸らした。

「でも、やったんでしょ？」

「はぁ、まあ……。それは、その……」

「ま、あなたの場合、あの件があるからね。無理にとは言わないけれど。それでも少し前を向き始めてもいいんじゃないかしら？　キリル、いい子よ？」

　ライアンの口調は明るい。けしてルフィナを責めているわけではないというのはわかる。

「それは……。いい子なのは、わかっているんですけど……。いい子だからこそ、相手が私なんかでいいのかな、って……」

　そこでルフィナはマグカップを両手で包み込み、珈琲を一口飲んだ。

　今日の珈琲がいつもより苦く感じてしまうのはなぜだろう。胸が、きりりと痛む。

「あたしは、あなたにもキリルにも、幸せになってほしいだけなのよ」

「ありがとうございます……」

　ライアンが娘を見守る父親のような視線を向けてきた。

　その視線にいたたまれず、ルフィナはカップに視線を落とす。ゆっくりと口元にまで運び、もう一度カップに口をつける。

「おはようございます……って、ちょっと、何やってるんですか」

　挨拶とともに、勢いよくこちら側へ向かってきたのはキリルだった。

　彼も白いシャツに黒のパンツ姿で、魔法律士として人の前に出ても恥ずかしくはない姿である。

「あら、おはよう。何、って何かしら？」

　ライアンがおどけたように挨拶をした。

「先輩のスカーフ。それ、所長のですよね。好きな女性が、他の男の物を身に着けていたら、誰だってこうなりませんか？」

「いやぁね、心の狭い男は嫌われるわよ」

「いくら所長でも……。いや、駄目です。先輩、それ、外してください」

　キリルがルフィナのスカーフに手を伸ばす。

「ちょ、何すんのよ」

　慌ててルフィナがカップを机の上に置いた。

「僕が先輩に買ってあげますから。所長のそれ、外してください」

「ダメだって。私、今日、依頼人と会う約束があるの」

　キリルの手がルフィナのスカーフを捕らえ、するりと外す。

「スカーフ外して会えばいいじゃないですか……。あっ……すいません……」

　キリルはルフィナの首元を見て『なぜルフィナが所長のスカーフを首に巻かなければならないのか』という理由を理解したようだ。

「もう、キリルったら。あなたのせいでしょ？」

　ニッコリと笑ったライアンが、キリルの手からスカーフを奪い取り、もう一度ルフィナの首に巻き付ける。

「自慢したいのはわかるけれど。お客様と会うときだってあるのだから、そこは考えなさいね」

　お・バ・カ・さ・ん、とライアンは、右手の人差し指でキリルのおでこをツンとつついた。

「すいませんでした」

　キリルがライアンに向かって頭を下げる。

「素直な子は好きよ」

　ライアンは、うふっと微笑んだ。

「僕、所長に好かれても嬉しくないんですよね……。そりゃ所長って見た目は、男の僕から見てもかっこいいって思えるんですけど。その、なんていうか……。まあ、あれです」

「失礼な子ね」

　ツンと、とどめの一発でキリルのおでこを突いたライアンは、自席へと戻る。それを目で追ったキリルは、ルフィナに向かって「すいません」と頭を下げた。

「私、午前十時から第一応接室使うから」

　ルフィナが書類に目を落としながら、キリルに言った。

「はい。依頼人と会うんですよね。事務官は誰をつけますか？」

　尋ねてから、キリルも荷物を机の中へとしまう。

「んー、そうね。スージーをお願い」

「承知しました。彼女たちも、あと三十分もすれば来ると思います」

　キリルも朝の珈琲を淹れるために給湯室へと向かっていく。

　このアモローソ魔法律事務所には、三人の魔法律士と三人の事務官の全部で六人が勤めている。

　所長のライアン・アモローソは三十五歳で性別は男である。妖艶な雰囲気を持ち、口調はあれだが、立派な成人男性なのだ。元々は国家魔導士団に所属する国お抱えの魔法律士であったのだが、本当の自分を殺して仕事をするのがつらくなり、独立した。

　とにかく事務所内での口調は気になるものの、依頼人に会うとき、法廷に立つときなど、他の人と会うときの姿はなかなか頼りになる。その姿は老若男女問わず、惹きつける。つまり、彼の見た目に騙される人、多数。

　そして、魔法律士のルフィナ・ヤードリーは二十五歳、性別は女。学院を卒業する年に魔法律士国家試験を受け、見事十八歳という若さで合格した。学院を卒業した年からこの事務所で魔法律士として働き始め、今年で七年目。魔法律士としても脂がのってきたところである。

　同じく魔法律士のキリル・プラットは二十三歳、男性。昨年、魔法律士の国家試験に合格した新米魔法律士。とにかく今は、仕事の内容を覚えることで手いっぱい。

　それから事務官が三人。事務官は、スージーとアリソンという女性が二人と、ユージンという男性が一人である。

　事務所は基本的には週四十時間勤務の五勤務二休制。残業手当もしっかりと出るという、魔法律事務所の中では、わりとまったりとした勤務体系である。それもライアンが昔の伝手を使って、大きな研究所などの顧問魔法律士を請け負っており、この魔法律事務所はそれなりに儲けが出ているらしい。

「んー、これは厳しいかなぁ」

　ルフィナは眺めていた資料をパサッと机の上に置くと、両手をあげて伸びた。

「どうかしました？」

　自分のカップになみなみと珈琲を注いできたキリルは、それに口をつけながら自席に向かおうとしていたところである。

　珈琲がなみなみになっている理由は、牛乳をたっぷり入れたからだ。彼は、牛乳たっぷりの珈琲を好んで口にする。むしろ、牛乳の入っていない珈琲は飲めない。

「いや、ほら。『マホハラ』案件なんだけどね」

　読んでみる？　と、ルフィナは資料をキリルに差し出した。

　キリルは手にしていたカップを机の上に置いてから、その資料を受け取り椅子に座る。

「うっ……」

　キリルがうめき声を漏らした。どこかで聞いたことのあるような案件であるとでも思っているのだろう。

「避妊を望んでいたのに、避妊魔法をかけてもらえず、妊娠した……って。なんですか、これ」

　キリルは思わずルフィナに顔を向けた。

「ちょっと、別に私のことじゃないんだけど。そういう目で見るの、やめてくれない？」

　二人の会話を自席で聞いていたライアンが、くくっと笑いをこらえている。

「失礼しました。それで、この案件のどの辺が厳しいのでしょうか？」

　ルフィナは『え、わかんないの』と言いたそうな表情でキリルを見つめる。もしかしたら、言葉に出ていたのかもしれない。

「あ、すいません。まだ、一年目ですから……」

　しゅんと肩をすくめる姿が、またルフィナの心をくすぐった。それを彼には知られないようにと、顔を引き締める。

「そうね。だったら、勉強がてら教えてあげる。こっちに来なさい」

　キリルは椅子に座りながら足で床を蹴ると、椅子ごとルフィナのほうに近づいてきた。

　キャスターのついている椅子に座っている彼は、いつもこうやってルフィナの側に移動してくるのだ。

「今回の依頼人は、『マホハラ』の被害者と思われる彼女なのね」

「はい」

「ということは、妊娠してしまった女性になるわけ」

「はい」

　ルフィナの言葉を一言も聞き漏らさないようにと、キリルはしっかりと返事をする。

「この案件は、どちらが何を望んで、どちらが何をしたか、という証拠をいかにしてそろえるのかがポイントになるの。この場合、女性が妊娠を望んでいなかった、という証拠がなければ、『マホハラ』として訴えても負けちゃうわけよ。結局、それって口約束みたいなものだし、その場のノリっていうのもあるじゃない？　もしくは聞き間違い、言い間違いとかね。そのために、記録魔法や記録魔導具を使うっていう方法もあるけど、これからヤりますっていうときにね、記録ってとる？」

「うーん」

　腕を組んでキリルが考えているのは、その状況を想像しているからだろうか。

「あのね。何もあんたの願望は聞いてないからね。一般的な話よ、一般的な」

「そんなぁ。僕を変態のように言わないでください」

　ルフィナはじとっとキリルを睨んだ。『あんなプレイさせて変態じゃなかったらなんなのよ』と訴えているつもりだ。

　もちろん、口には出していない。だが、キリルはその声が聞こえたかのように、はっと目を見開いたものの、すぐに真顔に戻る。

「そうですね。一般的には、記録をとらないと思います」

「そうなると、彼女が妊娠を望んでいないという証拠がね、弱くなっちゃうのよね」

「え？　じゃあ、この案件。負け案件ってことですか？」

「そこがね、難しいところなのよ」

　そこでルフィナはキリルから資料をヒョイっと奪い取った。

「例えば彼女が、友人や家族に『今は妊娠を望んでいない』というようなことを漏らしていたのであれば、それは証拠の一つになる。そうなれば『マホハラ』案件として勝てる見込みはあるかもね」

「言ってなかったら？」

「となれば『マホハラ』としては弱いから。別な方向から攻めるしかないわね」

「別な方向ってどんな方向ですか？」

　キリルがぐっと身を乗り出してきて、ルフィナが手にしている資料をもう一度見返そうとした。

「例えば。ここ」

　ルフィナは資料の一か所を指で示す。

「相手の男が、お腹の子が自分の子であると認めていないっていうのがあるでしょ？」

「はい」

「避妊魔法をお願いしたのに、使ってくれなかったという女性側の訴えから察するに、この依頼人の相手は魔力持ちよね」

「はい」

　そこまではキリルだって理解しているようだ。

「となれば、彼女のお腹の子の魔力鑑定と、相手の男の魔力鑑定をすれば、親子関係がわかるわよね？」

　そこでキリルは慌て始める。

「ちょっと待ってください。お腹の子の魔力鑑定なんて、初めて聞きましたよ」

「ああ、もう。落ち着きなさいよ」

　近くでキリルに大きな声を出されたルフィナは、両手で耳を押さえた。

「胎児の魔力鑑定っていう術も最近のものだからね」

「いやいやいや。そもそも、魔力鑑定という術そのものが高等術式ですよね。それを胎児にって……。そんなこと、できるような魔導士がいるんですか？」

「いるわよ？」

　ルフィナがけろっとして答えるから、キリルはさらに身を乗り出してくる。

「もしかして、この事務所、そんな魔導士とつながりがあるんですか？　もしかして、僕、何気に凄いところに就職しちゃいました？」

　キリルが鼻息荒く興奮し始めたが、その気持ちもわからなくはない。

　魔力鑑定そのものが高等術式で、それを産まれてもいない胎児に行う。そんなことを可能とする魔導士の存在を聞いたことがないからだろう。それに、その件はまだ公にはなっていない。

　だけどルフィナは知っている。

「そこにいるから……」



　ルフィナは、鬱うっ陶とうしいとでも言うかのように、乗り出してきたキリルの身体を両手でぐいっと押し戻した。

「え、そこ……？」

　キリルはきょろきょろと周囲を見回した。

「そう、そこ」

　ルフィナの指が指示す先にいる人物は──。

「はぁい」

　右手をひらひらと振って、自分の存在を強調している見た目は男、が一人いる。

「あたしよ、あ・た・し」

「え、所長が、ですか？　え、ええっ？　ちょ、ま、えっ？　そうやって純真無垢な僕を騙さないでくださいよ」

「どこが純真無垢よ」

　呆れたようにルフィナが呟くと、キリルが首を振ってルフィナとライアンを交互に見る。

「え、いやいやいや……。嘘ですよね？　だって、魔力鑑定ですよ？　上級魔導士でさえ、使える者は数少ないって言われている、あの魔力鑑定ですよ？　それを胎児に行うって？　え？」

「意外と詳しいのね」

　そんなルフィナのぼやきで、キリルが少しだけ顔を歪ませたように見えた。

　だが、キリルは興奮冷めやらない。

「いや、だって。えっ、なっ、ちょっと。もしかして、所長って、実はすごい人なんですか？　え？　でも、魔法律士ですよね？」

「所長って、元は魔導士団の人間だもの。学生の頃に魔法律の勉強をして、学院卒業と同時に魔法律士の資格を取った。しかしながら、王国魔導士団へ魔導士として入団。魔導士として活躍したあと、王国魔導士団付きの魔法律士となる。二年間、それを務めあげたが、独立する。っていうのが、所長の経歴よ」

　ルフィナはそらで言えるほどライアンの経歴を口にしている。過去に、何度も依頼人に説明してきたせいだ。

「え、え、ええぇ?!」

「なんか、そんなに驚かれると、嫌みかしらって思えてくるわね」

　机の上に肘をついたライアンは、やや唇を尖らせていた。

「おはようございます。キリルさんの声が外まで聞こえていましたよ？　ゴキブリでも出ましたか？」

　爽やかに挨拶をしながら事務所に入ってきたのは、事務官のスージーである。

「所長。そこに食べかけのお菓子を隠しておくのはやめましょうね。ここからですと丸見えです。これではゴキブリが出てもおかしくないですよ」

　スージーは事務官の中でも最年長だ。そのためか、こうやってライアンを扱うのが上手い。

「え、所長。食べかけのお菓子、置きっぱなしにしないでくださいよ。ホント、夜中に一人で残ってると、虫がサワワって走っていくんですよ。あれ、絶対に所長のお菓子を狙ってる虫ですよね」

　ルフィナは両手で自身の肩を抱き締めた。

「食べかけがダメなら、食べてしまえばいいのよね」

　開き直ったのか、ライアンは机の上に堂々とお菓子を広げ始める。

「ちょっと、所長。このお菓子、いつのお菓子ですか？　この机だけ今すぐ掃除します」

　どうやらスージーは、見てはいけないお菓子の存在を見つけてしまったらしい。彼女の今日の仕事は、ライアンの机とその周辺を掃除するところから始まるのだろう。

「あ、スージー」

　ルフィナは優秀な事務官に声をかけた。

「私、今日の十時から依頼人と会う予定があるんだけど。それに記録係として同席してもらえないかしら？」

「はい。承知しました。午前十時ですね。依頼人は女性でしょうか？」

「そうよ」

「では、何かしらお菓子も準備しておきます。って、所長。言ってる側から新しいお菓子の封を切るのをやめてください。お菓子を食べるのは、片づけをしてからです。十時までに、ここを綺麗さっぱりとしますからね。お菓子置き場はきちんと作りましょうね」

　これではまるで、スージーはライアンの母親のようだ。ライアンは渋々とそれに従う。

「おはようございます」

「おはようございまぁす」

　残り二人の事務官も出勤してきた。

「スージーさん、朝から所長の机のお片づけですか？　って、ヤだ……。このお菓子、腐ってる……。しょちょぉ」

　ライアンの机の奥底に隠されていた、食べかけでちょっと腐りかけのお菓子が、アリソンの視界に入ったようだ。

「もう、朝っぱらから、不快なものを見せないでくださいよ」

　アリソンは自分の机に鞄を置き、文句を言いながらも手袋をつける。

「女性にそのような汚いものを触れさせるのは、少し心が痛みますね」

　ユージンも同じように手袋をはめている。つまり事務官の三人ともが、ライアンの机の中を片づけるぞ、という意気込みなのだ。

「ちょっとぉ、あなたたち。なんでそんなに人の机を片づけるのに、意気揚々としているのよ」

「それは、みんながみんな、所長の食べかけのお菓子の行方が気になっていたからです。毎日違うお菓子を食べていますよね？　ですが、前のお菓子を食べきった様子もない。どこにいったんだろう、ってここかい！　という気持ちでいっぱいです。はい、所長。邪魔ですから向こうに行っていてくださいね」

　スージーは、机の上に置いてあった珈琲の入っているカップを、ライアンの手に握らせた。

「『労働契約法五条。労働者への安全の配慮。使用者は、労働契約に伴い、労働者がその生命、身体等の安全を確保しつつ労働することができるよう、必要な配慮をするものとする』つまり、所長が食べかけのお菓子を放置して、私たちの職場環境を悪化させたのであれば、それは立派な労働契約違反となります。さらにここは魔法律事務所。通常の労働契約法が適用される以外に、魔法律法も適用となります。魔法律法のマホハラ規則では次のようにも記載されています。『魔法的優位性を持つ者が労働者の就業環境が不快なものとさせてはいけない。また、能力の発揮に重大な悪影響が生じる等当該労働者が就業する上で看過できない程度の支障を生じさせてもならない』つまり、これに違反すれば立派な『マホハラ』となるわけです」

　そのようなことを口にするのは、もちろんルフィナしかいない。

　キリルは必死になって笑いを堪えている。

　そもそも、ライアンとキリルが魔力持ちの魔法律士であるのに対し、ルフィナだけがこの事務所内で魔力無しの魔法律士である。魔法的優位性を持つライアンとキリルが、それを利用してルフィナに重大な悪影響を与えてしまえば、それはもう立派な『マホハラ』となる。

　魔力持ちと魔力無し。

　魔法律士の中でも、圧倒的に魔力持ちが多い。むしろほとんどの魔法律士が魔力持ちである。それは、扱っている案件が魔法律に関するものであるためだ。

　そういった意味ではルフィナは貴重な魔力無しの魔法律士かもしれない。

　一般的に──どこの魔法律事務所もそうであるのだが、魔力無しの人間は、いくら資格をとったとしても、魔法律士ではなく事務官として雇われることが多い。だが、このアモローソ魔法律事務所では、魔力無しのルフィナを魔法律士として雇っている。ルフィナは国家試験に合格している魔法律士であるから、魔法律士として仕事をすることになんら違法性はない。

　ただ『マホハラ』という言葉が生まれてきたことからわかるように、魔力持ちの人間のほうが、何事においても優位性がある。

　魔力持ちの人間は二十人に一人程度という割合で存在するものの、たいていは魔導士団に入団し、国お抱えの魔導士となる。その他は魔法律士となったり、それを生かして起業したりという者が多い。

　だからこそ、魔力無しの魔法律士は珍しい。どこへいっても見下されるか珍獣扱いされるか──。

　ちなみにアモローソ魔法律事務所で働いている事務官たちは、魔法律士の資格を有していない。これに関しても違法性はなく、事務官に魔法律士の資格は要求されない。ライアンが面接をして、人柄と仕事に取り組む姿勢で採用した三人の事務官たちなのだ。この事務官の中で魔力持ちはスージーのみである。

　以前、ルフィナがスージーに聞いたことがある。なぜ魔法律士を目指さなかったのか、と。そうしたら彼女は笑って答えた。

『法律を覚えるのが苦手だし、表に立つのも苦手。だったら、表に立つ人を裏から支える人間になりたい』

　そのときからルフィナは、アモローソ魔法律事務所の裏の所長はスージーだと思っている。それを物語っているのがこの現状なのだ。

「もぅ。本当、あなたたちが優秀過ぎて嫌になっちゃうわ」

　カップを片手に不満を漏らしているライアンではあるが、その口調は嬉しそうでもあった。




　優秀な事務官によって、三十分ほどでライアンの机周りが片づいた。

　その間、ルフィナは今日の資料を確認していた。厄介な案件であることに違いはない。

　問題は、依頼人がどのような着地点を望んでいるのか。

　この『マホハラ』によって妊娠させられたという案件は、場合によっては被害者である女性を傷つけてしまうことも多々ある。だからこそ泣き寝入りする被害者も多い。

　逆に被害者が男性であった場合も同様。

　魔法的弱者である魔力無しが被害者となることが多いのも『マホハラ』案件の特徴でもあった。

　ちなみに『逆マホハラ』という言葉もあるのだが、この場合は魔法的優位性を利用し、魔法的弱者が加害者となる場合のことを指す。だが、どちらも『マホハラ』案件に違いはない。

「ルフィナさん、依頼人がお見えになりました」

　魔法の他にも、魔力を活用して利用できる魔導具が発達している。魔導通話機や施設内部通話装置インターホンなど、魔法によって離れた相手と会話ができる仕組みの道具がある。

　来客者は一階の受付に置いてある施設内部通話装置インターホンから、二階の事務所へ連絡をする。

　大抵、この連絡を受けるのは事務官の役目で、今、アリソンがそれを受けたところであった。

「ありがとう、アリソン。第一応接室に通すわ。スージー、お願いね」

「はい、承知しました」

　スージーが返事するのを聞いて、ルフィナは頷く。

　事務室を出て、階段を下り一階のロビーへと向かう。

　ロビーにある皮張りの黒いソファにゆったりと座っているのは、緩くウェーブのかかった茶色の髪が目立つ女性だった。それに、どことなく派手な印象を受ける紫色のワンピース。両手の爪にもきっちりと濃い赤い色のマニキュアが塗られている。

「お待たせしました。キャリー・ゴールドさんですね」

　きちっとルフィナが頭を下げれば、依頼人である彼女は気怠そうに顔をこちらに向けてきた。

　妊娠初期と聞いているから、もしかして具合が悪いのだろうか。

「あんたが、担当なの？」

　その声もどこか気怠そうに聞こえた。

「はい。応接室のほうにご案内いたしますが、体調はいかがですか？」

「は？」

「その……。具合が悪そうに見えましたので」

「あ、ああ。それは、だいじょーぶ。気にしないで」

　依頼人はすっと立ち上がった。

　本人が『気にしないで』と口にしたとおり、どうやら問題なく動けるようだ。

「お飲み物を準備いたしますが、カフェインの入っていないもののほうがいいですか？」

「え。私、普通に珈琲好きだから、それがあるならそれで」

「承知しました」

　依頼人を案内するために第一応接室に向かうと、入り口にはすでに事務官のスージーが背筋を伸ばして立っていた。

「珈琲を」

　ルフィナは小さくスージーに伝える。

　彼女は目で返事をして、すぐさま準備へと取り掛かる。

「どうぞお座りください」

　ルフィナが促す前に、依頼人はどさっとソファに座った。

「では、早速お話を伺います」

　ルフィナはそんな彼女の様子を目で追ってから、ガラスのローテーブルを挟んだ向かい側のソファに浅く座る。

　落ち着いたダークブラウンで統一された室内では、革張りの装いのソファが存在感を醸し出す。

　ルフィナは手にしていた資料を膝の上で開いた。

「今回は、妊娠を望んでいなかったにもかかわらず、相手の方が避妊魔法をかけずに行為に及んだため妊娠に至ってしまった。だから、相手を訴えたい。そういった内容で間違いないでしょうか」

「そう。ったく、なんなの、あの男。挙句、できちゃったことを伝えたらさ、本当に俺の子か、証拠を見せてみろとか言うわけ。あり得なくない？」

　そう言われたルフィナは苦笑するしかない。あり得なくない話ではない。むしろ、それは十分にあり得る話である。

「今回の件ですが、相手を『マホハラ』として訴えるのであれば、行為の際のお互いの意思がどうだったか、というのが重要なポイントとなってきます」

「失礼します」

　そこへスージーが人数分の珈琲とお菓子を手にして戻ってきた。

　依頼人であるキャリーは一度スージーを見上げたが、目の前にお菓子が並び出すと、ルフィナが何も言わないうちにそれに手を伸ばす。

「いただきます、って。これ、マッコイ菓子店のケーキじゃん。やっぱ、こういうとこで出すお菓子って高級菓子なんだ」

　マッコイ菓子店は、ここ数年、王都ブギランで人気が出てきた菓子店である。ケーキ類が他の菓子店よりも高めのお値段となっているのだが、それでも味がいいため、毎日行列が絶えない。

　キャリーのその言葉にもルフィナは苦笑した。先ほどから苦笑しかしていないような気がする。

　よっぽど口にあったのか、キャリーは一気に食べ尽くした。

「あぁ、美味しかった。で、なんだっけ？　行為時の意思だっけ？」

　話は聞いていたようだ。

「一応、言ったよ。今、妊娠したら困るからって。そしたらあいつがさ『わかった、一応避妊しとこう』って言ったんだけどさ。それがどんなものかなんて、私にわかるわけないじゃない？　そのときは、相手が避妊魔法だって言えばその言葉を信じちゃうよね」

　ルフィナは、彼女の相手を確認するために資料をめくった。

　シドニー・フォックス、三十四歳。第一魔導士団第二分隊所属、第二分隊長。

　第一魔導士団といえば、エリート魔導士の集まりである。そこの第二分隊の分隊長を務めているのであれば、間違いなく官僚クラスだ。

（厄介な相手だな……）

　相手の弁護にも魔法律士がつくのは確定だろう。そして魔導士団の人間であれば、魔導士団所属の魔法律士がつく可能性が高い。あそこの魔法律士は魔導士や騎士たちの公私にかかわらず、法律的に彼らを守るのが仕事である。だからこそ、いろいろな意味で厄介なのだ。

「ええ、そこが今回の難しいところなのです。行為時にお互いが言った、言わないということが争いの焦点の一つとなってしまいます。証拠があればこの問題はすぐに解決するのですが」

「証拠？」

　キャリーは小首を傾げ、睨みつけるようにしてルフィナを見た。

「はい、例えば。まあ、例えばなんですが」

　二回言ってしまったのは、『そんなことするわけないだろう』というツッコミが入るのを防ぐためでもある。自己防衛の本能が無意識のうちに働いた。

「そのような発言をした、という記録があるとか」

「記録？」

　キャリーは目を細くし、不審者を見るような目つきに変わった。

「はい、記録です。例えば録音していたとか。手帳などに日時とともに相手に伝えた、相手が言った内容を書いてある、など」

「んなこと、やるわけないじゃん。だって、これからヤりますよっていう空気のときに。あんたの言ったこと、手帳にメモるからちょっと待って、なんてなるわけないじゃん」

（ですよね……）

　ルフィナは心の中で盛大に息を吐いた。

　次の作戦を考える。

「でしたら、キャリーさん。あなたが今、妊娠を望まないことを周囲の方に伝えていた、ということはありませんか？」

「は？」

「必要なのは、あなたが今、妊娠を望んでいないという証言なのです。もし、以前から誰かにそういった内容を伝えていたのであれば、それも証拠になります」

「えー？　どうだろう。ちょっと待って、思い出すから。ねえ、頭使うとさ、甘いもの食べたくなるじゃん」

　キャリーの話の流れが、ルフィナにはよくわからなかった。

　しかしルフィナも仕事で資料を確認したり、法令集を読んで理解したりしようとするときは、ついつい甘いものに手を伸ばしてしまうときもある。そのことを言っているのだろうか。

「そうですね」

　当たり障りのない返事をしたつもりだった。依頼人の相手も厄介な人間であれば、目の前の依頼人も厄介な人物であると、ルフィナの脳内がささやいている。

「てことで。思い出すために、甘いもの、欲しいんだけど……。ねえ、あんた。それ、食べないの？」

「はい？」

「あんたの前のケーキ。早く食べないと、パサパサになっちゃうじゃん。そういうのって、美味しいうちに食べたほうがいいと思わない？　食べないならちょうだいよ」

　ルフィナの苦笑は三度目だ。今日だけで苦笑の仕方がうまくなったと思う。

「よろしかったら、私の分もどうぞ」

　間違いなく、この答えが正解である。

　目の前のキャリーは「え？　いいの」と言いながら目を輝かせていた。

「やった。あんたって、見た目と違って、わりといい人ね」

　その一言が余計である。

　ルフィナは目の前の依頼人がケーキを食べ終えるのを、時折、珈琲を飲みながらじっと待っていた。この話し合いの記録を取ろうとしているスージーも、隣のソファに座って動かずに待っている。先ほどからペンも動いていない。

　ルフィナの心の中には、言葉で表現しきることのできない、なんとも言えない気持ちが生まれた。どこかキャリーとは『かかわりたくない』と思ってしまったのだ。

　これは魔法律士として、幾人もの依頼人から話を聞いてきた経験によるものかもしれない。

　スージーもその得体の知れない雰囲気を感じ取っているのだろう。隣に座っている彼女からも不穏な空気が流れてくる。

「ああー、美味しかった」

　カチャっと乱暴にフォークを置いた依頼人は、ソファの背もたれに身体を預けた。

「最近、やたらと甘いものが食べたくなって。できちゃったからかな」

　キャリーがぽんぽんとお腹を叩く。

「それで、お話の続きを伺ってもよろしいでしょうか？」

　笑顔を崩さないように、ルフィナは尋ねた。

「続き？　なんだっけ……。あ、ああ。私が妊娠したくないって、周りに言ってたかどうか、だっけ？　言ってるわけないじゃん。私、友達いないもん」

　あはははと目の前のキャリーが笑い出したとたん、ルフィナは口の端を知らぬ間にヒクッと動かした。

（この人は依頼人。この人は依頼人……）

　呪文のように心の中で呟く。そうやって自己暗示をかけないと、目の前のローテーブルをひっくり返してしまうかもしれない。それくらい、ルフィナの心の中は荒れていた。その気持ちは、隣に座っているスージーも気づかれているはず。

　それでもなんとか笑顔を作って、言葉を続ける。

「そうなりますと、あなたが妊娠を望んでいなかったという証拠が薄くなってしまいます」

「え？　そうなの？」

「はい。ですからそれが『マホハラ』の難しいところになります」

「え、相手が魔法を使えて、それで妊娠させられたら『マホハラ』になるんじゃないの？　そう聞いたんだけど」

「一部で間違った解釈が広まってしまっているようですが、この『マホハラ』は『魔法的優位性』を利用して、相手の望まぬことをすることや、相手に不快感や不利益を与えることです。ですから、仮に望んで妊娠した場合は、お互いにとって不利益になりませんので『マホハラ』には該当しません」

　魔法律に関する説明は、なんとか冷静に言葉にすることができた。

　次第にルフィナの心も落ち着きを取り戻す。

「だけどさ。今回は、私、妊娠したくなかったんだけど」

「それを、きちんと相手に伝えましたか？　もしかしたら相手はあなたとの子を望んでいたかもしれない。もしかしたらあなたが妊娠したことを知って喜んでくれるかもしれない。産んでほしいと言うかもしれない」

「だけど、あいつ。『本当に俺の子か』って言ったんだよ。あいつが子どもを望んでるなんて、そんなことはあり得ないね」

「でしたら、出方を変えましょう」

「え？」

　目の前の依頼人が興味を示してきた。元々、今回の案件は『マホハラ』で訴えるには少し厳しい内容だったのだ。

「まず、キャリーさんが目指す今回のゴールはどこでしょうか？　子どもを認めてもらうことですか？　それとも、お金をもらうことですか？　それとも、相手の方と結婚をすることですか？」

「あのさ。こんなこと言われると、怒られるかもしれないけど。本当に今、子どもを産んで育てられるような状況じゃないんだ。産んでも不幸になるってわかってる子なら、産まないほうがいいかなって思ってんだけど、子どもを堕ろすための金もないの」

「でしたら、お腹の子が相手の子であることを認めさせればいいのですね？」

「うん。金、もらえればそれだけでいいや」

「わかりました」

　返事をしながらルフィナは考えた。子どもを堕ろすと決意した目の前の彼女は、どんなことを考えながら、今の言葉を口にしたのだろう。

　少しだけ、ルフィナの胸が痛んだ。

「でもさ。今日は、話を聞いてもらえただけでもすっきりしたわ。友達に紹介されてここに連絡したんだけど。今も言ったように、金、ないんだ」

「最初に着手金はいただいております。今後の支払いは成功報酬となりますので」

「そうなんだ。ケーキも美味しかったし。ありがとね」

　チラッとキャリーは壁にかかっている時計を見上げた。

「そろそろ時間だよね。一時間って言ってたから」

「そうですね」

「じゃ、帰るね。今日は、ありがとう」

　キャリーが立ち上がったので、ルフィナも慌てて立ち上がる。するとスージーもそれに倣う。

「資料がまとまり次第、こちらから連絡いたします。ですが、何かありましたら遠慮なく連絡してくださいね。不安を取り除くのも私たちの仕事なので」

「ありがと。あんたも他の魔法律士のように、嫌な奴だったらよかったのに」

　彼女の言葉にルフィナは眉間に力を込める。

（どういう意味だろう……）

　ヒール音をカツカツと響かせながら歩くキャリーの後姿を、ルフィナは黙って見送った。

　その姿が見えなくなってから、応接室の片づけを始めた。

「なかなか、凄い方でしたね」

　銀トレイの上に皿とカップをのせながら、スージーが言った。

「やっぱり、スージーもそう思った？」

「やっぱり、ってことはルフィナさんも？」

「うん。凄い人っていうか、なんか気になるっていうか。厄介な案件であることには変わりはないんだけど。これは、相手の話も聞かなきゃダメかな」

「相手がまともな人ならいいんですけどね」

「とりあえず、呼出状、出してみる。どうもあの依頼人、気になるのよね……」

「あ」

　テーブルを拭いていたスージーが声をあげる。

「ルフィナさん、ケーキ食べます？」

「私の分、出してもらったよ」

「食べられちゃいましたけどね。実は、こういうこともあるかなと思って。多めに買ってきました。事務室に戻ってみんなで食べましょう。所長の机も奇麗になったことですし」

　さすが裏所長なだけある。スージーの手際のよさには頭があがらない。

「あ、スージー」

　テーブルの上がすっかりと片づいたところで、ルフィナが声をかけた。

「私、依頼人に相談時間は一時間って、伝えたかしら？」

　中腰になっていたため、ルフィナはそのままスージーを見上げた。スージーも不思議そうに首を傾げる。

　そもそも初回の相談は一時間ではない。初回にかぎって相談時間は無制限。だけど、だいたい一時間から二時間で切り上げる人が多い。一時間という制限時間が生まれるのは、二回目以降なのだ。

　スージーが銀トレイを手にした。

　ルフィナは資料を持って、応接室から事務室へと向かう。その間もあの依頼人のキャリーが気になって仕方ない。それに、最後の一言も何か引っかかる言い方だった。

　──あんたも他の魔法律士のように、嫌な奴だったらよかったのに。

「おつかれさまです、先輩。依頼人、どうでした？」

　席に戻ったとたん、キリルが声をかけてきた。

「あ、ああ。依頼人ね。私の分のケーキも食べていったわ……」

「え？　ケーキ、食べられちゃったんですか……。じゃ、僕のこのお菓子、あげますよ」

　キリルが机の中からクッキーの小さな箱を出す。

「いや、大丈夫よ。あとで、スージーが三時のおやつにケーキを出してくれるから」

「でも、先輩の分。食べられちゃったんですよね？　先輩、依頼人と会うときってさりげなく、出されるケーキを楽しみにしてますよね」

「え、そんなことまで気づいてたの？」

　他人には知られたくない秘密を知られてしまったような気分だ、ではなく知られている。

　キリルを睨んで見上げれば、ニコニコと嬉しそうに笑みを浮かべていた。この状態の彼には、何を言っても誉め言葉になってしまう。

　ルフィナはキリルに気づかれないように小さく息を吐いてから、彼が差し出したクッキーの箱を受け取った。

（こんなことされたら、好きにならないわけがないじゃないのよ）

　何重も否定してしまうのは、心の内を認めたくないからだ。

　軽く唇を噛みしめてから、ルフィナは呼出状の作成に取り掛かった。




　しばらくしたあと、「うーん」と両手をあげて伸びをしつつ、ルフィナは所長席に顔だけ向けた。

「やった、終わった。所長、これ出してくるついでに、早めに昼休憩もらってもいいですか？」

「いいわよぅ」

　ご機嫌なライアンの声が聞こえてきたのは、スージーが午後のおやつの時間にケーキを出すことを知っているからだろう。

「じゃ、お先に休憩もらいまぁす」

　ルフィナが机の脇にかけていた鞄を手にすると、書き上げたばかりの呼出状を鞄のサイドポケットへ入れた。

　すると、なぜか隣の席のキリルも急に立ち上がる。

「所長。僕も先に昼ご飯に行ってきてもいいですか？」

「いいわよぅ」

　ライアンのご機嫌な声が響いた。そもそもライアンは、部下たちが申告した休憩時間に対して「ダメよぅ」なんて言ったことのない男である。仕事のメリハリをつけるために、適度な休憩は必要だと思っているからだ。

「てことで、先輩。一緒に昼ご飯を食べにいきましょう」

「え？」

　思わずルフィナはキリルに向かって汚い声を漏らしてしまった。それは「え」とも「げ」ともとれるような発音であった。

（なんでこのタイミングでキリルがそんなことを言うのよ……）

　上目づかいで彼を睨みつける。

「え、先輩。僕とご飯に行くの、嫌なんですか？　おごってください、なんて言ってないですよね」

「ち、違うわよ」

　動揺する心を悟られないように、ルフィナは必死で弁解をする。

「キリル。乙女心を理解できない男は、嫌われるわよ」

　機嫌のよいライアンからそんな言葉が飛んできた。

「今日は佳か月げつの日でしょ？」

「そうですけど……。佳月の日だと、何かあるんですか？」

　やれやれ、困ったちゃんね。とライアンが口にしなくても、両方の手のひらを上に向けて肩をすくめている姿を見たら、キリルもライアンの言いたい言葉をなんとなく察したらしい。

　ルフィナが大きくため息をついた。

「ま、いいわ。一緒に来たいなら来なさいよ。だけど、私のやることに文句つけないでよ」

「文句なんて……言うわけないじゃないですか」

　そう口にしているキリルの顔は盛大にほころんでいる。

　他の四人は口元を緩めたいのを我慢して、無理矢理引き締めているようにも見えた。

　そんな彼らをルフィナは一瞥し、もう一度軽く息を吐く。

「じゃ、いってきます」

　ルフィナの声色は先ほどよりも低く、控えめだった。

「いってきます」

　ルフィナとは真逆の明るいキリルの声は、『嬉しいです』というアピールそのものである。

　そんな彼を見ていたら、さらにため息をつきたくなった。

（もう少し、気持ちを抑えることはできないのかな……）

　ライアンに指摘されてから、彼の好意をまざまざと感じるようになった。

　そして今、キリルの押しに負け、彼と共に事務所を出てきた。だが、まずはこの呼出状を配達所へ出さなければならない。むしろ、これが最重要案件である。

　太陽の日差しが眩しかった。暑くも寒くもないけれど、とにかく眩しい。

「配達所に寄ってから昼ご飯の予定だけど、いいの？　あんたも先に昼休憩とったってことは、お腹、空いてるんじゃないの？」

　キリルはパチパチと目を瞬いた。

「そんなの。先輩と一緒に昼ご飯を食べたいからに決まってるじゃないですか。もちろん、配達所に行ってからの昼食で問題ありませんよ。どうして、先輩は僕の気持ちに気づいてくれないのかなぁ？」

「そう……」

　ルフィナは目を細くする。それは太陽の光が眩しいからであって、キリルが嫌だというわけではない。

　配達所に向かって歩く。

　まだお昼には少し早い時間帯とあり、外を行き交う人たちは買い物客が多かった。

「もしかして先輩。僕が来て、迷惑でした？」

「迷惑っていうわけじゃないけど……。今日は、ほら、佳月の日だから……」

　ルフィナはもう一度目を鋭くした。それは太陽が眩しいのではなく、今日が佳月の日だからである。

　キリルは首を傾げる。

　先ほどから出てくる佳月の日であるが、その佳月の日に何があるか、キリルは分からないのだ。

「間違いなく今日は佳月の日ですけど。何かあるんですか？」

「行けばわかるわ」

　ルフィナもこの場で答えるつもりはなかった。

（もう。こうなったら、隠していても仕方がないってことよね……）

　ルフィナはじっと前を見た。

　二人は、配達所までの道のりを並んで歩く。

　キリルは何か話しかけたそうに、こちらをちらちらと見つめてくる。

　それにルフィナも気づいてはいたが、この現状において、何を話題にしても会話が続くとは思えない。

　ただ、黙々と歩くだけ。

　目的の配達所が見えてきた。ここでルフィナは、先ほど書いた呼出状を出した。

　呼出状の内容は依頼人の相手に対して、『この件で話を聞きたいから、いつ、どこに訪問したらよいか』といったものである。早ければ三日以内に返事が届くだろう。

「よし、終わった」

　呼出状を出したため、肩の荷がすっと下りた。やはり呼出状を持って歩くのは緊張してしまう。

「ご飯、食べに行くよ。文句は言わないでね」

　眩しい太陽の下、やっとルフィナの顔がキラキラと輝き出した。それに釣られたかのように、キリルも笑顔になる。

「ですから、文句は言いませんって」

　ルフィナはニヤリと微笑み、その笑顔を見たキリルは尋ねる。

「で、どこに食べに行くんですか？」

「もう、いいから黙ってついてきなさい」

　唇の先を少しだけ尖らせているルフィナであるが、だからといって怒っているわけではない。ただの照れ隠しである。

「着いたわよ。その、何よ。『え、ここですか？』みたいながっかりした表情は」

「僕、まだ何も言っていませんよ。勝手に僕の心を代弁しないでください」

　ルフィナが案内したのは、大衆食堂であった。

　彼はきっとお洒落なレストランでの昼食を想像していたに違いない。

「今日は佳月の日だからね。焼肉定食大盛無料の日なのよ。って、だからさ、がっかりした表情するのをやめなさいよ。私の週に一度の楽しみなの」

「がっかりはしてません。その、意外だなと思ったのと。まだ、僕には知らない先輩がたくさんいるんだな、と思ったのと。って、そう、僕の知らない先輩がいたからちょっとがっかりしたんです」

　ルフィナはじとぉっと羽虫を見るような目でキリルを見つめる。だが、腹が減っては戦はできぬということで、早速、食堂の扉をガラガラと開けた。

「いらっしゃい。お、ルフィちゃん。今日は連れがいるのか。いつものかい？」

　店内に入ってきた客がルフィナであると認識した店長が、慣れたように声をかけてきた。

　甘いようなしょっぱいような、それでも食欲をそそるいい匂いが、店内には漂っている。

「ええ、いつもの二つでお願い」

「あいよ」

　早めに昼休憩をもらったせいか、店内はまだ空いていた。ルフィナはいつものカウンター席に座ると、隣に座るようにとキリルを促す。

「先輩。ここ、よく来るんですか？」

「よく、っていうか毎週。佳月の日に」

「そうなんですか……」

　しゅんと、キリルは急におとなしくなる。

「どうかしたの？」

　そんな彼を心配したのか、ルフィナが声をかけた。

「いえ、どうもしないんですけど。先輩が毎週ここに来ていたこと。今の今まで知らなかった自分が嫌になったんです」

「だって、私の大食漢っぷりを知ってるのって所長くらいよ？　だから佳月の日だけはいつも大目に見てもらってるの」

「でも、所長は知ってたんですよね。なんか、悔しいなぁ」

「付き合いが長いからね。あんたなんて、あそこで働き始めてまだ半年でしょ？」

「そうです。つまり、先輩と出会ってもう半年。先輩のことを知るためには十分な時間があったと思うんです」

　はぁ、とキリルは寂しそうに息を吐いた。

「っていうか。あそこでたったの半年一緒に働いただけで、私のすべてを知っていたとしたら、それは立派なストーカーね」

「へい、お待ち」

　そこで焼肉定食大盛二つが目の前に並んだため、話をやめた。

「いただきまぁす」

　手を揃えて挨拶をすれば、ルフィナはすぐさま焼肉に箸を伸ばす。

　そんな彼女にちらっと視線を向けてから、キリルも自分の定食に手をつけ始めた。しかし、初めて目にした焼肉定食大盛を前にして、箸を持つ手が止まった。

　無心で口の中に焼肉を運ぶルフィナの手は、止まることなく動いている。

　もちろんルフィナは、隣のキリルの箸の動きが鈍いことに気づいた。

「これさ、初めてだとなかなか全部食べきるのは難しいのよ。食べきれないようなら、食べられる分だけとって、食べられない分はこちらのお皿に移しておいて。私が食べてあげるから」

　悔しそうな表情を浮かべたキリルは、定食の三分の一を別の皿に取り分けた。








第二章









　呼出状の回答が届いたのは、それから三日後のことだった。

　どうやら依頼人の相手はまともらしい。ただ、仕事柄忙しいのだろう。会う場所と日時は相手が指定してきた。

　魔導士団たちが勤める魔導堂の地下にある喫茶店で、とのことだった。日時も金こん色じきの日の午後という週末である。

　魔導堂とは、魔導士たちがさまざまな仕事を行っている建物の総称であり、そこには図書館や研究所や会議場や、とにかくいろんな施設が集まっている。

「所長。明日、依頼人の相手に会うために魔導堂へ行ってきます」

　ルフィナが、届いた呼出状の回答をライアンに見せたところ、彼は彼女の身を案じるかのように眉間に深くしわを刻んだ。

「あなた一人では心配ね。誰かと一緒に行ったほうがいいわ」

「大丈夫ですよ」

　ルフィナは顔中に満面の笑みを浮かべて答えるが、ライアンは首を横に振る。

「魔導堂ってことは、あの男に会うかもしれないでしょ？　それが心配なのよ」

　周囲に声が漏れないように、ライアンはそこだけ小声で伝えた。

　あの男──。

　ルフィナが絶対に会いたくない男だ。だが魔導堂は広いし、あの男は魔導堂のずっと奥にある研究所勤めでもある。さらにその研究所は、他の施設と独立している場所で、一応、魔導堂の敷地内にあるというもの。

　だから会う確率はものすごく低い。ゼロではないけれど、ゼロに近い確率だと思っている。

「そうね、キリルを連れて行きなさい。キリル自身の勉強のためにもなるわ」

「え？　スージーではダメですか？」

「ごめんね。スージーは先約があるの、あたしと」

　魔力の無いルフィナにとって、できればパートナーは魔力のある者のほうが心強い。

「だからって、アリソンとユージンもダメよ。その日、国選魔法律士の集まりがあってね、二人はそちらの応援だから」

（詰んだ、というより詰まれた……）

　腹を括るしかないようだ。魔導堂にキリルを連れていくのは確定している。

　はぁ、とこれ見よがしに息を深く吐いてから、ルフィナはキリルの元へと向かった。

「キリル、明日の夕方だけれど……」

「はい、はい、はい！　僕は空いています。いつでもオープンです」

　ごめんねというスージーの視線が、ルフィナに届いてきた。それはもちろんアリソンとユージンからも向けられるものでもある。

　キリル一人だけが意気揚々としており、爛らん々らんとその瞳を輝かせている。

「明日の午後、依頼人の相手側の人と会うことになったのだけれど。同行してもらえるかしら？」

　これは仕事です、という意味を込めて、ルフィナは丁寧にキリルに依頼をした。それでもキリルは「はい、もちろんです」と公私混同ギリギリの返事をしてくる。

「場所がね……。魔導堂なのよ」

「問題ありません。僕、魔導堂も行ってみたかったんです」

「子どもの遠足じゃないんだから……」

　無邪気なキリルを見ていたら、ルフィナの憂ゆう鬱うつな気分もどこかに吹っ飛んでいくような感じがした。これが彼の魅力なのだ。

「じゃ、明日の午後四時半から。魔導堂の中央塔にある地下の喫茶店。これは相手が指定してきた場所ね」

「承知しました」

　明るいキリルの返事に、ルフィナは微苦笑を浮かべた。それはキリルと共に魔導堂へ向かうのが嫌なのではなく、魔導堂という場所に足を運ぶこと自体が気の重い案件だからだ。

　ルフィナの心境は、キリルの声色とはまったくの正反対であった。




　金色の日、午後四時二十分。

　ルフィナは相手が指定してきた魔導堂中央塔の地下にある喫茶店の壁側の席に、キリルと並んで座っていた。ここにいれば、この喫茶店に入ってくる客の顔を確認できる。

　店内にはまばらに客がいた。夕飯には早いし、三時のおやつには遅い。そういう中途半端な時間帯である。

　向こうからやってくる人影。すぐにその人もルフィナたちに気づいたようだ。

　何しろルフィナたちは魔導士らしくない服装であり、目立っている。要するに、この魔導堂内で働くにふさわしくない格好である。人影が迷うことなくこちらに近寄ってきたため、彼があの依頼人の相手であると瞬時に察した。

「シドニー・フォックスさんですね」

　ルフィナがすっと立ち上がると、キリルも真似をして立ち上がる。

「私、アモローソ魔法律事務所の魔法律士、ルフィナ・ヤードリーと申します。こちらも同じく魔法律士のキリル・プラット」

　ルフィナが名刺を渡せば、キリルも同じように名刺を差し出す。

「ご丁寧にどうもありがとうございます」

　シドニーという男は、年齢相応の落ち着いた男だった。

「お座りください」

　ルフィナがそう言わなければ、そのまま立ち尽くしていそうな男でもある。

「何か、お飲み物でも？」

「では、珈琲を」

　キリルが給仕を呼んで、シドニーの珈琲を頼む。ルフィナとキリルの前には、少し冷めた珈琲が並んでいるが、キリルの飲み物はただの珈琲ではなく、牛乳がたっぷりと入った珈琲だ。

「アモローソ魔法律事務所ということは、所長はライアンですね」

　シドニーは、眼鏡がよく似合う。右手の親指と薬指で挟み込むようにして眼鏡を押し上げ、二人の名刺をじっくりと見つめる。

「所長をご存知ですか？」

　共通点があると話は盛り上がる。少しだけ明るい口調でルフィナが問う。

「ええ、昔の同僚ですから」

　とても人懐こい笑みだ。キャリーの話から聞いていた印象とはだいぶ異なった。

　珈琲が運ばれてきた。給仕が立ち去るのを見送ってから「では、話をしてもよいですか？」とルフィナが切り出した。

「キャリー・ゴールドさんをご存知ですね？」

　できるだけ周囲に聞こえないような声色で、ルフィナが話し始める。

「彼女が妊娠をし、お腹の子があなたの子であると主張しています。それと同時に、避妊を望んだにもかかわらず、避妊魔法を使用してもらえなかったと」

　シドニーはゆったりと珈琲を飲みながら、ルフィナの話を聞いていた。彼の顔には焦りも怒りもなんの感情も表れない。ここに来たときと同じような表情のままである。

「ヤードリーさんが私に会いに来たということは、その話を疑っているからですよね」

　カップをソーサーの上に戻しつつ、シドニーが言った。

　まさかこちらの心の内まで読まれているとは、思ってもいなかった。苦笑するしかない。

「そうです。私は真実を確認しにきました。ですから、今の話に反論がありましたら、どうぞおっしゃってください」

　ふむぅと、シドニーは腕を組んでソファに深く座り直す。

「反論も何も。私のほうからは、今聞いた話はまったく身に覚えのないことです。彼女のことは知っておりますが、そういった関係になど一度もなったことがありませんから。そうですね、ヤードリーさんがライアンの部下ということもあるので、一応、あなたのことを信頼はしています。そこで、私から確認したいことは三つ。まず、彼女は本当に妊娠しているのでしょうか。仮に妊娠していたとした場合、お腹の子は本当に私の子でしょうか。彼女は他に関係をもっている男はいなかったのでしょうか」

　隣のキリルが要点だけを手帳にまとめていく。今の三つの確認事項だ。

（やはり……）

　ルフィナは心の中で呟いた。キャリーから話を聞いていたときに感じた違和感の正体が今、わかったような気がする。

「胎児の魔力鑑定を考えています。それが一番手っ取り早いかと」

　うん、と目の前のシドニーは大きく頷く。

「ライアンなら魔力鑑定ができるでしょうね。それを提案したら、彼女は驚くんじゃないかな。さすがライアンの部下。着眼点が違いますね」

「いえ。所長に恵まれているだけです」

「なるほど。だから、あなたは魔力が無いのに魔法律士として仕事をこなしているわけですね」

　この言葉にピクっと反応したのはキリルだった。それを察したルフィナは、すっと右手を伸ばして彼を制す。

「ああ、気分を悪くさせたのなら謝ります。そういう意味ではありません。魔力が無くても魔法律士として働くことは可能だけど、実はとても難しいことですからね。それを乗り越えるだけの力があるというのは、あなたは優秀なんだなと言いたかっただけなんです」

　誤魔化すように、シドニーは珈琲に手をつけた。困ったように笑っている様子を見れば、それが彼の本心なのだろう。

「魔導士団にいるような人間は、こんな人間ばかりですから。あまり気を悪くしないでください」

　こんな人間──表現が下手な人間か、空気の読めない人間か、はたまた悪気がないと見せかけて悪気のある人間か。

　珈琲を飲み干したシドニーは、席を立つ。

　同じようにルフィナとキリルも立ち上がる。

「また、連絡してもよろしいでしょうか」

　ルフィナが尋ねると、彼は「もちろんですよ」と答える。

　彼はなぜかキリルに視線を向けたが、キリル自身はそれに気づいていないのか、シドニーの顔を見ないように顔を伏せる。

（知り合い……なわけ、ないか）

　そうルフィナが思ってしまうほど、シドニーの視線はキリルを追っていた。

　去り行くシドニーの背中を見送ったあと、二人はもう一度、腰を落とす。

「はぁ、疲れましたね。先輩」

　明るいキリルの声と正反対なのは、ルフィナの表情である。右手で口元を押さえ、何やら考え込む。

　それを目にしたキリルは息を呑む。

「はっ。もしかして、気持ち悪いとか、ですか？　もしかして、悪阻っていうやつですか？　もしかして、もしかしなくても。僕の子ですか？」

　ルフィナは口元を押さえたまま首だけを横に向け、キリルをじぃっと睨んだ。

「冗談なんですけど……」

　キリルはしゅんと肩をすくめる。

　その彼がなぜかかわいそうに見えて、ルフィナはふぅと息を吐いた。

　彼を見ていたら、難しく考えることが馬鹿らしくなってきた。

（まったく、この子は……）

　ルフィナは心の中でキリルにあきれるものの、彼の明るさによって複雑な考えは解れていく。

「気持ち悪くないから、大丈夫よ。まあ、心の中は気持ち悪いけどね」

　それはシドニーと話をしたからだ。キャリーという依頼人は、嘘で固められている。だが、その嘘も下手くそなのだ。下手くそだからこそ、気持ち悪い。

「ねえねえ、先輩。今日は、この時間だから直帰ですよね」

「そうね」

「だったら、一緒に夕飯を食べに行きませんか？　花の金色の日、花はな金こんですよ」

「あんた……。また、古い言葉を知ってるわね。中に四十のおっさんが入ってるんじゃないの？」

　そこでやっとルフィナが笑顔を見せたためか、キリルもふわりと微笑んだ。

「先輩、先輩。焼肉食べ放題のお店、見つけたんです」

「それって、あそこじゃない？　事務所から一本脇に入った道の」

「そうです。もしかして先輩、行ったことありました？」

「ないわよ。残念ながら一人でそういうところに行けるほどの神経は持ち合わせていない」

「じゃ、決まりですね。僕と一緒に三大欲求を解消しましょう」

　ニコニコと笑みを浮かべ、キリルはルフィナの顔をのぞき込んでくる。この年でこの笑顔が似合う男も珍しいだろう。少しだけ、母性本能がくすぐられる。

「なんなのよ、三大欲求って……」

「そんなの、食欲、睡眠欲、性欲に決まってるじゃないですか。僕と一緒なら、そのすべてが解消できますよ？　それに、花金ですしね。明日は仕事も休み」

「また、花金って……。でも、あんたのそういうところ、嫌いじゃない」

「嫌いじゃないってことは、好きっていうのも含まれているんですよね」

「そういう考えも嫌いじゃない」

「だから先輩は素直じゃない。そういうところも僕は好きなんですけどね」

　そんなキリルを愛おしむように見つめてから、ルフィナは立ち上がる。

「わかったわ。焼肉、食べに行こう。もちろん、あんたのおごりよね」

　ルフィナはわざと可愛くない言い方をした。

「はい、もちろんです。僕が誘いましたからね。では、まずは食欲を解消しにいきましょう」

　会計を済ませ、地下から地上へと上がれば、中央玄関へと続く中央広場に出る。

　ここは魔導堂の中心部であることから、たくさんの人々が行き交っていた。だが、そこにいるほとんどの人間が魔導士のローブを羽織っている。

　ルフィナたちのようにローブをまとっていない者は、魔導堂を見学に来ている観光客が多いが、この時間では観光客もほとんどいない。ここにいるのはローブを翻しながら歩いている人間ばかりであった。

　中央玄関に向かって、キリルと並んで歩いていたルフィナは、誰かに親しげに名を呼ばれて足を止めた。

「フィー？」

（なんで、なんで、なんで、なんで──？）

　足が震える。いや、足だけではない。全身に震えが走る。

　ルフィナのことをこのように呼ぶ人間は一人しか知らない。しかもその声には聞き覚えがあるし、二度と聞きたくない声でもある。

　確率はゼロではなかったが、再会する確率はゼロに限りなく近いと思っていた。それでもこうやって出会ってしまうのは、確率を狂わせるような何かが起こったからなのだろうか。

　目の前にあの男がいる。

「あぁ。やっぱりフィーだ。元気そう、だな」

（なんで、ここにいるの？）

　ルフィナは震えを抑えるかのように、全身に力を込める。何も答えずに、むしろ気づかないふりをして無視すればよかった。いや、気づかないほうが幸せだった。

　しかし、ルフィナを見つけた男はずかずかと近づいてきて、こうやって向かい合うような状況を作り出した。

　足がなくて毛に覆われているような虫がざわざわと足元から背中にかけて這ってくるような、そんな感覚に襲われた。

　会いたくない男と会ってしまった。

　今となっては、彼の黒くて長い髪がうっとうしく見える。あのときはすべてが魅力的に見えていたはずなのに。

「ええ、おかげさまで」

　あの頃の自分とは違う。虚勢を張る。

　ルフィナは引きつりそうな笑顔を無理矢理に作った。心臓は震えるくらいにバクバクと激しく鳴っている。

「彼は？　彼氏？」

　会いたくない男は、すぐにキリルに視線を向け、そう尋ねた。

　なぜこの男にそんなことを聞かれなければならないのか。

　だが、取り乱すような姿を見せてはならない。ぎゅっと手を握りしめ、ルフィナは答える。

「残念ながら違います。部下で後輩で下僕です」

　そこにセフレもつけてやろうかと思ったが、そんなことを口にすればこの男もセフレに名乗りをあげてくるだろう。

「下僕、ね。そういうところは昔と変わっていないね」

「ええ。人間、そんな簡単に変われるようなものではありませんからね。あなたも、そうやって人の心にズケズケと踏み込んでくるようなところ、昔とお変わりありませんね。それよりも、なぜこんなところに？　あなたは研究所勤めのはずでしたよね。もしかして、とうとうあの研究所をクビにされてしまったのでしょうか？」

　ルフィナの口から出てくる言葉は、嫌味なことばかりだ。

「まさか。あの研究所が私を手放すわけがないでしょう？」

　この男の自意識過剰なところも昔と変わっていない。そんな彼に惹かれていた過去もあった。

「たまたまだよ、中央塔ここに来たのは。今日はこちらに報告しなければならない内容があってね。本当は来たくなかったけれど、今は来てよかったと思っている」

「そうですか。残念ながら私は、こんなことなら中央塔ここに来るんじゃなかったという後悔でいっぱいです。では、先を急ぎますので」

　ルフィナに急ぐ予定などなかった。あえていうなら、焼肉食べ放題が急ぐ予定に該当するのかもしれない。

「いくわよ、キリル」

「あ、はい」

　二人のやり取りを黙って聞いていたキリルは、ルフィナに名を呼ばれ慌てて返事をした。そんな彼の声は、少しだけ裏返った。

　キリルはすぐさま、ルフィナの後を追ってくる。

　ルフィナは男の隣を通り過ぎようとした。ここを抜けなければ玄関に向かうことができないからだ。それなのにこの男は、ルフィナの進路を遮るように立っている。嫌がらせとしか思えない。そしてそこから離れようとしたとき、突然、ルフィナは男に腕を掴まれた。

「あのあと、彼女とは別れたんだ。また、君に連絡してもいいかな」

「ダメです」

　ルフィナが乱暴に腕を振り上げれば、彼もその手を無理矢理掴み続けるようなことはせずに、そっと手を離す。

「フィー。私はまだ、君のことをあきらめていないから」

「そうですか。残念ながら私は、これっぽっちもあなたに気はありません。元カノというよりも元不倫相手に必要以上にまとわりつけば、ストーカー規制法に引っかかる可能性もありますのでお気をつけください」

「そのときは、彼に弁護してもらおうかな。その年でフィーの下僕ということは、彼も非常に優秀なんだろうね」

「キリル。名刺、渡しなさい」

「え、あ、はい」

　男二人が何やらやり取りをしている間に、ルフィナはその場からさっと歩き出す。キリルをだしに使ったことは認める。

　やり取りを終えたキリルが慌てて追いかけてきたが、ルフィナはその歩調を緩めるようなことはしなかった。

「先輩……」

　魔導堂の敷地を出たところで、やっとキリルが声をかけてきた。

「手をつないでもいいですか？」

　驚いたようにルフィナは彼を見上げ、それでも無意識に「いいわよ」と嬉しそうに笑う。そんな表情を自分が浮かべていることにルフィナ自身は気づいていない。

　キリルは恐る恐る手を伸ばしてきて、五本の指を絡めとるようにして手をつなぐ。いわゆる恋人つなぎと呼ばれるようなつなぎ方だ。

「先輩、じゃ、まずは食欲を解消しにいきましょう。で、次が……睡眠欲ですかね？　性欲は明日のほうがいいですよね？」

「はぁ？　明日？　あんた、何、言ってんの？」

「え、三大欲求の解消についての提案です。お腹いっぱい食べてからヤったら、気持ち悪くなるじゃないですか。だからまずは寝て、明日、朝から性欲解消しましょうね。ってことで、今日は僕の家にお泊りでいいですよね？　っていうか、先輩、もう僕の家で一緒に暮らしませんか？」

　キリルのその提案に「無理」とルフィナが即答したのは言うまでもない。




　魔導堂から焼き肉店へと真っすぐに向かったため、店内は空いていた。夕飯の時間にはまだ早い。宴会の時間にも早い。

「あ、しまった。焼肉の匂いがつくじゃない。これ、外行き用の服なのに……」

　メニューを見ながらルフィナは顔をしかめた。

　外行き用の服とは、今日のように外部で関係者と会うとき用の服、という意味である。

　もちろん、キリルも同じような外行き用の格好をしており、ビシっとスーツ姿で決めている。これから焼肉ということもあり、上着を脱ぎネクタイも外し、ワイシャツも第二ボタンまで外している。

「そのボタン、外す必要ある？」

　ルフィナは不思議そうに眉間にしわを寄せた。

「身体を解放しないと、お肉が入りません。今日は、先輩よりたくさん食べます。あ、もちろん、先輩のことも食べますけどね」

　どこにどうツッコミを入れたらいいかわからないような言葉が返ってきた。

　だけど、それも彼らしいと思うと同時に、そう思えてしまうことにルフィナ自身も戸惑う。

「解放するなら、胸じゃなくてお腹でしょう？」

「それは、食べてからの解放です」

　そうやってくだらない話をしていると、店員が肉を次から次へと運んでくる。それは、席に着いたとたん、ルフィナがメニューも見ずに、肉だけをさっさと注文してしまったからだ。さすがに店員も戸惑っていたが「まずは、肉で」という彼女の要求を受け入れていた。

「キリル、飲み物は？　エールの何？　ペール？　レッド？」

「僕、弱いのがいいので、ペールがいいです」

「じゃ、私もかな。あと、ペール二つください」

　店員が肉をテーブルに並べ終えた頃合いを見計らって、ルフィナは声をかけた。店員は「ペール、二つですね」と言いながら、去っていく。

「せんぱーい、普通は、飲み物が先ですよね」

　キリルがせっせと肉を焼き始めた。

「は？　今日は食べ放題でしょ。メインは肉だから。飲み物はむせたとき用の保険だから」

「でも、先輩と乾杯ができないじゃないですか」

「じゃ、肉で乾杯」

　ルフィナは、焼き上がった肉を箸で摘まみ、それを顔の前にかかげて「乾杯」と言う。

　こんな日は食べるに限る。そしてキリルはルフィナのことをわかっているはずだ。だけど、こうやってルフィナに合わせてくれる。

「ペール二つ、お待たせしましたぁ」

　黙々と肉を食べていたところに、飲み物が届く。

「先輩、あらためて乾杯しましょ」

「何に乾杯するのよ」

「そうですね。僕と先輩の輝かしい未来に」

　どんな未来よ、とルフィナが呟いたのをキリルはしっかりと聞いている。彼は楽しそうに笑みを浮かべた。

「はい、かんぱぁい。……はぁ、美味い」

　どこか子どものような行動にも見える彼の動きを、ルフィナは頬杖をつきながらぼんやりと眺めた。エールを飲みながら、キリルという人間を観察する。

　年は二十三歳でルフィナより二つ年下である。猫っ毛のような柔らかい金髪に、透き通る湖の底のような青緑の瞳。笑うと左側にだけえくぼができる。客観的に見ても、モテるだろうな、と思う。

　そんな彼が、なぜ自分にまとわりついてくるのか、ルフィナにはわからない。

「先輩、どうかしました？　お肉、焼けてますよ。ほら」

　ぼうっとしているルフィナが気になるのか、キリルは焼き上がった肉を次から次へと皿の上にのせてくる。

「焼きすぎると硬くなっちゃいますからね。熱いうちに食べましょう」

「あんたさ、聞かないのね……」

「何を、ですか？」

「さっきの男のこと」

　ルフィナはちびちびとエールを飲む。

「ん、と。本音を言えば聞きたいですけど。でも、あの雰囲気から僕が気軽に聞いていいような感じじゃないなと思って。先輩が話したくなったときでいいです」

「うん、ありがとね」

　ルフィナにとっては、キリルのその一言が嬉しかった。

　とにかく、そこから食べて飲んだ。むしろルフィナにとっては食べるほうがメインだったはずなのに、思っていたよりも飲んでしまった。

　お店を出る頃には、ルフィナのお腹も膨れていたし、気持ちも高揚していた。

　それは喉を潤すために飲んでいたはずのエールのせい、ということにしておきたかった。




「せんぱぁい。歩くこと、できますか？」

「できるわよぅ」

　そう返事をした彼女の呂律は回っていない。

「先輩。僕がいないところで、お酒を飲んじゃダメですよ。悪い狼さんにパクリと食べられちゃいますからね？」

「私なんか食べたら、食あたり起こすわよ……」

「起こしませんって」

　キリルは、足元がおぼつかないルフィナに肩を貸しながら、焼き肉店から自宅へと向かっていた。

　これは、酔っぱらって正常な判断ができないルフィナを連れ込んでイヤらしいことをしようとしているわけではなく、元々の予定どおりで合意の上なのだ。

　そもそも今日は帰って二人で抱き合って眠るだけの約束であった。

　いくらセフレでもよいと口にしたキリルでも、性欲の捌け口としてルフィナを抱くのではない。彼女をもっと知りたくて、将来は生涯を共にしたいからと、そんな思いがある。

　キリルは頼りない足取りのルフィナをしっかりと支えながら、歩いていた。

　それに、先ほどから気になる気配がある。

　いつから尾行されていたのか。少なくとも、あの焼き肉店を出たときにはわからなかった。つまり、焼肉店の直後ではないということだ。

「キリルゥ……。疲れた、まだぁ？」

　その声が示すとおり、ルフィナの足の動きは重い。さらに先ほどからの尾行。間違いなく相手はプロである。

「先輩、疲れたならおんぶしてあげます。いいですか？　ほら」

　キリルはルフィナの前でしゃがみ込んだ。驚いたように立ち止まったルフィナだが、疲れたという言葉は本音だったのだろう。キリルの背中に重みと温かさが加わった。

「キリル。肉、臭い……」

「それは、お互い様ですよね。帰ったら、一緒にお風呂に入りましょう」

「ん……」

　このような返事をしたときにルフィナに思考力は残っていない。夢と現の境目を微睡まどろんでいるような状態である。

　キリルはしっかりと彼女を背負うと、帰路を急ぐ。あの尾行者を撒まきたい。狙われているのはどちらかわからないが、このような状態のルフィナを連れていたら圧倒的に不利である。

　いつもは曲がらない道を曲がり、細い路地に入り、そして気配と匂いを消す魔法を使う。彼の背中にいるルフィナは、いつの間にかすぅすぅと小さく寝息を立てていた。

　よかった、と心から思う。ここで彼女に変に気づかれて騒がれてしまっては、相手に居場所を教えてしまうようなもの。眠ってくれていたほうが都合はいい。

　ルフィナを背負ったまま、キリルはしばらくそこで息を潜めていた。時間にしてほんの数分。尾行の気配は消えたようだ。

「先輩、帰りましょうか……」

「ん……」

　眠っていたと思っていた彼女だが、少しだけ現実の世界に浮上してきたらしい。

「先輩、好きです」

「ん……」

「先輩、僕と結婚してください」

「ん……」

　寝ぼけているとわかっていても嬉しかった。いつもなら『無理』とばっさり斬られて終わってしまうからだ。

　少し背負っている彼女がずり落ちてきたので、もう一度背負い直して、自宅へと向かう。

　二人とも焼肉臭いから、このままベッドで眠ってしまうと、ベッドにまで焼肉の臭いが染みるだろう。

　そのベッドで愛し合うというのも美味しいかもしれないけれど、やはりキリルとしてはルフィナの匂いを堪能したいところである。

　器用に片手で背負っているルフィナを支えて、もう片方の手で集合住宅の一室の鍵を開ける。その音が耳に届いたのか、背中の彼女がもそっと顔をあげた。

「あれ？　どこ？　ここ」

「先輩。目が覚めましたか？　どこ、って僕の部屋ですよ。言ったでしょ。食欲の次は睡眠欲だって。だけど、焼肉臭いから二人でお風呂に入りましょうね」

　玄関に入ったところで、背負っていたルフィナをおろす。そして彼女はぼんやりとしたまま靴を脱ぎ、奥の部屋へよたよたと歩いていく。

「ソファにでも座って待っててください。今、お風呂の準備してきますから」

　キリルの声が聞こえているのかいないのか。ルフィナはそのままソファに倒れ込んだ。




「先輩。お風呂の準備できましたよ。早く入って、寝ましょう」

　ルフィナは眠っていたわけではない。ぼんやりと天井を眺めていただけ。

「先に、お水、もらえる？」

「先輩、やっぱり飲み過ぎたんですね」

「そんなつもりはなかったんだけどな。年、とったかな」

　けしてアルコールを過剰に摂取したわけではないと、ルフィナは思っていた。

「はい、どうぞ」

「ありがと」

　水の入ったグラスを受け取ると、それを一気に飲み干した。ちょっと温めの水が身体に染み渡る。

　空になったグラスはキリルに奪われた。

「はい、先輩。じゃ、お風呂に入りましょう。先輩のその服も、しわになるから脱いでください」

　まるで母親のように、キリルはてきぱきとルフィナの世話をし始めた。そうやって世話をされるルフィナも嫌な感じがしないし、世話をしているキリル自身もこの状況を楽しんでいるように見える。

　いつの間にか下着姿にされてしまったルフィナは、キリルに抱かれて浴室へと向かう。そして下着も脱がされ、知らぬ間に全部脱いでいたキリルに、後ろから抱きかかえられるようにして湯に入る。

「あんたって、優しいよね」

　キリルに背中を預けて、ルフィナは言う。

「それはもちろん。先輩に対してだけですよ」

　はぁ、とルフィナが息を吐けば、水面に波紋が生まれる。

「すんごいどうでもいい話なんだけど。聞いてくれる？」

「先輩の話なら、僕はなんでも聞きたいです。どんなことでも」

　キリルの言葉を耳にしたルフィナは、ふふっと自虐的に笑った。

　ルフィナを後ろから抱き締めているキリルは、その腕に力を入れる。

「先輩……」

　キリルが首元に唇を寄せてきた。先ほど、しっかりと石鹸を泡立てて洗ってもらったため、ルフィナからはもう焼肉の匂いはしないはず。

「うん……。まぁ、本当にどうでもいい話よ。さっきの、あの男の話」

　キリルが抱いている手に力を込めてきたため、ルフィナは少しだけ身じろいだ。

「ふふっ、キリル、くすぐったいから……」

「すいません」

　首元に触れる彼の吐息でさえ、ルフィナの心をくすぐる。

「あの男ね。まあ、元カレっていうか、昔付き合ってた男なんだけど」

　キリルも緊張しているのか、身体の強張りが伝わって来た。

「でもね、あいつ。結婚してたんだよね。最初、それ、知らなくてさ。優しいし、ぐいぐい引っ張ってくれるし、なんでも知ってるし。私も子どもだったんだよね。それで気がついたらあいつのことを好きになってて」

　恋は盲目とはよく言ったものだ。今、思い返せばあの男が結婚しているという状況を匂わせる何かがあったというのに。そのときはまったくわからなかった。

「奥さんと別れて結婚したいって言ってくれるから、それを信じて待ってたんだけど。あいつはなかなか別れる気もないみたいだし。それでね、私の妊娠がわかって、別れた。もちろん、妊娠したのはあいつの子だよ」

「え？　先輩って、子どもいるんですか？」

　ピクっとキリルの身体が震えた。

「え？　いないよ？」

「でも、今。妊娠したって……」

「うん。妊娠はしたけど、産んでない。産めなかった……。産んでいたら、四歳くらいにはなってたのかな……」

　産めなかった──。

　この言葉の意味をキリルはどう捉えるのか。

「だからね。あんたとは付き合えないし、結婚もできない。それにもう……私、子ども、産めないから」

　キリルは彼女の首元にコツンと額を寄せた。

「もっと詳しく、聞いてもいいですか？　その、子どもを産めなくなった原因を……」

　キリルが話すたびに、彼の熱い息が首筋をなでていく。

「あいつのせいだよ。私の妊娠がわかって、あいつが焦ってね。それで、堕胎する薬を無理矢理私に飲ませた。あいつ、魔導士で研究所所属なの。そういった、怪しい薬の研究をしていてね。まだ認可されてないような、研究段階の薬を私に飲ませたんだ。だから、その副作用なのかな。赤ちゃんも流れちゃったし、その後、妊娠できない身体になってた。だから、私にいちいち避妊魔法なんてかけなくていいんだよ。それが知られるのが怖くて、前はあんなこと言ったけど。あんたには、もっと相応しい女性がいるよ……」

　キリルは抱き締めていた腕を緩めると、ルフィナのお腹の前で手を組み直す。それはまるでそこを慈しむかのように。

「それでも僕は、先輩が好きです。先輩にどんな過去があったとしても、これからの未来は先輩と一緒に歩みたいと思っています」

　ルフィナは大きく息を吐いた。

　こんな話をしたら、引かれて突き放されると思ったのに、彼がくれた言葉はそれとは真逆のものだった。

「僕は長男ではありません。だから、両親もうるさくないし。それに、もし、先輩が子どもを望むなら養子をとるという方法もあるし。ですが、僕は……その、先輩の身体をまず治したいと思います」

「え？」

「怪しい薬を飲んで妊娠できなくなったのであれば、ですが。多分、治療の方法があります」

　どうしてこの男は、ルフィナが望む言葉をくれるのか。

「はぁ……」

「もしかして先輩、あきれてます？　僕の、先輩好き好きオーラに」

「あきれてない。ちょっと、嬉しかっただけ」

「じゃ、先輩。セフレから彼氏に昇格させてください」

　そうやって自分の願望をすぐに口にする彼が羨ましいとさえ思えてくる。

「うーん」

「そこは『はい』って言っておくべきところだと思うんですよね。なんで悩むんですか」

「なんか、あんたの優しさに付け入ってるような気がして……」

「僕は先輩の傷ついた心に付け入ってます。先輩、こっち向いて……」

　キリルは右手でルフィナの顎を掴み、無理矢理後ろを向かせる。そして唇を右手の親指でなぞり、唇を合わせてきた。

「んっ……」

　後ろを向いたときからこうなることはわかっていたはずなのに、彼からの熱い口づけはルフィナのガチガチに凍り付いた心を溶かし始めた。

　ちぅっと名残惜しそうに音を立て、キリルは唇を離す。

「今日はこれで我慢します。続きは明日。今日はもう寝ましょうって。うわぁ、先輩、何、尖らせてるんですか、ここ」

　ぷくっと自己主張し始めたルフィナの乳首を、キリルは親指でぐりぐりと刺激した。

「あっ……ん」

　声が漏れてしまうのは、不可抗力である。だが、これでは先ほどの話と約束が違ってくる。

「キリル、ちょ、ちょっと。今日は性欲解消しないって言ってたでしょ。何、勝手に触ってんのよ。放しなさいよ、って、ちょっと、さっきから当たってるんですけど」

　ルフィナのお尻に当たっているのは、硬く勃ち上がるキリル自身。

「それは、先輩が可愛すぎるのが悪い。僕のせいじゃありません。先輩のそんな姿見せられて、そんな声を聞かされたら、誰だってこうなります」

　ザザーっと激しい水音を立て、ルフィナは立ち上がった。

「じゃ、私の姿、見なければいいでしょ。先に上がる」

「えぇええ、そんなぁ。もう少し、先輩とくっついていたかったのに」

「それで、おっ勃たてて、私のせいだなんて言われて、たまったもんじゃないでしょ」

「僕はたまってます……」

「誰がうまいことを言え、と？」

　振り返りもせず、ルフィナは浴室を出ていく。彼女の背中を流れていく滴が、キリルをさらに刺激するものであることに、ルフィナは気づいていない。

「あ、先輩。着替えもそこにあります」

　浴室のドアが閉まりきる前に、ルフィナが顔だけ覗かせて「わかった」と呟いた。




　キリルが風呂から上がり着替えて部屋へ戻ると、ルフィナは肩にタオルをかけたまま、ソファでコクコクと船を漕いでいた。しかも身にまとっている服はキリルのシャツであり、もちろん下着はつけていない。彼女の着替えはこの部屋にないのだから。

「先輩。寝るときはベッドで寝てください。それに、髪の毛はきちんと拭かないと、風邪、ひきますよ」

　キリルの声はルフィナに届いているのか。

　残念ながら返事はないし閉じられた目が開くこともない。

　眠っている彼女の隣に座り、タオルで優しく髪を拭き上げる。

「ん……」

「あ、起こしてしまいましたか？　寝るときはベッドで寝てくださいって、言いましたよね？」

「あ、うん、ごめん。キリルのこと、待ってた」

「うぅっ……」

　こんな無防備な姿で「待っていた」だなんて好きな人から言われてしまっては、キリルの自制心もそろそろ限界である。だが、今日はそういうことをしない約束であると自身に言い聞かせる。

「先輩、寝ましょう」

　キリルはルフィナを抱き上げた。そして彼女自身もそれを嫌がっていない。その事実に安堵する。

　こつんと胸元に頭を寄せてくるから、ふわりと石鹸の香りがキリルを刺激した。

「先輩、今日は素直ですね」

「そうね……。もう、隠すものは何もないから……」

「じゃ、全部見てもいいってことですね。あ、もう、見てますけど」

「でも、今日はしないっていう約束でしょ」

「そうでした……」

　しゅんと、キリルは子どものように肩をすくめた。

　そのまま二人はベッドへと潜り込む。

　キリルがルフィナを包み込むようにして抱きしめると、すぐに彼女は小さく寝息を立て始めた。ぐっすりと眠るルフィナの寝顔を見つめる。まだ灯りも消していないというのに、こうやって抱き合ってベッドに潜り込んだとたん、胸元に顔を埋めて無防備に眠っているのだ。

　彼女の顔にかかっている湿った前髪をかき上げれば、目を閉じたまま少し苦しそうに顔をしかめる。

　どうしてルフィナがあの頃から変わってしまったのか。

　その理由がわかったような気がした。凛とした強さの中に隠してあった罪悪感。それが彼女を強く儚くさせていたのだ。

　そんなルフィナを愛おしそうにキリルは見つめ、灯りのスイッチに手を伸ばす。部屋は仄かな闇に包まれる。

　今はまだ眠れそうにない。それはルフィナの告白が衝撃的だったからだ。

　あの男──ルフィナがあいつと呼んでいた研究所勤めの男は、魔導士団研究部薬学類所属のバルテル・ローンである。

　薬学類は研究部の中でも異色の学類とされている。画期的な薬で人を助けている反面、黒い噂も絶えない。薬は善であり悪でもある。良い面で人を救うのも確かだが、使い方を間違えれば悪い面で人を滅ぼす。そして、その悪い面を孕む黒い噂が、ルフィナの身に降りかかっていたのだ。

「うっお……」

　ルフィナを抱き締めたまま寝たのはいいのだが、彼女の膝がぐりぐりとキリルの敏感なところに当たり始めていた。

「もしかして、先輩、起きてます？　もしもーし」

　薄闇の中、キリルは恐る恐る彼女の顔に自分の顔を近づけてみるが、彼女は規則正しく寝息を立てていて、近づいてきたキリルに気づく様子もない。

「マジですか、先輩……。無意識？　拷問じゃん、これ……」

　キリルはルフィナと向かい合って眠ることをあきらめ、もぞもぞと向きを変え、彼女に背を向けて芋虫のように丸まって眠ることにした。

　自分で言った言葉を今ほど後悔したことはない。
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　ルフィナは強い圧迫感を感じて、夢の世界から現実へと戻ろうとしていた。

「はっ？」

「あ、おはようございます。先輩、目が覚めました？」

　目の前にキリルの顔がある。

「っていうか、何やってんの？」

「はい、何って。ヤッてます」

「合意なしにヤッたら、強姦罪よ」

「合意は取り付けてましたよね。昨日のうちに。それにさっき『挿れますよ』って言ったら、先輩も『ん』って返事しましたよ。でもね、先輩が寝ぼけているだろうから、きちんと起きるまでは動かないで、こうやって挿れただけで我慢してたんです。ここまで耐えた僕を褒めてください」

「褒められるか」

　ルフィナがお腹に力を入れて大きな声をあげたとき、キリルは苦しそうに顔を歪ませた。

「ル、ルフィ……。力、入れないで。締まるから」

　ふぁぁあああっと、情けない声をあげたキリルは、ルフィナの胸の谷間に顔を埋めた。

　ルフィナの羽織っていたシャツは、ボタンもしっかりと開けられていた。

「人が寝ている間に、何してるのよ！」

　そう言ってはみたものの、そういうところも嫌いじゃない。

　ルフィナは胸元にある彼の頭を優しくなでる。この髪の毛の手触りも嫌いじゃない。つまり、キリルという男はルフィナの嫌いじゃないものの塊なのだ。

「ダメです。ルフィの中が気持ちよすぎて、このまま出そう……」

　うぅっと悶えている。

「ルフィ、動かないで……。今、耐えてるから」

「って言われるとさ、いじわるしたくなるよね」

　ルフィナは勝ち誇ったようにニヤリと笑みを浮かべると、下腹部にきゅきゅっと力を入れて彼の熱杭を締め上げた。

「うっ……くっくぅう……」

　突然、ルフィナの中にじんわりと温かいものが広がり始める。

　埋もれている彼の肉棒は、トクトクと震えている。

「あ、出ちゃった？」

　ルフィアの腕の中のキリルも少しだけ身体を震わせていた。

「酷い……。動かないでっていったのに」

「動いてはいないでしょ？」

「それでも僕を締め上げた。くそっ……。こんなはずじゃなかったのに」

　悔しそうな声を絞り出したキリルは、震える己を鎮めながらもまだ深くルフィナとつながっている。うぅっと悔しそうに胸元に顔を埋めているので、ルフィナはその頭を優しくなでた。

「ひっン……」

　いきなりキリルが胸の先端をぱくっと咥え、まるであめ玉をしゃぶるかのように舌を動かしている。

「ん、んっ……あっ……はっ……ん、んっ」

　ルフィナからは甘い声が漏れる。

「ルフィ、これも好きですよね。また、締まったし」

「やっ……。ちょ、まっ……。また、おっきくなってるし……」

　埋もれたままのキリルの分身は、また大きさを取り戻し始めた。

「でも、まだ余裕あるんですよね、僕。まずは、ルフィをイかせてあげますから」

　一度己を解放したキリルには、間違いなく余裕がある。

　先ほど情けないところを見せてしまったとでも思っているのだろう。今ではそれが彼にとって有利に働いているのだ。

「ルフィ、キスしてもいいですか？」

「ん」

　ルフィナが無意識にするこの返事は、キリルを受け入れたがっているときに出てくるもの。

　キリルは名残惜しそうに胸元から唇を離し、新たな獲物を捕らえたかのように唇に顔を寄せてきた。

　優しい口づけはそう時間もかからぬうちに、ねっとりとしっとりとした濃厚な口づけへと変化していく。息つく間もなく、お互いにお互いを求め合う。舌が与える快感はやがて全身へと広がり、自然と二人で腰を動かし、結合部分からはぬちゃぬちゃとした淫猥な音が響き渡る。

　ふと唇を離すと、二人を唾液の糸がつなぐ。それもぷつっと切れた。

「あぁ……、ルフィの中が気持ちよすぎて、ダメだ……。ずっとつながっていたい」

「はぁ……ん、ふぅ……」

　ルフィナは先ほどから感じる場所を擦られて、キリルにかける言葉が見つからない。何かを言おうと口を開くと、すべてが喘ぎ声に呑まれてしまう。

「ルフィ、もっと深くつながりましょ」

　彼はルフィナの右足に手をかけ、その足を自分の肩の上に乗せた。

「あぁっ……」

　先ほどよりも奥に、彼の先端が当たっている。

　キリルは抱き上げた右足を大事に抱えながら、ぐりぐりと腰を回して、奥の奥の奥をかき混ぜるように刺激をする。

「んふっ……、あっん、ン……」

「すぐにイケるように、こっちも触りますね」

　つながっている箇所の上にある小さな突起は、包皮がめくれつぷっと膨れていた。

　ぬちぬちとキリルが触れれば、中から押し寄せる刺激とは違う官能が、ビリリとルフィナの全身を駆け巡る。

「あぁっ……ダメ……、イっちゃう、イっちゃう……」

「イってください……」

　ひぃっという悲鳴ともとれるような呻き声が、ルフィナの喉の奥から漏れた。

　びくんと大きく身体を震わせ、キリルが抱きしめている右足が揺れる。

「あっ、あぁ……」

　力なく開いているルフィナの口元からは、飲み込めなかった唾液が溢れ始めた。

「ルフィのイってる顔、可愛い」

　そう口にするキリルには、まだ余裕がある。

　ルフィナの中が震え、媚肉がキリルを締め付けた。

　その余韻が治まった頃、キリルは一度自身を抜いた。

「この体勢、足が痛いでしょ？　はい、四つん這いになってください」

「えっ、む、無理……」

「無理じゃありません。うつぶせでいいですから。そしたら僕が勝手に挿れやすいようにするので」

　キリルは力なくベッドに沈んでいるルフィナの身体を無理矢理傾けて、そのままごろんとうつぶせにした。

「え、え、ちょちょちょっと……」

　ルフィナには身体を起こすような気力はなかった。それでも勝手に人の臀部を持ち上げる人物がいて、その人物が次に何をしようとするかなんていうのは、容易に想像がつく。

「後ろから見るのも、そそられますね……」

　彼女の臀部に唇を寄せたキリルは、ちゅぅっと音を立てて吸い上げる。その足の間からは、どろりとした白いものがつつぅと流れ出た。

「ルフィ……めちゃくちゃエロい……」

　キリルは熱い息を大きく吐き出す。次の瞬間、ルフィナを勢いよく後ろから貫ぬいた。

「ああぁっ……」

　突然の衝撃にルフィナの身体は弛緩する。それでもキリルを受け入れた喜びで満たされた膣は、彼を離すまいと締め上げた。

「うぅっ……ルフィって、それ、無意識なの？　本当に悪い子だね」

　キリルは焦らすかのようにゆっくりと出し入れする。その度に彼の陰嚢が臀部に触れ、その感触さえ心地よいとさえ感じてしまう。

「はぁああっ……」

　何度も快楽に呑み込まれたルフィナの身体は、それだけでは物足りないと訴える。先ほど達してしまったためか、四つん這いになるような力はなく、お尻だけをキリルに掴まれている状態である。もっと激しく一番感じる奥を突いてほしいのに、彼はわざとなのかゆるゆるとした浅い抽挿を繰り返しているだけなのだ。

「キリル……もっと……」

　イきたいのに、イクことのできないもどかしさが攻めあげてきた。

「もっと、どうしてほしいの？　はっきり言ってくれないと、僕、わからないです」

　わかっているくせに、その言い方が白々しい。

「もっと、激、しく……」

　よくできました、とキリルがささやき、背筋に沿って唇を這わせながらきつく吸い上げていく。見えるところに所有印をつけると、ライアンのスカーフで隠されてしまうから、今日は見えないところに消えないようにはっきりとつけていくつもりのようだ。

　ひととおり愛でたられたあと、キリルの肉棒はゆっくりとギリギリまで引き抜かれてから、勢いよく最奥を突いた。

　その衝撃でルフィナの胸もぷるっと揺れ、彼の陰嚢も再び臀部に触れては離れる。獣のように本能のままに突き動かせば、ルフィナからも喘ぐ声がこぼれ落ちてくる。

「いやっ……ぁ、ん、んんっ、や……っ、やめ、んんっ、は、はげしいっ……」

　ルフィナ自身が望んでいたにもかかわらず、彼の動きは激烈なものだった。

　向かい合って抱き合っていたときとは違う場所を擦られ、暴かれ、すぐ側まで快感が攻めてきている。すでにルフィナの中は、みっちりと太く大きくなった彼自身で隙間なく埋め尽くされていた。

　キリルの動きが激しくなるとともに、ベッドがギシギシと軋みだし、結合部からは淫猥な音が響く。泡立ち混ざった愛液が、ルフィナの太ももをつたってシーツへと落ちていく。

「あぁ、ルフィ……最高です。ルフィの中、熱くて、きつくて、もう、弾けそう……」

　激しくリズミカルに腰を振るキリルは、その動きを止めそうにもない。

「あぁっ、また、イく……イっちゃう……」

「あぁ、好きなだけイってください……。僕もすぐイきますから……」

「あぁっ……だめっ……くっ……」

　再びルフィナの身体は弛緩した。すでに力の入らなくなっている四肢。腰をキリルにしっかりと掴まれて、それを高くつき出しているだけ。

　鮮烈な快感をルフィナの全身を駆け抜けていく。ぐぐっと中がきつく締まり、またキリルを逃すまいと襲い掛かる。

「ルフィ、ルフィ、出しますよ……」

　後ろから犯されているルフィナは、ただただ嬌声をあげ、涎を垂らし、結合部からも蜜を垂らして、彼が与えてくれる快感に身を委ねているだけだった。

「うっ……」

　苦しそうに呻いたキリルは、より奥へ、より深くと腰を押しつけてくる。ルフィナの中は再び温かいもので満たされた。

「あぁ、ルフィ。やっぱり、最高です。僕とルフィは絶対に相性がいい。ルフィ以外の女性は考えられない」

　とくとくと震えながらも後ろからキリルが抱きしめてくる。その熱と重みが、より幸せな時間へと誘った。

　重なり合うようにしてルフィナを後ろから抱きしめていたキリルだが、落ち着くと、すっと自身を抜き去った。塞がれていたものがなくなれば、そこから落ちるのは白濁した液体である。

「ルフィ……。無理、させちゃいました？」

　ぴくりとも動かぬルフィナを心配しているのか、横から顔をのぞき込んでくる。

　ルフィナはまぶたを閉じて、熱く荒く息を吐くしかできない。

「今、冷たい飲み物持ってきますね。喉、渇きましたよね……」

　あれだけ攻め立てられ声をあげれば、喉も渇く。だけど、それに返事する余裕などない。

　うらめしそうに目を開けたルフィナは、キリルと目が合った。彼の目は優しく揺らめいていて、汗で額に貼りついている金色の髪が、いつもの彼よりも大人びて見せる。

「やっとこっち見てくれましたね？」

「あれだけ後ろからやって、キリルの顔、見れるわけないでしょ……」

　ルフィナはむっとした。それすらキリルから見たら可愛らしく見えてしまうのだろう。

「だから、先輩の素直じゃないとこ、嫌いじゃないんです」

「私も、キリルのそういうとこ、嫌いじゃない」

　ベッドを降りようとしているキリルの腕を掴む。

「キリル、キスして。優しく」

「先輩のそういう素直なとこ、大好きです」

　キリルは唇を寄せた。ちゅっと、わざと音を立ててキスをして、すぐに離れる。

「こんな格好の先輩の近くにいると、またしたくなっちゃうんで。とりあえず、なんか飲み物持ってきます。あと、拭くものも」

　そっとルフィナにシーツをかぶせる。

「着る物は？」

「ありません。だってこれから、先輩は僕と一緒にお風呂に入るんですから」

「また？」

「だって、ドロドロじゃないですか」

　いい子で待っててくださいと、キリルはルフィナの頭を優しくなでてから浴室にタオルを取りに行く。頭をなでるのはルフィナの役目なのに、今ばかりは逆転して悔しい。

　すぐに冷たい飲み物が入ったグラスを手にしたキリルが、寝室へと戻ってきた。

「先輩。起き上がること、できます？」

「ん……」

　どうやら、また微睡んでいたようだ。

「ほんと、先輩。そういう無防備なところ、僕以外の人には見せないでくださいよ？」

　ぼんやりと届くキリルの声に、ルフィナはもぞもぞと身体を起こした。

　中から彼のものが溢れ出てきてしまい、顔をしかめる。

「タオル、どうぞ」

　ルフィナは胸元まで引き寄せたシーツの下で、受け取ったタオルで汚れたところを拭う。

　何を想像しているのか、キリルはふるっと身体を震わせた。彼の下についているものが、再び勢いを取り戻そうとしているのが、ルフィナの目にも入ってくる。

「はい、冷たいの。ただの水ですが」

　それでも彼は、落ち着いた口調で水の入ったグラスを手渡してきた。グラスの周囲が汗をかいている。きんきんと冷えた水を持って来てくれたのだろう。

　身体をのそのそと動かし、胸元まで寄せたシーツが落ちないように押さえながら、ルフィナはそれを受け取る。

「ありがとう……。うん、美味しい……」

「ただの水ですけど」

「それだけ喉が渇いてたってことよ。誰かさんのせいで。なんなの？　起きたらすでに挿はいってるって」

「すいません……」

　しゅんとしながら、キリルはベッド脇に腰をおろす。彼の重みでベッドは沈む。

「だって、僕のシャツ一枚しか着てないような先輩が隣に眠っていたら、そうしたくなりますよ。ただでさえ朝だっていうのに。とりあえず、挿れてみようかなぁと思って先輩に確認したら、返事してくれるし」

「それ、完全に寝ぼけてるでしょう。心身喪失状態なので行為者に責任能力がないものと判断されるからね。つまり、そのときの証言は場合によっては無効。覚えておきなさいよ」

「はい……。風呂、準備してきます。二人で入る朝風呂もなかなかいいと思いません？」

「一人で入るから」

「ええ？」

　不満な声をあげるキリルは、どこかがっかりした様子であるが、ルフィナは無視をした。




　遅い朝食となった。

　ルフィナがゆっくりと一人で風呂に入り、身体を隅々まで洗っていた間、キリルが朝食を準備してくれていたようだ。

　珈琲とトーストとスクランブルエッグのカリカリベーコン添え。そしてヨーグルトまで並んでいる。

「え、これ。キリルが作ったの？」

　ルフィナはまだ、キリルのシャツ一枚を羽織っただけの姿である。残念ながらルフィナの着替えはこの家にはない。今、キリルが昨日の服を乾燥させている。

　何しろこの姿では二人で外を出歩くことができない。せめて、外に出ることのできる格好をしたいとルフィナは思っていた。

「はい。まあ、あるものですけど」

「えー、それでも、すごい。美味しそう」

　ルフィナの前にはブラック珈琲が置かれている。いつも、そのような珈琲を嗜んでいた。

　それに引き換え、キリルの前に置かれている珈琲はもはや珈琲ではない。いつも牛乳珈琲、むしろ珈琲牛乳だろう。かっこいいところを見せようとは思わない、そんな彼の姿にも好感が持てる。

「先輩にそう言ってもらえると、作った甲斐があったなぁと。先輩、ご飯食べたら、デートに行きましょう。この家に、先輩の着替えを置いておいたほうがよくないですか？」

「なんで？」

「え、だって僕、セフレから彼氏に昇格したんですよね？」

「そうなの？」

「違うんですか？」

「いや、違くは……ない？　かも……。っていうか、本当に私でいいわけ？　絶対、後悔するよ？」

「僕は先輩がいいんです。絶対に後悔しませんから。先輩のことが好きです。先輩が笑ってくれるだけで、僕は幸せなんです。だから、僕と付き合ってください。できれば、結婚前提で」

　このような真っすぐな視線を向けられ、真っすぐな言葉をかけられ、嬉しいやら恥ずかしいやら。

　こうやって好いてくれる相手がいるのは、喜ぶべきことなのかもしれない。

「……はい、私でよければ……」

　そうルフィナが口にすれば、キリルの顔が朝焼けの太陽のようにぱぁっと輝き出す。

「もちろんです。僕、先輩がいいんです。先輩じゃなければ嫌です。って、本当ですか？　本当に付き合ってくれるんですか？　結婚を前提にですよ？　近い将来、僕と結婚してくれるんですか？」

「なんか、そこまでぐいぐいこられると……ちょっと……」

「先輩、引かないでください。嘘ではないけど、冗談でもないですけど。まあ、本気です」

「うん……わかってる」

「先輩、もしかして照れてるんですか？　可愛いなぁ」

「もう、わかったから。さっさとご飯食べようよ。せっかく作ってくれたのに、冷めちゃうじゃない」

「そういう素直じゃないところ、好きです」

　もう、とルフィナは唇を尖らせ、きっと彼を睨んでみたが、それでも心のどこかは温かさで満たされていた。とっくに忘れていたと思っていた誰かを想う気持ちが、自分の中にもまだあったことが嬉しかった。

「いただきます」とわざと明るい声を出したルフィナは、込み上げてくる嬉しさによる涙を誤魔化すかのように、トーストを頬張った。

「ちょっと、これ。美味しいんだけど、どこのパン？　まさか、パンまで作ったとか、言わないよね？」

「さすがにパンは作ってないですよ。二軒隣に、小さなパン屋さんがあるんです。さっき、先輩がお風呂に入っている間に急いで買ってきました。先輩、いつもこの家にくるときは酔っぱらっていますからね。気づいてないですよね」

　最後の一言が悔しい。

「そうね……」

「もちろん、他にも美味しいパンが売ってるんですよ。あとで一緒に買いに行きましょう。明日の朝食用にしてもいいですし」

「明日？」

「え？　今日も泊っていくんですよね？」

「うーん」

　トーストを噛みしめながら考える。

　貴重な休日。やるべきことはたくさんあった、ような気がするのだが。

「私も、自分の部屋の掃除とかしたいし。今日は帰るわ」

「えー、そんなぁ。だから一緒に住みましょうって言ってるのに」

　ルフィナはきょろきょろと部屋を見渡す。

「一緒に住むとしても、ここで二人は狭いでしょう？」

　キリルの部屋は単身用の部屋である。たまにこうやって連れ込まれる分には適度な広さかもしれない。だが実際に二人で暮らすには、荷物のことなどを考えると狭いという結論にいきつく。

「じゃ。広いところに引っ越します。先輩と一緒に暮らせるなら、別にこの場所のこの部屋にこだわっているわけではないので」

「あとさ、一つお願いがあるんだけど」

「なんですか？」

　ルフィナが『お願い』という言葉を口にしただけで、キリルの顔面はふにゃふにゃと崩れていく。

「呼び方。まあ、仕事中はそれでいいんだけど。付き合うのに、先輩呼びってどうなの？」

「もしかして、先輩のことを名前で呼んでもいいんですか？」

「ヤってるときは、名前で呼んでるくせに……」

「それは、つい。こう、昂って興奮してるからで。名前で呼んでも怒られないかなって」

「怒んないから。二人でいるときは名前で呼んで。じゃないと、仕事中みたいで気持ち悪い」

「ルフィ」

　唐突にキリルが名前を口にするから、みるみるうちにルフィナの頬は熱を帯びる。それは今食べたトーストが熱かったからとかそういう理由ではないことくらい、自身だってわかっている。

「あのさ。意味もなく名前呼ぶの、やめてくれない？」

　真っ赤な顔で、恥ずかしそうにルフィナはキリルを見つめた。

「先輩こそ、そういう顔するの、やめてください。僕を試してるんですか？　あ、また先輩って呼んじゃった……」

「バカ……」

　ルフィナは頬を膨らませた。こういった幼い仕草をするのも、目の前にいるのがキリルだからだ。

「私、やっぱり今日、帰るわ」

　ルフィナは珈琲を一口飲んだ。

「え？　もしかして、今ので機嫌が悪くなっちゃったんですか？」

「違う。私のことをなんだと思ってんのよ……」

「とにかく素直じゃなくて、扱いにくい女性」

「と付き合いたいって言っているバカはどこのどいつ？」

「僕です」

「あ、そ」

　ルフィナは乱暴に皿を引き寄せると、乱暴にベーコンにフォークを突き刺した。

「なに、これ。ベーコンまで美味しい」

　ベーコンとスクランブルエッグをトーストの上に乗せて食べ始めると、キリルは楽しそうに見ている。

「うっそ、めちゃくちゃ美味しいんだけど」

「ほら。僕と一緒に暮らせば、美味しい朝食が毎日食べられますよ？」

「なんか、悔しいから。やっぱ、いいわ」

「なんですか、その理由」

　ルフィナは夢中になってトーストをかじった。このように朝食が美味しいと感じるのも久しぶりのこと。

「ってことで。今日は、帰るわ」

「えー」

「着替え、とってくるから。だから、そしたら明日、デートして？」

「え？　てことは、今日も泊ってくれるってことですか？」

　またキリルの顔が明るくなる。先ほどからころころと表情がかわって、見ているだけでも面白い。

「だから。一度家に帰って、家のことやってからまた来るから。それでいい？」

「いいです、いいです。もう、僕、幸せです」

「大げさね」と笑いながら、ルフィナは珈琲で喉を潤した。それでも彼と共に過ごす時間は嫌いではない。むしろ楽しい。なぜだろう。

　と同時に、この時間がいつかは失われてしまうのではないか、という猛烈な不安にさえ襲われる。

　そんなルフィナの様子に気づいたのか、キリルは顔を曇らせた。

「先輩、どうかしました？」

「ううん、なんでもない」

　そうルフィナが口にするときは、なんでもあるときだ。

　だがキリルは、牛乳入り珈琲を飲みながらじっとこちらを見つめていた。

「あ、先輩。帰るとき、僕、送っていきますね。あ、違った、ルフィ」

　そうやって言い直すところもわざとらしい。だけど、そういうところも嫌いじゃない。

「わざわざいいわよ。明るいし。それに酔ってないから」

「僕がルフィのことを送っていきたいんです」

「そう、なの？」

「はい。あと、迎えにもいきますから。時間を決めましょう」

　キリルが嬉しそうに笑っているのを目にしてしまうと、ルフィナもそれ以上は断れない。ただ、頑なに送っていくと口にする彼が、気になるだけだった。

　食後の珈琲を味わいながら、ルフィナは目の前のキリルをじっと見ていた。

「どうかしました？」

　首を傾げながらそうやって聞いてくるのもあざとい。

「いや、なんでもない。ただ、自分の意志の弱さを反省してただけ」

「ルフィの意志の弱さってなんですか？」

「キリルとは付き合えない。一週間前にそう言ったばかりなのに、と思って」

　ルフィナは少しだけ目を伏せる。

「いいんです。そんな意志はいりません。それに、付き合えないのはルフィ自身の問題だって言ってましたよね。それが解決すれば付き合ってくれるって。それが解決したんだから、問題なし」

「そのお気楽さが、羨ましいわ……」

　口の中で珈琲を味わうかのように溜めてから、嚥えん下げした。

「先輩は難しく考えすぎです」

「ごちそうさま」

　そこでルフィナは立ち上がる。

「あ、洗い物は、私、やるよ。キリルには朝食を準備してもらったし」

「いや、僕がやります。ルフィはそこのソファで休んでいてください」

「え。でも、朝食、作ってもらったし……」

「違うんです。そんな格好でキッチンに立たれたら、僕……後ろから襲っちゃいますけど、いいですか？」

「いいわけあるか。キリルはその意志の弱さをなんとかしなさい」

　キリルが口にしたそんな格好とは、彼のシャツを羽織っているだけのこの状態である。だから、少しかがめば臀部が見えてしまう。もちろん、下着はつけていない。

「でしたら、着替えが乾くまで、そこのソファで待っててください。もう少しで乾きますから」

　結局、手持無沙汰になってしまったルフィナは、ソファでごろんと寝ることしかできなかった。

　美味しい朝食を作ってもらえ、片づけもやってもらえ、上げ膳据え膳である。しかも彼はルフィナのことを好きだと言い、結婚したいとまで言ってくれる。

　もしかして、もしかしなくても、キリルは結婚相手として、これからの生涯を共にする相手としてはかなりの優良物件なのではないだろうか。

　と、そんなことを考えている自分にも嫌になる。

　何と比較しているのかはわからない。だけど、あの過去を引きずっているのは確かなこと。それすら受け入れてくれたキリルに、惹かれないわけがない。

「ルフィ。着替え、乾きましたよ」

　キリルは丁寧に畳まれた下着を差し出してきた。

「ありがと」

　それを受け取ったルフィナは着替えようとした。だけど、気になる視線がある。

「なんでこっち見てんの？」

「ルフィの着替えてるとこ、見たいなと思って。もう、すべてを見せ合ってるんだから、何も恥ずかしがらなくてもいいですよね」

「それとこれは別。あっちに行ってなさいよ。キリルが出て行かないなら、私があっちに行くから」

　ふん、と顔を背けてからルフィナは寝室へと向かう。

「ルフィ、怒らないでくださいよ」

　キリルは情けない声をあげている。

「怒ってはいない、呆れているだけ」

　キリルはいつでもキリルらしい。だからそれが羨ましいとも思う。

　着替えを済ませたルフィナはすぐさま帰ろうとした。

「え、もう、帰っちゃうんですか？」

　キリルはどことなく寂しそうに見える。

「洗濯物もたまってるし。それにやっぱりこの服、焼肉の匂い、ついちゃったし。また、夕方来るから、ね」

　まるで駄々をこねている子どもを宥めるかのように、ルフィナはキリルの頭をなでる。

「先輩。僕を子ども扱いしないでください」

　なでている手の手首を掴み、キリルはルフィナを自分のほうへと引き寄せた。不意に抱き締められたルフィナは、その彼の身体の逞しさを実感する。

「ちょっと、焼肉の匂い、うつるわよ」

　上着は洗濯することができないため、吊るしただけだ。だからまだ焼き肉の匂いがする。

「いいです。とても美味しそうな匂いだから」

　彼は首元に顔を寄せ、埋めてきた。

　キスをされるのかと思ったけれど、キリルはじっとそのままでいた。

「じゃ、ルフィ。一緒に行きましょう」

「……なんか、キリルと一緒だと、これから仕事に行くみたいな感じがするわね」

「そうですか？　デートだと思えばいいじゃないですか。……それに、夕方にはここに帰ってきてくれるんですよね？」

「まあ、そうだけど……あ。そういえば、キリル。夕飯は何か食べたい物とかある？　私、作るわよ」

　それは一宿一飯の礼、というわけではないのだが、朝食の準備やら片づけやらをすべて彼にまかせてしまったため、ルフィナだって少しくらいは彼のために何かをしてあげたいという思いはあった。

「え？　夕飯、ルフィが作ってくれるんですか？　ルフィが作ってくれるものなら、もう、それだけで嬉しいんですけど。その……僕、家庭の味というかおふくろの味というか、そういったものが好きで」

　うぅん、とルフィナは唸った。家庭の味、おふくろの味とはどのような料理を指すのか。

「あのね、キリル。よくわからないから具体的に食べたい物を言ってもらってもいい？」

「ええっ、いいんですか？　食べたい物をリクエストしても。どうしよう、嬉しすぎる。ええと、そうですね。ポトフとか食べたいんですけど、いいですか？」

「え、ええ、そのくらいなら」

「やった、楽しみにしてます。で、送っていきますね」

　ルフィナが靴を履こうとすれば、同じようにキリルも靴を履こうとしている。

「だから、大丈夫よ。明るいし」

「僕がもう少し先輩と一緒にいたいんです。それとも僕に送られるのは迷惑ですか？」

「迷惑じゃないけど……。その、キリルのことだからそのまま私の部屋に居座りそうっていうか、さ」

「大丈夫です、安心してください。送り届けるだけですから」

　ここまで言われてしまったらこれを断るのも気が引ける。

（たまには素直になってみても、いいのかなぁ……）

　ルフィナは心の中でため息をついて、意を決する。

「じゃ、キリル。お願いね」

　そこでルフィナがニッコリと微笑むと、キリルはみるみる顔を赤くした。露骨にこのような反応をされてしまったら、こちらも顔が火照ってしまう。

「な、ちょ、ちょっと。何、顔、赤くしてんのよ」

　これもルフィナの精一杯の照れ隠しだ。

「だって、なんなんですか、先輩。その不意打ち。僕が先輩のこと好きなの知っててのそれですか？　はぁ、もう。可愛すぎる……」

　両手を顔で覆っているキリルは、乙女のように見えなくもない。

「もう、知らない。帰る」

　結局、素直になりきれなかったルフィナは、ちょっとだけ頬を膨らませて彼の家を出た。その後ろを慌てた様子で追いかけてくるキリルだった。




　空が眩しかった。目を細くしてそれを見上げてから、キリルはルフィナの右手を掴んだ。

「なんか、デートっぽくないですか？」

「服装はちぐはぐだけどね」

　ルフィナは魔導堂を訪れたときのスーツ姿であり、キリルはシャツに綿パンというラフな格好だ。

「どうせ、帰るだけですから。あ、先輩。ここがさっき言ってたパン屋さんです」

「あぁ、可愛いパン屋さん」

　外からも中に陳列されている美味しそうなパンが見え、なによりもお店の雰囲気が可愛らしい。ルフィナはそれを気に入ったようだ。

「買っていきます？」

「うーん。そうね、お昼ご飯に食べようかしら」

　そうやって、途中に何件か寄り道しながら、キリルはルフィナを家まで送り届けるつもりだった。

　だが、やはり気になる気配が一つ。二人の後ろをつかず離れずの距離でついてきている人物がいる。

（いつからだ？）

　いつから尾行されていたのかわからなかった。これはキリルの失態である。

「先輩、じゃなかった、ルフィ。あっちにもルフィが好きそうなお店があるんですよ。せっかくだから寄っていきましょう？　あれ？　なんか不機嫌ですか？」

「だってさ。私、家に帰ろうと思っていたのに。これじゃ、なんか、キリルとデートしてるような感じじゃない？　いつまでたっても家に着かないんだけど」

「だから最初に言ったじゃないですか。僕とのデートだと思えばいいって。ほら、まだお昼前ですしね。これが最後ですから。こっちです」

　尾行者をまくように曲がり角を曲がり、奥まったところにある菓子店へと入る。

「焼き菓子が美味しいんですよ」

「うぅ……食べ物だから、許す……」

　お店の外まで焼き菓子の甘い香りが漂っていて、ルフィナのお腹を刺激していたようだ。

「ルフィ。どれか食べたい物、ありますか？」

「じゃ、これとこれ、かな？」

　ルフィナの希望のお菓子を買ったキリルは、その菓子を抱えたまま店を出る。

　尾行者の気配はしない。あの角を曲がる際に、昨日と同じように気配と匂いを消す魔法を使った。そして、この菓子店の甘い匂い。あの程度の尾行者であれば誤魔化すことができるだろうと思った。どうやらそれは当たったらしい。

　ルフィナをしっかりと自宅まで送り届けたキリルだが、そこが最新の防犯魔導具によって守られていることに胸をなでおろした。








第三章









　また仕事が始まる佳月の日の朝。結局週末は、キリルの家に二泊もしてしまった。

　これではまるで付き合いたての学生ではないか、というくらい行為に耽ってしまったことを反省したい。要するに、ルフィナは今日の仕事に差し障りがあるくらい、身体が不調である。

　だが、まだ仕事は始まっていない。ただ事務所に向かっているだけなのに身体が重い。

「おはようございます」

「あら、おはよう」

　ルフィナが出勤すると、必ずライアンはいつもの席に座っている。

　というのはこの事務所がライアンの住居も兼ねており、三階が彼の私室プライベートルームになっているからだ。スージーがそこまで掃除しているのかどうかはわからないが、それはルフィナが気になっている件の一つでもあった。ライアンの私室には、食べかけのお菓子が大量に転がっているにちがいない。

「で、結局、キリルと付き合うことにしたの？」

「えぇええ？　なんで、朝からそんな話になるんですか？」

「朝だからよ。今ならここにあたしとあなたの二人きり。根掘り葉掘り聞くなら今のうち、ってね」

「って、それよりも。なんで、私とキリルが付き合うという話を知っているんですか？」

　ルフィナは自席に鞄を置いたが立ったまま、じっとライアンを見据えている。

「だってぇ、あなたたち。昨日。仲良くデートをしたそうじゃない？」

　昨日──。

　デート──。

　その単語が示すように、キリルと二人で買い物には出掛けた。

　キリルの部屋に、少しだけルフィナの物を置くために外に出たのだ。

『自宅から持ってくるからいい』とルフィナは言ったのだが、キリルは『どうせならお揃いで』とか口にしていて『意外とロマンチストなのね』なんて笑ったことだけは覚えている。

「なんで所長がそれを知っているんですか？」

「だってぇ、ユージンが目撃したって」

「なぜユージンが目撃して、それを所長まで知ってるんですか？」

「やだぁ。あたしだけじゃないわよ。スージーとアリソンも知っているわ。あたしたちの情報網を舐めないでちょうだい」

　舐めているわけではない。なぜそこまで話が広がっているのかが問題なのだ。

「ということで。あなたたちはこの事務所公認のカップル。おめでとう」

　ルフィナははぁ、とわざとらしくため息をついた。

「事務所内恋愛って、面倒くさくないですか？」

　それもルフィナが懸念していたことの一つでもある。

「面倒くさいのが恋愛よ。事務所内だろうが事務所外だろうが、それは同じ。あなたたちもいい大人なんだから、それくらいの判断はできるでしょう？　それに、あなたたちが公私混同するとも思えないし。そうね、この事務所内で昼間からヤり始めたらそれこそ問題だけど。そうはならないでしょう？」

「えぇ、人を盛った獣のように言わないでください」

「やだぁ。ルフィナじゃないわよ。キリルのほう。本当にあなた、気づいていなかったのね？　隙あらば食べてやるっていうキリルの意気込みを」

「気づくわけないじゃないですか」

　気づいていたらとっくに彼から逃げ出している。気づかなかったからこうやってずぼずぼと沼の深みに足がとられてしまって、逃げられなくなってしまったのだ。

「とにかく、おめでとう、でいいのかしら？」

「はい。ありがとうございます」

　ルフィナは珈琲を淹れるために給湯室へと向かおうとしたが、振り返る。

「所長、珈琲は飲みますか？」

「お願いするわ」

　どうせすぐにキリルもやって来ることだろう。人数分より少し多めに作っておいたほうがよさそうだ。

　珈琲を淹れるのも魔導具を使う。こうやって魔導具が生活の中に浸透し、世の中便利になったものだ。魔導具のおかげで魔力の無い者たちも快適に生活を送れるようになった。

　要するに、魔法がどんどん身近な存在になってきている。それでも魔力持ちと魔力無しという二種類の人間がいて、そこを隔てる壁は大きい。だからこそ、魔法律という法律もでき、お互いをお互いから守るようになってきた。

　いくら人権が法律に守られているといっても、それでも魔力持ちの人間が有利であるのが現実である。特にルフィナは魔法律士だ。この事務所だから魔法律士として雇ってもらえているが、他の事務所ではいいところ事務官だろう。事務官だって立派な仕事なのもわかっている。スージーのようにそれを望む者もいる。だけどルフィナは魔法律士として、魔法から人々を守りたいと思っている。

「おはようございます。珈琲、できてます？」

　挨拶とともに、キリルが給湯室に現れた。

「あ、おはよう。今、できるところ」

「僕の分ももらってもいいですか？」

「え、ええ。もちろんよ」

「先輩。もしかして、動揺してます？　その、僕と二人きりでここにいることに」

「じゃなくて。昨日のこと、みんな知ってるって言うのよ、所長が」

「昨日のこと？　どれのことですか？　僕が夕方から先輩を愛し始めて、先輩が泣き叫ぶまで抜かなかったことですか？」

　給湯室で二人きりだからまだ許せる。しかし他の人には聞かれたくない話であるのは間違いない。

「そうじゃない。デートのこと。っていうか、もう、そういう話は職場でしないで。公私混同はしない。約束したでしょ」

「すいません。なんかみんなに知られてるって聞いたら、ちょっと興奮してしまって」

　キリルの視線が下を向く。それをルフィナの目が追う。どうやら彼は本当に興奮しているようだ。彼のものがスラックスの中で少し窮屈そうにしているのがわかった。

「ばっかじゃないの？　珈琲、できたから。少し落ち着かせてからこっちに来なさいよ」

「はい、すいません……」

　しゅんとする様子は猫のように可愛らしく見える。そのギャップが彼の魅力の一つなのかもしれない。

　そんな彼を給湯室に置き去りにして、ルフィナはライアンの席へと向かった。

「はい、所長。珈琲です」

　珈琲の入ったカップを彼の机の上にコトリと置く。

「キリルも向こうに行ったみたいだけど、ああいうところでイチャイチャするのも禁止よ？」

「しませんから」

「あなたは大丈夫だろうけど、キリルはね。まだ若いから……」

　今の彼をまるでわかっているかのような口ぶりである。

「そう思うなら、所長のほうからビシっとキリルに言ってください」

「いやぁよ。人の恋路を邪魔したら、馬に蹴られちゃうじゃないの」

「結局のところ、所長はこの状況を楽しんでいるっていうことですね？」

「あら、いやだ。わかっちゃった？」

　楽しそうに笑って、ライアンは珈琲に口をつける。

　この事務所のこの穏やかな空気がルフィナは嫌いではなかった。

　自分のカップを手にしたまま自席に座る。苦い珈琲を飲めば頭がすっきりとした。今日の案件の資料に目を通す。

　ルフィナが扱う案件は『マホハラ』に関するものが多く、どちらかといえば、魔法的弱者である魔力無し人間からの相談が圧倒的に多い。

　彼らが言うには、他の事務所に相談してもまともに取り合ってもらえない、とのことだった。

　そもそも魔法律士には魔力持ちが多い。いや、九割九く分ぶ九く厘りんの魔法律士は魔力持ちである。魔力無しの魔法律士なんてルフィナくらいだろう。あのシドニーも『それを乗り越えるだけの力がある』と口にしたのは、この現状を知っているからだ。

　法律で守られるべき人間が、法律を扱う人間たちに守られていない。それは、ルフィナが常々悔しいと思っていたこと。そして、ルフィナが魔法律士を目指した理由でもある。

　だけどルフィナだってライアンと出会っていなかったら、魔法律士の資格を持っていたとしても、魔法律士として仕事をし続けることは難しかっただろう。

　ライアンといい、キリルといい、それから事務官たちといい、周囲の人間と環境に恵まれている。逆にこんなに恵まれていていいのだろうか、という不安もある。

「おはようございます」

　スージーの明るい声が事務所内に響いた。

「あ、キリル。おめでとうございます」

　目ざとくキリルの姿を見つけたスージーは、彼に向かって祝福の言葉をかける。そしてスージーの言葉で、いつの間にかキリルが自席に戻ってきていたことに気づく。

「やっとキリルの想いがルフィナさんに届いたのですね」

　スージーのその言葉で、ルフィナは珈琲を吹き出しそうになった。
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　ルフィナの目の前には依頼人のキャリーがいる。彼女と会うのは十日ぶりだ。十日前に会ったときと、彼女の様子は変わらない。相変わらず派手な格好である。

「で。どうなの？　なんか、わかったわけ？」

　気怠そうにキャリーは口を開いた。

「今日は、ケーキじゃないんだ」

　目の前に置かれたお菓子を見たキャリーが呟く。彼女が言うとおり、今日のお菓子はケーキではなく、クッキーである。これもスージーがマッコイ菓子店で買ってきたものであるのだが、どうやらこの依頼人クライアントはケーキをご所望のようであった。

「相手のシドニー・フォックスさんとお会いしてきました」

　そんなことはお構いなしにルフィナが口を開いた。

「で？　どうだった？　あいつ。私のこと、知らないって言ってなかった？」

「いいえ。あなたが妊娠されたことを喜んでおりましたよ。もし、自分の子であるのであれば、ぜひとも産んで欲しいと」

「はぁ？」

　キャリーが驚くのも無理はないだろう。

　何しろシドニーは彼女の子を望んでいない、キャリーの中ではそういう設定になっているらしいのだから。

　だが今、ルフィナが口にしたことは、シドニーとそういうことにしておこう、と相談して決めた結果だ。これを言ったときの彼女の反応をみたあと、さらにそこで胎児の魔力鑑定を提案する、という流れになっている。

「あの男、そんなこと言ったの？　あんた、騙されたんじゃない？　だって、魔法律士のくせに魔力が無いんでしょ？」

　ルフィナが魔力を持ち合わせていないことは、相手が魔力持ちであればすぐにわかる。だから隠すようなことでも嘘をつくようなことでもないのだが、キャリーという女性も魔力無しであると、資料にはそのように記載されていた。

　だからこの案件をルフィナが引き受けたが、ルフィナ自身そのことをキャリーには伝えていない。言ったつもりもないし、口にした記憶もない。

　また事務所側でも、わざわざ魔力無しの魔法律士がいますとも大々的に公表もしていない。魔力無しの人間の『マホハラ』案件にも親身になって相談にのってくれる事務所と、そんな噂が独り歩きしている程度だ。

「はい。残念ながら、私は魔法律士でありますが魔力無しと呼ばれている人間です。ですから、キャリーさんに寄り添った解決方法をともに考えていきたいと思っております。キャリーさんの望むゴールが、お腹の子がシドニーさんの子であることを認めさせたいということであったため、シドニーさんとお会いして本件をお伝えしました」

　キャリーの最終目的は、シドニーからお金を取ること。お腹の子を彼の子であると認めさせ、堕胎費用と慰謝料を奪い取る。それがキャリーの望む結果である。

「で？　あいつが本当に子どもを産んでほしいって、そう言ったの？」

「はい。キャリーさんにお子さんを育てる経済力がないことをシドニーさんにはお伝えしました。ですが、シドニーさんは子どもを授かったことを非常に喜ばれておりまして。本当に自分の子であるのであれば、認知したうえで引き取りたいとのことです。もし、キャリーさんが結婚という形を望むのであれば、そうしてもよいとおっしゃっておりました」

　みるみるうちにキャリーの顔が曇っていく。本来であれば、依頼人が望んだ結果に導かれているため、喜ぶべきところだろう。

　記録係のアリソンでさえ、息を呑んで見守っていた。

「本当に？　あいつが？」

　信じられない、というようにキャリーは何度も確認してくる。

「はい」

　ルフィナは深く頷き、じっとキャリーを見つめた。

　お互い、それ以上の言葉はない。

　コツコツと時計の針が規則的に動く音だけが響いている。

　ルフィナはぐっと我慢をしていた。目の前のキャリーがどのような反応を示すのか、それを見極めてほしいと、シドニーから言われていたのだ。

　唐突にキャリーが大きく息を吐く。

「はぁ……。わかったわ。あの男がそう言ってんなら、それでいいや。子ども、産まれたらあいつに連絡するわ。だから、この件、もういい」

「もういい、というのはどのような意味でしょうか？」

　曖昧な言い回しをするときは、きちんと相手の意思を確認しなさいと、ライアンからは何度も言われている。思わず立ち上がりたくなる衝動を押さえて、できるだけ冷静に対応する。

「あの男が、自分の子と認めるって言ってるんだったら、産まれてから私のほうからあいつに連絡するから。だから、もうあんたの世話にはならない、っていう意味」

「そうですか。キャリーさんが望まれる結果になって何よりです。ですが、シドニーさんは、お腹の子が本当に自分の子であった場合、とおっしゃっていました」

　ここで牽制も忘れない。シドニーは何度も言っていた。本当に自分の子だろうか、と。その言葉には必ず意味があるはずなのだ。

「はぁ？　どういう意味？　あいつの子に決まってんじゃん」

「ですから、それを確認するために、胎児の魔力鑑定をしておきませんか？　本件はこちらのサービスになりますので、別途、料金をいただくようなことはいたしません」

「はぁ？　何、それ。胎児の魔力鑑定なんて、聞いたことないんだけど」

　キャリーは不審なものを見るかのようにして、目を細くする。

「魔力鑑定、についてお聞きしたことは？」

「そのくらいなら知ってるよ。魔力があるかどうか、子どもの頃に必ず魔導堂には連れていかれるからね」

「はい、その魔力鑑定です。それをお腹の子、つまり胎児に行うことで親子関係を明らかにできます」

　胎児の魔力鑑定が知られていないからこそ、ルフィナはできるだけわかりやすい説明を心掛けたつもりだった。

「はぁ？」

　それでも目の前の女性は、口元を大きく歪ませている。

「魔力というのは、一人一人違った特徴を持っています。親子である場合、その違った特徴の一部を引き継いでいます。ですから、胎児の魔力鑑定とシドニーさんの魔力鑑定を行い、特徴が一致すれば間違いなくシドニーさんの子であるという証明になります」

　キャリーは再び顔を曇らせる。だがルフィナはそれに気づきながらも、さらに畳みかける。

「シドニーさんは、胎児の魔力鑑定を望まれております。そこで魔力特徴が一致した場合、子どもを認知するとのことです」

「一致……しなかったら？」

「残念ながら、お腹の子はシドニーさんの子ではない、という証拠になります」

　ローテーブルの上で両手を組んでいるルフィナは、キャリーから目を逸らさない。

　だがキャリーの視線は泳いでいる。ぱちぱちと何度も瞬きをし、きょろきょろと何かを探すかのように眼球を動かしている。

「あのさ、その魔力鑑定って。胎児に魔力が無くたってわかるわけ？　ほら、両親の片ほうが魔力無しの場合、子どもが魔力無しで産まれてくることだってあるわけでしょ？」

「そうですね。ですが、魔力が無いと言われている人でも、実はわずかに魔力を備えています。それが微少すぎて、魔法の発動に至らないだけです。私もキャリーさんも、一般的には魔力無しと言われている人間ではありますが、ほんの微かに魔力を備えています。人間、生きている以上、魔力は備えているのです」

「はぁ？　そんな話。聞いたことないんだけど」

　胎児の魔力鑑定についてキリルが知らなかったように、人間誰しも魔力を備えているという話も最近になって判明したことである。魔力鑑定による血縁関係の研究が進むうちにわかった内容であり、まだごく一部の人間にしか伝わっていない事実なのだ。

「はい。最近の研究によってわかったことですから。シドニーさんは魔力鑑定に協力的です。日時もキャリーさんに合わせるとおっしゃっていました」

　とどめを刺すように、そこでルフィナは極上の笑みを浮かべた。

　ガタッと激しく音を立てて、キャリーは立ち上がる。立った際に、彼女の膝がローテーブルに当たり、飲みかけの珈琲が少しこぼれた。

「私、帰る。っていうか、今回の話、なかったことにしてもらっていいから」

「え、と。どういう意味でしょうか？　本件、キャンセルということでしょうか？」

「あ、そうそう。キャンセルよ、キャンセル。だから、魔力鑑定とか、そういう面倒くさいこともしなくていい」

　あきらかにキャリーは動揺している。

「ですが、シドニーさんはその子を受け入れてくださる、と」

「あぁ、もうっ」

　キャリーは激しく身体を震わせた。

「あのさ、ホント、ごめん。私さ、妊娠してないの。あんたとあいつを困らせたくてここに来たわけ。金は払うわ。だから、もう、かかわらないで」

（勝った……）

　ルフィナは心の中で拳を握りしめたが、それを表情には出さない。

「承知いたしました」

　ルフィナはすっと立ち上がる。アリソンも立ち上がり、応接室の扉を開ける。

「てかさ、胎児の魔力鑑定できるとか聞いてないし。あんたが魔力無しの魔法律士って聞いてただけだし」

　彼女の愚痴がルフィナには引っかかる。

「あの、キャリーさん。差し支えなければ、どちらからここの話を聞いたのか教えていただくことは可能ですか？」

「はぁ？　客だよ、客。とりあえず、ここでルフィナっていう魔法律士に依頼しろって言われただけだから」

「客？」

　客といってもいろいろな客がいるし、キャリーがどこで働いているかにもよる。

「私、娼館で働いてんの。異様に羽振りのいい客がいたんだよ。そいつが、ここの魔法律士に魔力無しの奴がいるから、そいつに仕事を依頼して困らせろって言ったの。相手が魔導士団の人間だったら、必ず魔導士団所属の魔法律士が出てくるからさ、裁判になったらあんたは負けるだろうって、金を握らされてさ。だから、最初の金は払えたの。でも、あとは払えないよ」

　ルフィナは眉間にしわを刻むことしかできない。彼女にお金を握らせてまで、ルフィナを裁判に引っ張り出し、負け案件の裁判をさせるというのは、いったいなんなのか。

「つうかさ、あんた。魔力無しのくせに魔法律士なんてやってるから、恨まれてんじゃないの？　まあ、私から見たらいい魔法律士だったけど。本当に困ったときは、あんたに相談しに来るわ。他の魔法律士はさ、魔力の無い私たちのことを見下してるから嫌い。あ、このお菓子だけはもらってくね。じゃ」

　カツカツとヒールの音を鳴らしながら、振り向きもせずにキャリーは応接室を出て行った。




　午後三時の休憩には、マッコイ菓子店のクッキーが振舞われた。それを頬張りながらも、勢いよくまくしたてているのはアリソンだ。

「もう、ほんとルフィナさんがかっこよかったんですから。それよりも、私たち魔力無しと呼ばれる人間にも、微かに魔力があるっていうことは本当なんですか？」

　アリソンの視線の先にいるのはライアンである。今の話題を確認する相手としては正しい。

「本当よ。民間の魔法研究所で発見されたのよ。論文も、先月に発表されたところよ」

「さすが、所長とルフィナさんですね。そういった新しい情報もすぐに取り入れて」

　ライアンの言葉を聞いたアリソンはへぇっと両手を組んで、感心している。

「アリソン。論文書いた人はそこにいる人だから。騙されては駄目よ」

　ルフィナの言葉に、アリソンは「へ？」と言って目を丸くした。

「民間のシェリング研究所って、所長が顧問魔法律士を務めているところでしょ。それを悪用してなのかなんなのか、一緒に研究してたりするのよ。　所長って、たまに数日間、ここの事務所を空けるときがあるでしょ？　それって、研究所に行ってるときだから」

「ええ？　そうなんですか？　所長って研究もしてるんですか？　私、知りませんでした」

「僕も知りませんでした……」

　アリソンの言葉に続いて、キリルまでもそう言った。

「所長も自分のことを口にするタイプじゃないから、こういった機会じゃないと話題にはならないわ」

　そこでルフィナはクッキーを勢いよく口にいれた。魔力が無いわけではなく、それが微少である。微少は全然無いというよりも、まだ救いようがあるような表現だ。

「所長。もしかしたら、私も。なんかこう、訓練しちゃったりすれば、魔法が使えるようになるんですかね？」

　救いようのある表現によってアリソンも希望を持ち始めている。その気持ちはルフィナもわからなくはない。

「そうねぇ。それが次の研究テーマなのよね」

　ライアンはカップを傾けた。

「てことで。次の実験に協力してもらおうかしら？」

　そう言ったライアンは格好よく片目を閉じる。ここに勤めている仲間でなかったら、その彼の仕草が心臓に突き刺さっていただろう。

「所長の実験に協力って、嫌な予感しかしませんよね」

　落ち着き払った声でユージンが言う。彼の指摘はごもっともである。

「まったくもう、あなたたち、なんなのよ。……もぅ」

　そんな彼らのやり取りをルフィナは笑みを浮かべながら眺めていた。さらにルフィナをキリルが見つめている。視線を感じたルフィナがキリルに顔を向けると、慌てた様子で彼は目を逸らした。

「あの、所長。例の依頼人なんですけど。ちょっと気になることを言ってたんですよね」

　そこでルフィナは、手にしていた若草色のマグカップを机の上に置いた。

「私が、その……魔力無しの魔法律士だから、恨まれてるんだろうって」

　この仲間たちがいるからこそ、ルフィナはその件を口にできる。だが、彼女がその言葉を言ったと同時に、他の五人の表情が曇った。

　それでもこの場を盛り上げるのは所長のライアンの役目でもある。

「あたしたち魔法律士なんて。恨まれてなんぼの世界でしょ？　依頼人から感謝されたときは、相手からは恨まれるだろうし。依頼人の望む結果が出せなかったら、依頼人からも恨まれるし。もうね、魔力があってもなくても、魔法律士という仕事をしている以上、恨みは常にすぐそこにあるのよ」

「そういうもんなんですか？」

　魔法律士一年目の新人のキリルにとっては、少し今後の先行きが不安になるような話なのだろう。

「そういうもんよ。誰だって自分の思い通りにいかないときは、誰かのせいにしたくなるでしょう？　それを一手に引き受けるのが魔法律士。もうね、恨まれるのは運命であると思ってあきらめなさい」

　ピシャリとライアンは格好よく言っているが、それがこの場の雰囲気を和ませるものであることをルフィナは知っている。

「ごちそうさまでした」

　努めて明るく声をあげたルフィナは、空になったカップを手にして立ち上がる。隣の席のキリルは、少しぼんやりと何かを考え込んでいるようであった。

　だが、ルフィナは彼の顔を見てふふっと笑いをこぼす。

「キリル、ちょっと、あんた……ここにクッキーのかす、ついてるよ？　子どもじゃないんだからさぁ」

　ルフィナの声に、他の視線も一斉にキリルへと向かった。

「あら、本当」

　ライアンが笑っている。

「キリルさんって、見た目のわりにはそういう可愛らしいところがありますよね」

　アリソンもケラケラと笑い始めた。

「だからって同じことをユージンがやっていたら、みんな気づかない振りをするんでしょ？」

「そんなときは、黙って鏡を渡してもらえると助かります」

　スージーとユージンの会話は落ち着いている。キリルは慌てて口元を拭うが、それでもまだ焦っているためか、口元にこびりついたままだった。

「ほら、鏡。ちゃんと見てみなさい」

　ルフィナが手鏡を渡せば、キリルはそれを受け取って口元を拭う。

「ルフィナ、そういうときはキリルの口元を拭ってあげてもいいのよ？」

「所長。今は仕事中です。公私混同はいたしません」

「いいのよ、休憩中だから。あたしたちも楽しませてもらうし」

「いいわけがありませんから」

　カップを手にしたルフィナは給湯室へと向かうところだ。

「所長。あんまり、先輩をいじめないでくださいよ。これが原因で『やっぱり別れる』って言われたら、僕、所長を恨みますからね」

　キリルの情けない声が響く。

「そうね、ルフィナのことだから、それはありそうで怖いわね……」

　ライアンの言葉が届いたルフィナは、給湯室に入る前に顔だけ出してピシャリと言い放つ。

「そう思うなら、からかわないでくださいよ」

　ルフィナはマグカップを洗いながら、キャリーとのやり取りを思い出していた。

　相手は、魔力無しであるルフィナが魔法律士としてこの事務所で働いていることを知っている。そして、裁判になったら負けるような案件を、わざわざお金を使ってまででっちあげようとしていた。

　今回は、ライアンの胎児魔力鑑定技術によって救われたが、これがあと数か月早い段階で持ち込まれていたら、間違いなく依頼人の話を鵜呑みにしていただろう。もしかしたら、あの違和感にすら気づかなかったかもしれない。

　誰が、なんのためにキャリーを利用したのか。

　なんのために──。

　キャリーも口にしていたからわかっているつもりだ。恐らく、ルフィナを困らせるために。いや、困らせるというレベルのものではないだろう。もしかしたら、ルフィナが魔法律士として働くことができなくなるように。それが相手の望みなのかもしれない。

　そこでふと、あの男を思い出す。あの男──バルテル・ローン。

　彼と出会ったのは、ルフィナが魔法律士としてここで働き始めた二年目の夏。仕事で魔導堂へ行き、そこから帰ろうとしたときのこと。たくさんの本やら書類やらを抱えていた彼とすれ違いざまにぶつかった。もちろん彼が抱えていたそれらは床に勢いよく散らばってしまう。

『あ、ごめんなさい』

　ルフィナも慌ててそれらを拾う。

『いえ、お気になさらず。こちらもぼんやりと歩いていたので。その、お怪我はありませんでしたか？』

　お互いに謝罪し合いながら、落ちた本を拾い合う。

『はい、大丈夫です。それにしても、すごい数の本ですね』

　最後の一冊を拾い上げようとしたときに、彼の手と触れた。

『あ、すみません』

　慌てて彼は手を引いたが、そのときの彼の頬が赤く染まっていたことにルフィナは気づく。

　当時、まだ社会の荒波に揉まれていない時期である。

　これがきっかけとなって、その後も彼と連絡をやり取りし、身体の関係になるまでにはそう時間はかからなかった。

　あのときの感情は明らかに恋であるとルフィナは思っているが、彼からしたらルフィナに恋をしていたわけではなさそうだ。

　あとから知った彼の思い。それは間違いなく執着だろう。彼の駒となるような女性として、ルフィナは選ばれただけにすぎない。

「あっ」

　洗剤のぬめりによって、カップがつるんとルフィナの手から逃げ出してしまう。

　ドンッ──。

　流しの上で、カップの取っ手がとれてしまった。

「先輩。今、すごい音が聞こえましたけど」

「あ、うん。ちょっと手が滑ってね。カップ、割っちゃった」

「怪我はありませんでしたか？」

　キリルが流しを覗き込む。

「あ、うん。それは大丈夫」

　キリルの優しさが、今は心に沁みる。





　～＊～＊～＊～






　その日、キリルは残業をしていた。本音をさらけだせばルフィナと一緒に帰りたかったが、今、抱えている案件が厄介なものであったため、あきらめた。

　今日中に資料を作り上げ、明日の朝一番に配達所へと持ち込みたかった。

　ふと顔をあげると、ライアンも難しい顔をして資料を眺めている。今、この事務所内に残っているのはキリルとライアンの二人きりだ。できることなら、ルフィナと二人きりのほうが嬉しいと思っているキリルだが、そんなことはライアンにも見透かされている。

「所長。少し、休憩しませんか？　僕、珈琲入れますけど」

「あら、気が利くわね。お願いしてもいいかしら？」

「はい」

　給湯室へと向かい、珈琲を入れる。ふと、ゴミ箱に捨てられているルフィナのマグカップが目に入った。あのときの彼女は、なぜか怯えたような目をしていた。

　恨まれてなんぼの仕事とは思っているが、それを面と向かって依頼人から口にされては、不安になる気持ちもわからなくはない。

　カップを二つ手にして戻ったキリルは、そのうちの一つをライアンの机の上に置いた。

「ありがと」

　ニッコリと微笑むライアンは、男のキリルから見ても色気に溢れている。この口調さえなければ、女性が山のように寄ってくることだろう。いや、この口調であっても寄ってきているらしい。

「所長。ちょっと、相談というか報告というか、なんですけど」

「どうしたの？　まあ、そこの椅子に座りなさい」

　ライアンが近くにある椅子を促すと、キリルはカップを手にしたまま、そこに座った。

「あの、先輩のことなんですけど」

「あら、やだ。惚気？」

「違います」

　キリルは真面目な顔で答えた。

「冗談よ。それで、ルフィナの何について聞きたいのかしら？　もしかしてあの子の昔のこと？」

「いえ、あ。まあ、はい。聞きたいといったら聞きたいのですが。ですがそれは先輩本人から直接聞かないとフェアなような気がしないので、そこは我慢します」

　ふふっと嬉しそうにライアンは笑う。

「あなたがいい子で良かったわ。安心してあの子を任せられるもの」

「それで、その先輩のことなんですが。やはり、先輩は誰かに恨まれていたりするのでしょうか？」

「どういうことかしら？」

　そこでライアンは目を細くした。鋭い目つきにキリルでさえ思わずゴクリと喉を鳴らしてしまうほどだ。

「先輩と一緒に歩いていると、誰かに尾つけられている感じがするんですよね。最初は、僕のほうかと思ったのですが、どうやら狙いは先輩のほうで」

　そこでキリルは熱い珈琲を飲む。いつもの珈琲牛乳ではない。ちょっとだけ牛乳を落とした珈琲である。キリルにしては珍しい飲み物であるが、その刺激が頭をすっきりとさせる。

「あなたじゃなくて、ルフィナが尾行されているってこと？」

「はい。相手の狙いはまだよくわからないのですが。今のところ、こちらに危害を加えることもなさそうなので、放っておいています。だけど、間違いなく尾行はついています。それも毎日ではなくて……」

　たまに、尾行がつくのだ。規則性はわからない。

　キリルが一緒のときに尾行しているときもあれば、いないときもある。ルフィナが一人のときに尾行がついているかどうかはわからないが、恐らくついているだろう。

「今日、一人で帰しちゃったけど、大丈夫だったの？」

　この話をもっと早くから聞いていれば、ライアンかキリルのどちらかが彼女を送っていっただろう。むしろそうしたほうが良かったはずだ。何かが起こってからでは遅い。

「ええ。一応、位置情報監視魔法を付与したものは持たせていますから。何かあったら、すぐに先輩の元へ向かうつもりです」

「ちょっと、キリル。あなた、そんなことまでしているの？」

　ライアンは呆れたように首を横に振る。

「はぁ……さすが最年少で第一魔導士団機密情報部隊に上り詰めただけのことはあるわね……。そんなあなたが、ここで働きたいと言ってるから雇ってほしいって、あの男から頼まれたときには驚いたけれど。さらに、あなたがあのときの子だって知ったら、もっと驚いちゃった」

　キリルは本来、魔導士団に所属する男だ。いや、今も魔導士団の所属である。ただ今は、休団という形をとっていた。

　魔導士団を辞めてライアンの事務所で働きたいと部隊長に申し出たところ『何が不満なんだ』『給与をあげてやる』『お願いだから辞めないで』と引き止められてしまい、とりあえずキリルの気が済むまで休団という扱いになった。

　その『気が済むまで』が、いったいいつまでなのか、キリル自身もわかっていない。

　キリルがライアンの事務所で働きたいと願い出たのは、もちろんルフィナがいるからだ。むしろ所長のライアンがそんなにすごい人だったということは知らなかった。彼女の勤め先を探し出すことだけに集中していたからかもしれない。

　そしてライアンは、魔導士団の機密情報部隊長からキリルをここで雇ってほしいと依頼されていた。

　この事務所で働くことはキリルの希望でもあったが、それでも魔導士団の息のかかっている事務所であれば、彼を自由に扱うことができるというのが上の考えであった。

　双方それぞれに思惑はあったものの、キリルは無事、狙っていた事務所で働くことになる。

　キリルはここで働くようになってから、魔導士団のほうには顔を出していない。魔導士団の人間であることを、ルフィナに知られたくなかった。

　魔導堂へ足を運んだとき、知り合いに会うかもしれないと思って焦ったが、そもそも機密情報部隊は表に出るような仕事ではなかった。魔導士団の中でもキリルの存在を知る者は数少ない。それに、あの部隊は王宮の地下にある施設で仕事をしている。目立たないように仕事をしているのだ。

　ただシドニーという男は、第二分隊長ということもあり、以前、何度か顔を合わせたことがあったかもしれない。だからこそ、知らない振り、気づかない振りをする必要があった。

「ええ、そのために魔法律士の資格まで取りましたからね。大変でしたよ……」

　キリルは自嘲気味に笑った。実際、魔法律士の国家試験に受かるまでの道のりが大変だった。

　魔法は得意だが、座学は苦手である。キリルは感覚で魔法を使う人間であるため、理屈がわからない。

　法律を覚えるのにも骨が折れたが、それを用いた応用がもっと苦手だった。

　さらに魔導士団としての仕事もあるため、仕事の合間に勉強をしなければならない。

　それでもなんとか、勉強を初めてから四年で国家試験に受かった。キリルの執念である。

　それだけでも、十八歳という年齢で国家試験に受かっているライアンとルフィナがどれだけすごいのか、ということもよくわかった。

「それよりも、ルフィナ本人は知っているの？　自分の位置情報を監視されているって」

「まさか。そんなことを先輩に言ったら、ストーカー規制法だのなんだのかんだの言われて、せっかくあげたネックレスを突っ返されてしまうじゃないですか」

「もう、立派なストーカーだと思うけど。あなた、あの子と初めて会って何年が経ったのかしら？」

「そうですね。先輩が十八歳のときだったから十九、二十……六年と三十三日です。でも、先輩はこれっぽっちも僕のことを覚えていてくれてないんですよね……。ガッカリですけど、いつ思い出してくれるかな、という期待もあります」

「あなたのそういう前向きなところ、嫌いじゃないわね」

　ライアンが目尻に皺を寄せて、口元をほころばせる。

「その言い方。先輩みたいなので、やめてください……。ってそれよりも、尾行の件ですよ。うやむやになるところだったじゃないですか」

　うーん、とライアンは顎に手を当てた。

「ほら。昼間も言ったけれど、あたしたちの仕事なんて恨まれてなんぼでしょう？　特にね、ルフィナの場合、魔力無しということもあるから。かなりぼろくそに言われるのよね。それでもめげない鋼の精神を持ち合わせてはいるし、物理的に何かをされたってことはまだないけれど……」

「まだ、ってことは、これからってこともあり得るわけですよね。それに今日、アリソンも言ってたじゃないですか。あの依頼人、誰かに頼まれて、先輩を困らせるために変な案件を持ち込んだって」

「そう、そうなのよね……」

　ライアンはまだ顎に手を当てたまま、そこをさすっている。何かを考えている様子ではあるが、答えが出るようにも思えない。

「まあ、あなた。前々からあの子のことを知っているから言うけれど。あの子だって元々は魔力持ちでしょう？」

「そう、そうなんです。ですから、ここで会ったときに魔力を感じなくてびっくりしてしまいました。やはり、あの……先輩の元カレとの件が、そのきっかけなんですか？」

　キリルは少し顔を伏せた。言いにくいこと、聞きにくいことを口にしてしまった自覚はある。

「あなた、あの子からどこまで聞いたのかしら？　あの、元カレの話は聞いたのね？」

「あ、はい。聞きました。妊娠させられた挙句、堕胎させられたって」

　はぁ、と肩を上下させて、ライアンは大きく息を吐いた。

「それを知っているなら、もう遠慮する必要はないわね」

　そこでライアンは珈琲を一口飲み、顔をしかめる。

「あの男ね。最初からあの子のことを狙っていたのよ。十八歳で魔法律士になるってどれだけすごいことかわかっているわよね？」

　ライアンの言葉にキリルは頷く。国家試験に受かって晴れて魔法律士になれる者は、平均で二十五歳頃。つまり、キリルも平均よりは若い年齢で魔法律士になったのだ。それだってあの部隊長は『スゲーわ。やっぱお前、スゲーわ』と感心していた。

「十八歳の女の子が魔法律士でしょ？　あのときはちょっとね、注目されたわよね」

「だから所長は、先輩を雇ったんですか？」

「そうね。誰かが守ってあげなければならないとは思っていたから。あの子はあたしの大事な人の妹だから……」

　ライアンはどこか遠くを懐かしむかのように、目尻を下げた。

「所長の大事な人？　それは、興味がありますね……」

　ライアンはキリルの言葉に応えるつもりはないようだ。口角を少しだけ持ち上げて、かすかに微笑んでいる。

「でもね、相手のほうが一枚上うわ手てだったのよね。あの子もまだ子どもだったし。ずるずると沼に引きずり込まれた挙句、ぽいっと捨てられた」

「ですが。あの魔導堂で会ったとき、あの男はまだ先輩のことをあきらめていないような素振りでしたよ」

　ライアンの肩がぴくっと跳ねた。

「会ったの？　あの男に」

「え、あ。はい。先輩から聞いていませんか？」

　ライアンは首を横に振り、再び深く長く息を吐く。

「あなたも会ったのよね？　あの男に」

「あ、はい」

「何か、感じた？」

「とにかく、得体の知れない何かがまとわりついているような、嫌な感じがしました。恐らく、それがあの男の魔力かなと」

　嫌な感じがした。ただそれだけだ。だから早く、あの場から去りたかった。

「そうね……。あの子が飲まされた怪しげな薬というのは、呪詛の類ではないかと思っているのよ」

「呪詛？」

「そう。子どもを望めなくなる呪いね。そしてその呪いが同時にあの子の魔力を奪った。あたしがあの研究所で魔力の研究をしているのは、あの子にかけられた呪いを解くためでもあるんだけれど」

　ライアンはルフィナの身に何が起こったのかを、淡々と語り出した。その話が進むうちに、キリルの心には怒りの感情が芽生えた。だが、同時に悔しさも感じた。

　もっと早く彼女に出会い、彼女の側にいることができればよかったのに──。
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　ルフィナとキリルは、魔導堂の中央塔地下にある喫茶店に足を運んでいた。外は少し汗ばむくらいの陽気だが、建物内に入ればひんやりとした空気が心地よい。さらに喫茶店に入って珈琲を頼んだ頃には、しっとりとした肌もからっと乾いていた。

　温かい珈琲が身体に染み入る。

　今日、この喫茶店を再び訪れたのは、シドニーに例の件を報告するためである。彼には迷惑をかけた。さらに、協力してもらった。それに対する謝礼という形で、ちょっとした焼き菓子を準備していた。

　目の前のシドニーはニコリともむっつりともせず、珈琲をすすっている。

「少しばかりですが、どうぞ」

　ルフィナが彼の前にその焼き菓子の入っている箱を差し出すと、彼の鉄面皮の表情は消え、嬉しそうに笑った。

「実はこう見えて、甘い物には目がなくて。マッコイ菓子店の焼き菓子は、好んでよく食べているんですよ」

　シドニーの言葉が本音か建て前かはわからないが、気の利いた言葉である。

「気に入っていただけて、よかったです」

　このような和やかな会話から察するに、どうやらシドニーは怒っていないようだ。

　ルフィナは淡々と例の件について、事務的に言葉を並べた。

「やはり、シドニーさんがおっしゃるとおりでした」

「そうでしたか」

　この結果がわかっていたかのように彼の声はまろやかだった。

「私も人のことを言えるような立場にありませんが。どうか、ルフィナさんも気をつけて」

　珈琲を飲み干した彼はそう言って立ち上がると、少しだけキリルに視線を向けた。一瞬だけ視線のあった二人は、すぐにそれを逸らす。

「では、私はこれで」

　ルフィナはシドニーの背中を見送ったものの、彼の言葉に突っかかりを覚えていた。

「あの人。いい人でよかったですよね」

　ぽつりとキリルが呟いた。

　二人はもう一度ソファに腰をおろした。目の前には三つの珈琲カップが並んでおり、一つは空だ。

「そうね」

　ルフィナは目の前のカップを見つめながら答えた。彼の最後の一言が気になってしかたない。『気をつけて』というその一言だ。当たり障りのない言葉であるものの、何に気をつけろと言っているのか。

　それをキリルに相談すべきか否かで、迷っていた。ただの社交辞令的な挨拶かもしれない。そんなものをいちいち気にしていたらきりがないだろう。

　硬い表情のまま、ルフィナは残りの珈琲を一気に飲み干した。珈琲はとっくに冷めており、苦みが口の中に広がった。

「先輩。今日も直帰ですよね」

　そんなルフィナの心の中を知ってか知らずか、キリルの声色は明るい。

　ふと顔をあげて、周囲を見回す。他の客は皆、魔導士のローブを羽織っている。何かしら本を読んでいる者もいれば、何かしら書き物をしている者もいる。

「そうね」

　キリルには視線を向けずに、ぼんやりと答えた。

「そして今日は、花金です」

「だから、四十のおっさんか」

　つい、彼の言葉にツッコミを入れてしまう。

「よかった。いつもの先輩だ」

　キリルはニッコリと笑った。こんな会話をしているような客は、他にはいないだろう。

「ということで。一緒にご飯を食べにいきましょう。今日は、ビュッフェ形式のレストランを見つけたんですよ」

「そういうところ、よく見つけるわね」

　呆れたような声を出すルフィナだが、本心は嬉しいのだ。

「だって、先輩と食事に行きたいですから」

　この状態のキリルには何を言っても無駄だとルフィナは思った。いや、無駄ではない。ありがとう、とか、嬉しいとか、そう言った言葉をかければ、彼はもっと調子に乗ることだろう。

「いいわよ、付き合ってあげる」

　わざと冷たく答えるルフィナだが、本当は心の底から喜んでいた。それを顔に出そうとしないだけ。

　なぜなら、主導権をこの男に握られるのが少し悔しいから。もっと調子に乗られると手に負えなくなるから。

「それ、早く飲んじゃいなさいよ。残ってるでしょ」

　ルフィナが指摘したそれとは、テーブルの上の珈琲カップ。キリルの前のカップにだけ、まだ液体が残っていた。

「あ、そうでした」

　そこにあるのは砂糖と牛乳たっぷり珈琲である。まだカップの半分以上、中身は残っていた。彼はそれを一気に飲み干すと、不味そうに顔をしかめた。

「甘すぎた……」

「ぷっ」

　思わずルフィナは吹き出した。あれだけ砂糖を入れたのはキリル本人である。

「まったく……」

　これだから彼と一緒にいると調子が狂ってしまうのだ。そしてなぜか憎めない。

「先輩。また僕のこと、子ども扱いしてます？」

　上目づかいでキリルはルフィナを睨んだ。

「してないわよ」

　彼が子どもではないことなんて、十分にわかりきっている。

「ほら、飲み終わったならさっさと行くわよ」

　このままこの場にいたら、彼のペースに飲まれてしまうだろう。

　ルフィナは鞄を手にすると立ち上がった。

「あ、先輩。待ってくださいよ」

　慌ててキリルも背中を追いかけてきた。

　会計を済ませ、領収書を受け取る。

　ささやかな出費だが、きちんと経費で落とすことができる。それがあの事務所のいいところでもある。別に自腹でも構わないような金額だが、いろいろな申請の都合上、かかった出費は報告する必要があるのだ。

「あ、しまった」

　地下から地上にあがる階段の途中で、ルフィナは思い出したように声をあげた。

「どうかしました？」

　キリルは下からルフィナの顔をのぞき込むようにして尋ねた。

「夕飯。ビュッフェでしょ？　また服が外行きの用の服なのよ」

「大丈夫です。レストランは僕の家の近くですから。着替えてから行きましょう」

　さりげなくキリルが手を差しだしてきた。

「ほんと。用意周到過ぎて嫌になるわ」

　口調とは異なり、ルフィナはその手を優しく握りしめる。

「って口で言うほど嫌がってないですよね」

「うっさいわね」

　その言葉がルフィナの本心ではないことなど、キリルだってお見通しなのだろう。二人の手はしっかりとつながれたまま。

　魔導堂の中央広場に上がってきた。相変わらずここは人が多い。絶えず人が行き交っている。魔導士のような人間も、魔導士ではないような人間も、さまざまな人たちがどこかに向かって歩いている。

　ルフィナはキリルと手をつないで中央玄関へと向かって歩いていた。

（だから、どうしてあいつがいるのよ……）

　中央玄関へと向かう途中で、ぱっとキリルの手を離してルフィナは足を止めた。目の前には二度と会いたくないと思っていたあの男が立ちはだかっている。

「フィー。やっぱりここに来たんだね」

「何か御用でしょうか？」

　ルフィナは心の中で確率の神様を恨んだ。

「そろそろ君がここに来る頃かな、と思って。毎日、この時間、ここに来ていたんだ。よかった。どうやら私の勘は当たったようだ」

　毎日──。

　この時間に──。

　それを聞いただけでルフィナは鳥肌が立った。だが、自宅に押し掛けられなかっただけよかったのかもしれない。キリルがすっと身構えたが、ルフィナは彼の前に手を伸ばしてそれを制す。

「それで、何か御用でしょうか？」

　先ほどと同じように、ルフィナは静かに尋ねた。

　周囲の人がここを避けるようにして、各々目的地へと歩いているのが不思議だった。ここだけぽっかりと空いた異次元のようにさえ感じてしまう。

「うん、君に会いたかったんだ」

「それだけですか？」

「うん。それだけのつもりだった。だけど、実際に君に会ったらそれだけじゃ済まない。私とやり直してほしい。前も言ったように、彼女とは別れたから」

　微笑みながら男はルフィナを見下ろしている。

「残念ながら、あなたとよりを戻す気は、私にはこれっぽっちもありません。では、そういうことで」

「その下僕くんと、付き合っているから？」

「あなたには関係のないことでしょう？」

　鋭くルフィナが言い放った。

「あるよ」

　会いたくなかった男がルフィナに近寄り、耳元でささやく。

「君の身体から、下僕くんの魔力が匂うからね……」

　ルフィナは彼を睨みつけ、ビンタの一発でもかましてやろうと腕を振り上げた。だが、振り上げたところからビクリとも動かなかったのは、その手をキリルが掴まえたからだ。

　足早に歩く人たちが、こちらに注目しているようにも感じた。立ち止まって様子を伺っている人さえいる。中央広場の人がたくさんいるところで、何かが起ころうとしていたら、彼らの関心を誘ってしまう。

「それ以上彼女を侮辱すれば、侮辱罪。嫌がっている彼女に交際を強要すれば強要罪で訴えることができます。証人は僕、それからあそこにある監視記録も証拠になるかと思いますが、いかがなさいますか？」

　言い訳としては苦しいかもしれない。だが、キリルのその言葉が嬉しいし、ルフィナに力を与えてくれる。

　そこで男はふっと笑った。

「冗談だよ、冗談」

　やっと男はルフィナから離れた。

「じゃ、末永くお幸せに。それからフィー。人から恨まれるようなことはしないほうが賢明じゃないのかな？」

　それに、と彼は続ける。

「下僕くん。本人の同意なく位置情報監視魔法の付与とか、そっちのほうが犯罪だと思うんだけど？」

　彼はひらひらと手を振って去って行った。

　ルフィナはギリギリと唇を噛みながら、男の背を睨みつける。

　その背が見えなくなってから、ルフィナはカツンカツンとヒール音を立てて歩き出す。

　魔導堂から出たあと、キリルはまたルフィナに手をつないでいいかを尋ねた。

「いいわよ」と返事をしてみたものの、ルフィナの心は苛立っていた。

「先輩……。夕飯ですが」

「行くわよ。行くに決まってるじゃない。こういうときはね、食べるに限るのよ」

　キリルは何か言いたそうであったが、ルフィナの苛立ちがそれを遮ったのだろう。

　そのまま二人はキリルの家に向かって、無言で歩く。

　ふと、キリルが足を止める。

「どうかした？」

「いえ、どうもしませんよ。花金に先輩と食事に行けるから、やっぱり花金だなって思っただけです」

　ふふっとルフィナが笑う。しかしすぐに彼女は真顔を作る。

「そういえばさ……位置情報監視魔法って何？」

「ドキ」

　キリルはわざとらしく口にした。

「ねえ、何？　どういうこと？」

　ルフィナはキリルの顔を下からのぞき込みながら、歩き続ける。

「先輩、よそ見しながら歩いたら、危ないですよ。ほら」

　その言葉のとおりルフィナは段差に足を引っかけ、転びそうになった。すかさず腰に手を回してくれたキリルのおかげで、転ぶことはなかった。

「で。位置情報監視魔法って何よ？」

　ルフィナが立ち止まったため、キリルもしぶしぶと立ち止まった。

「で？」

　ルフィナが顔を近づける。だが、その件についてはこのような場所で話すような内容ではないことをルフィナも知っている。それでも、聞かずにはいられなかった。

「先輩。その件は、家に帰ってからでいいですか？　ほら、ここではちょっと……」

　キリルは周囲を見回す。

　ルフィナは大きくため息をついて「そうね」と口にする。その話はじっくりと膝を突き合わせて聞いてみたいところだ。

　それでもキリルの手を離さない。位置情報監視魔法は気になるが、キリルのことだから何かしら考えがあってのことなのだろう。

「だけど、場合によってはストーカー規制法で訴えるからね」

　そう口にしたルフィナの目は笑っていた。もちろん、本気ではない。

　しばらく二人は、言葉なく手をつないで歩いた。

　ほんのりと吹きつける風が、心地よい。

　つないだ手がしっとりと汗ばんでいるのは、暑さのせいか緊張のせいかはお互いにわからなかった。

　キリルの家は、ここから歩いて十数分程度で着く。

　彼の家にはすでにルフィナの荷物も少しばかり置いてある。それはキリルが望み、ルフィナが承諾したこと。

「ちょっと着替えてくるわ」

　家に入るなりルフィナが寝室へと向かおうとした。

「だから、ここで着替えてもいいんですよ？」

　キリルはいたずらっ子のように、にやりと笑った。

「だから、それはヤだ」

「相変わらず、先輩は素直じゃないな」

「相変わらず、キリルは変態」

「褒め言葉としてとらえておきますね」

　ルフィナはすっと寝室へと姿を消す。

　寝室に入ると、しわになったら困る外行き用の服をすぐに吊るした。これからビュッフェということも考え、身体を締め付けないようなゆったりとした服に着替える。

　着替えを終えて居間に戻ったとたん、キリルに冷たい視線を投げかけた。

「ちょっと、なんていう格好をしてるのよ」

「だって、着替えはそっちにありますし。そっちの部屋は先輩が占領してるし」

「だからって、何もパンイチでいる必要はないでしょう。この、ド変態」

　ルフィナは目を吊り上げて怒鳴りつける。もちろんキリルに効果はない。

「ヤだなぁ。先輩へのサービスですって」

「いらんサービスだ。さっさと着替えてこい」

　キリルが脱ぎ捨てたスーツを拾ったルフィナは、それを彼に向かって投げつけた。

「酷いなぁ」と笑いながらスーツを手にしたキリルは、寝室へと姿を消す。

　彼の姿を見送ったルフィナは、ドサっと倒れるようにしてソファに座った。

　とにかく疲れた。ビュッフェという魅力的な夕飯がこのあと待っているにもかかわらず、今は疲労のほうが強い。

　少し目を閉じ、まぶたの上に手を当てる。

　なぜ、会いたくないときに限って会ってしまうのだろうか。

　あの男──バルテル・ローン。

　ルフィナにとっては、なかったことにしたい過去であり、きれいさっぱりと脳みその中からそぎ落としたい記憶でもある。

　今さらやり直したいと言われても、未練や愛情など持ち合わせていないし、むしろ忘れたい。

　彼はなぜここまでルフィナに執着してくるのか。

　ギリっと胸が痛む。

「先輩……じゃなくて、ルフィ。どうかしました？」

　ルフィナの目の前には、さっさと着替えを終えたキリルが立っていた。

「ん、どうもしてない。ただ疲れただけ」

「じゃ、今日は外にご飯行くの、やめておきます？」

「それとこれは別。行く」

　ルフィナはすっと立ち上がったのだが「あ」と何かを思い出したかのように大きく声をあげる。

「そういや、監視魔法ってなんなのよ」

　すっかりと忘れていたが、これは確認しておくべき重要事項である。

「え、あ。へ？　僕、そんなこと言いましたっけ？」

「キリルじゃないわよ。あいつが言ったのよ。位置情報監視魔法の付与とかなんとかって」

　あの男の呟きは、しっかりとルフィナの耳にも届いていた。

　キリルが困ったように視線を泳がせているのは、誤魔化すかどうかを悩んでいるのだろう。反省した振りをしてしゅんと肩を落としているが、そのような仕草をルフィナはお見通しである。

「すいません……。先日、ルフィに贈ったネックレスに、位置情報監視の魔法付与をしました」

「これのこと？　なんのために？」

　今も彼女の首元で輝いているネックレスは、先日、キリルがルフィナへ贈ったものだ。

「それは、ルフィの居場所を知るために」

「じゃなくて違う理由、あるんでしょ？　キリルが私の居場所を知らなくちゃいけないような理由が」

　キリルは驚いたように、ぱっと顔をあげた。

「その、怒っていないんですか？　勝手にそのネックレスに魔法付与したことを」

「は？　キリルの付きまとい行為なんて、別に今に始まったことではないでしょ？」

　その言葉を聞いたキリルは、破顔して抱き着いてきた。

「ルフィ、大好きです」

　そう言ったキリルは、嫌がり顔を背けようとするルフィナに無理矢理唇を合わせ、さらに服の上から、胸を鷲掴みにする。

「や、ちょ、ちょっと、何すんのよ」

　なんとか顔を背け、キリルの唇から逃げたルフィナであるが、さらに彼は攻め続けてくる。

「いや、もう。ここまできたら、ナニするしかないですよね」

「そうやって話をはぐらかせるのをやめなさい。で、そんな魔法を付与した理由は？」

　誤魔化せないと思ったのか、キリルは渋々とルフィナから離れ、大きくため息をつくと苦しそうに顔を歪めた。言いにくいことなのだろうと察したが、それでも彼の言葉を聞く覚悟はできている。

　それもこれも、あの男に出会ってしまったからだ。

「実は、ルフィが誰かに尾行されているようなんです。今も、あの魔導堂からこの家に戻ってくるまでの間、誰かに尾けられていました。」

「え。私が？」

　覚悟はできていると思っていたが、彼の言葉を聞いた瞬間、身体中に震えが走った。

「あ、でも。別に、その尾行してるからって、そいつが今すぐ何をするわけでもないんですが」

　取り繕うようにしてキリルは言うが、一度感じた恐怖はなかなか抜け去ってくれない。

「そ、そうなのね……」

「こんなことを聞くのも、ちょっとあれなんですけど。ルフィ、何か恨まれるようなこと、心当たりありませんか？」

　キリルからの問いに、ルフィナは自分自身を抱きかかえるようにして両腕を回した。

「だって、こんな仕事をしていたら……そんなこと、たくさん、あるし……だけど、一応、法律には則っているわけだし。不正、しているわけじゃないし」

「ですよね……」

　それはライアンも口にしていたことだ。恨まれてなんぼの世界。

「最初。あの男が尾けているのかと思ったのですが。どうやら、違う男のようなのです」

「え。相手が男、っていうところまでわかるの？」

　キリルは真面目な顔で頷いた。

「はい。恐らく相手はプロです。ですが、僕に気づかれている時点で下手くそなプロ」

　そこでルフィナが笑みをこぼす。少し、気が抜けたようだ。

「下手くそなプロって。そいつ、本当にプロなの？　素人じゃなくて？」

「何言ってるんですか、僕だって優秀な魔法律士ですよ。尾行のプロか素人くらい、わかりますって」

「それって、なんか私が無能な魔法律士っていうように聞こえるんだけど」

「それとこれは別です。間違いなく先輩は有能ですから」

　そこでキリルは笑んだ。その笑みを見ただけで、なぜかルフィナは全身を『大丈夫』という鎧に包まれたような気分になった。

「ルフィ。お腹、空きましたよね」

「ええ、もうペコペコよ。キリルがビュッフェとか言うから期待してたんだけど」

「僕としてはこのままルフィをぱくっと食べたいところではあるのですが……」

　ルフィナは口元を歪めながらも、じっとキリルを睨んだ。

「ですよね。そんなことをしたら、ルフィ、怒りますよね。じゃ、行きましょう。実は、予約してあります」

　どうだ、と両手を腰に当て、キリルは胸を張っている。

「ホント、用意周到過ぎて嫌になるわ……」

「でも、そんな僕のことが好きですよね」

　そこでキリルを見上げたルフィナは目を細め、ふっと口元をほころばせる。

「キリルほどじゃないけどね」

　二人は手をつないで、仲良くキリルの家を出た。

　数歩歩いたところで、そっとルフィナは尋ねた。

「いるの？　尾行」

「どうやら今はいないようです」

「そう」

　安心したら、身体から緊張が抜けていくのがわかった。それを敏感にキリルは感じ取ったようだ。

「だからって、今日は飲み過ぎないでくださいよ。食べ過ぎは問題ありません」

　じとっと、ルフィナはキリルを睨んだ。





　～＊～＊～＊～






　昨日は食べ過ぎた。でも、美味しかった。お腹いっぱいになって、適度な睡魔に襲われて、心地よい睡眠についたはずなのに、お腹に圧迫感がある。食べ過ぎて消化が間に合っていないのだろうか。

　そんなことを思い出しながら、ルフィナはぼんやりと目を開けた。

　少し、肌寒いような気もする。

「おはようございます、ルフィ」

　目の前のキリルが、少しつらそうに笑っている。

「おはよう、ってさ。キリル、朝から何やってるわけ？」

「だから、ナニやってます。早くルフィと一つになりたくて我慢できませんでした。でも今日も動かないようにって。そこだけは我慢してました」

「あのさ。前も言ったと思うんだけどね。心身喪失状態の証言は責任能力がないとみなされる場合があるからね」

　寝起き早々、こんな法律の解釈を口にするとは思っていなかった。それに朝から真っ裸の彼の姿を目にするとも思ってもいなかった。

「でも、僕とルフィの仲であれば許されますよね。だって、ルフィ、嫌がってないもん」

「バカ……」

　少し、恥じらいを見せてルフィナが呟くと、キリルはぶるっと身体を震わせる。と同時に、ルフィナのお腹の中にはじんわりと温かいものが広がっていく。

「もう、ルフィが可愛すぎるから、出ちゃったじゃないですか。どうしてくれるんですか」

「それって私のせいなの？」

「久しぶりにつながれて、ルフィが起きるまで我慢して。その挙句、そんな可愛いことされたら、もう、無理です」

　ぎゅっとキリルはルフィナの背に手を回し、力強く抱きしめる。いつの間にか服を脱がされていたルフィナは、裸で彼と抱き合う形となる。

　その間、まだお腹に埋もれているものが、またむくむくと元気になりつつあるようにも感じた。

「出したなら、さっさと抜きなさいよ」

「嫌です。久しぶりにルフィとつながることができたのに。なんでもう、離れなきゃいけないんですか。それに今日は仕事も休み。ずっと二人でつながっていましょうよ」

「飢えた獣か」

「はい、ルフィに飢えている獣です。だから僕を満たしてください」

　キリルはルフィナの胸を大きく口に含んだ。ルフィナが目覚めたのであれば遠慮はいらないとでも思ったのだろう。

　次第に胸の先端が尖り出し、ルフィナの口からは甘い声が漏れ始める。

「あっ、ふぅ……」

「胸だけでも感じるんですね。ルフィのその声、もっと聴かせてください」

　話すために唇を離した胸元は、てらてらと淫猥に光っていた。そこにキリルがふっと息をふきかければ、ぷるっとルフィナが震え、中がきゅっと締まる。

　うっ、とキリルもつらそうな声を漏らすものの、先ほど出したおかげでかなりの余裕はありそうだ。

「今日は、どうしようかなぁ」

　考えている彼が憎らしくも見えるし、仄かな期待も高まる。

　キリルはルフィナの両足を自分の肩にかけた。

「この格好も、深くつながれると思いませんか？」

「なっ……」

　キリルがぐっと奥を突くと、ルフィナは自身の足で両方の胸を潰してしまう。

「動きますね」

　獲物を狙っている肉食獣がルフィナの目の前にいた。

　キリルは恍惚とした笑顔で見下ろしてくる。舌舐めずりさえしそうな勢いである。

「やっ……、ちょ、この格好……。いやっ」

「と言っているわりには腰が動いてますよ」

　キリルがルフィナの足を持ち上げているため、中途半端に腰が浮いたような状態になっていた。

　だからキリルからしてみたらルフィナの腰は掴みやすく、奥を突きやすい。抜くときはゆるゆると、突くときは激しく。じれったさと快楽を同時に与えてきた。つながっている部分からは、じゅぼじゅぼと淫らな粘着質な音が聞こえる。

「はっ……、ん、んっ……」

　目を開けると、目の前でキリルの男根が出たり入ったりと動いている様子が見える。

「ルフィ、奥のここ。突かれるの、好きでしょ？」

　キリルはぐりぐりと奥を突いた挙句、もっと腰を密着させることで隙間なく埋め尽くすようにグルリと腰を回す。さらに、お腹の上から入っている箇所に触れてくる。

「やっ……、だ、ダメ……。イっちゃうから……」

　そうやって触れられたら、キリルの存在を強く意識してしまう。

「いつでも好きなだけイってください」

「んっ……」

　彼が胎の中から与えてくれる快感は、血流にのって全身へと広がっていく。溢れそうなほどの甘い疼きをすべて感じ取ろうとすれば、自然と高い嬌声が漏れる。

「はっ……ん、あぁ……」

「ルフィ。一緒にイきましょう」

　キリルも余裕がなくなってきたのだろう。玉のような汗をじんわりと額に光らせ、激しく腰を打ちつけた。

「あっ……、んっ……」

　それでも先に達したのはルフィナだった。今までになく奥の奥を突かれ、感じる奥を擦られた挙句、高みに達した。

　キリルの腰の動きはまだ止まらない。

「あっ……もう、イってるから……」

　余韻に浸る余裕もなく、キリルはさらに追い立てる。がつがつと奥を突く。

　ぎゅっとルフィナの足を強く抱きしめた。

「くっ……」

　苦しそうに声を上げたキリルは最奥で吐精する。ルフィナの肉襞が絡みつき、一滴残らず搾り取ろうと喰らいついていた。

　しばらく二人で絡み合って、余韻に浸っていたのだが──。

「足、痛い」

　波が引いたルフィナは、無理矢理腰を折り曲げられて、自分の足で胸が潰されているその格好に苦しさを感じていた。

「すいません、かなり無理な姿勢をとらせてしまいましたね」

　大きく息を吐いたキリルは、つながっている部分から腰を引いた。

「ああ、こぼれてきてしまいました」

　ふふっと笑ったキリルは、溢れ出てくる白い液体を眺めていた。

　下半身の拘束が解けたルフィナは、ゆっくりと足を伸ばした。曲げ続けて開きっぱなしだった足の付け根がとにかく痛い。楽な姿勢を取りたくて横向きになり、身体をくの字に折り曲げる。

「ルフィ、もしかして怒ってます？」

　自分の身体の下ですっぽりと丸まってしまった彼女に不安になったのか、キリルは情けない声で言葉をかけてきた。

「怒ってない、身体が痛いだけ」

　その言葉にキリルは安堵する。




　朝から余計な運動をさせられたルフィナは、ちょっと不機嫌だった。それでも目の前に美味しそうな朝食が並べば、自然と顔が緩んでしまう。

「ルフィって本当に食べるのが好きですね」

「何よ、わるひ？」

　活舌が悪くなってしまったのは、口の中にパンが入っているからだ。

「いや、ルフィに好かれているこの食事に妬いているだけです」

「は？　何、食べ物に嫉妬しているのよ」

「だって。ルフィの身体の中に入って、そして身体の一部になる。羨ましいじゃないですか」

　それを聞いたルフィナは、わざとらしくため息をついた。

「キリルだってさ。もう、私にとってはなくてはならない存在だよ……」

　消え入るように呟いた言葉は、ルフィナの口から思わずこぼれてしまった本音である。

　それはしっかりとキリルの耳にも届いたようで、すくっと立ち上がった。

「ルフィ、僕と結婚してください」

「は？」

　思わずキリルを見上げてしまったルフィナだが、彼の表情は真剣そのものだった。

「どうしたの、急に」

「急じゃないです。ずっと言ってたじゃないですか。結婚してほしいって。それに一緒に住むなら結婚するのが自然な流れです」

「私とキリル、付き合い始めたばかりだし。もう少し、お互いを知ってからの結婚のほうがいいと思うんだけど？」

　キリルを見上げていたルフィナだが、視線を逸らしてカップに口をつけた。

「僕はもう、ルフィのことを知り尽くしています。身体の隅から隅まで。太腿の付け根にある、色っぽいほくろまで」

「そういうことじゃないから。とにかく、結婚のことは考えておくけど、今すぐはダメ」

「え？」

　急にキリルは呆ける。

「え？　考えて、くれているんですか？　いつもだったらすぐに『ムリ』って言うのに」

「え、あ、うん。キリルとの結婚、ムリじゃない。だけど、今はムリ」

　ルフィナは誤魔化すように、もう一度カップを傾ける。

「今じゃなくてもいいです。前にも言いましたが、ルフィが僕と結婚してくれるって言うなら、いくらでも待ちます。待てます」

「なら、おとなしく待ってなさい」

「はい」

　まるで『お手』と言われてお手をするくらい従順な犬のように、キリルは元気よく返事をすると再び腰をおろした。

「ルフィ、今日の予定は？」

　キリルの機嫌は良さそうだ。

「掃除と洗濯」

「え、てことは帰るんですか？」

　一気に表情が曇る。

「帰ります」

「そ、そんなぁ……」

「って、何かやりたいこと、あったの？」

「僕のやりたいことなんて、ヤることに決まってます」

「却下」

「早い、もう少し考えてから答えてください」

　そんなキリルをじろりと睨んだルフィナは、少なくなった珈琲が入っているカップを一気に煽った。
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「いいですか、ルフィ。絶対に一人で外に出ないでくださいね。夕方、僕が迎えに来ますから。それまでおとなしくここにいてください」

　ルフィナの部屋の玄関口で、子どもをあやすような口調で伝えているのはキリルである。

「はいはい、わかってます」

「はい、は一回」

「母親か。キリルだって、何度もはいはいはいはい、言ってるでしょ」

　それでもキリルは不安そうな、心配そうな表情を浮かべていた。

　ルフィナは少し目を吊り上げ、言葉にせずに顔で『さっさと帰れ』を表現している。

「やっぱり、僕。ここでルフィのことを待っていてもいいですか？」

　捨てられた子犬のような目をしたキリルがいる。今にも、きゅるるんと鳴き出しそうだ。

「どんだけ心配性なのよ。父親か。掃除も洗濯も、キリルにここにいられたら邪魔。はかどらないでしょ。だから、さっさと帰りなさい」

　ルフィナはキリルの身体をぐいぐいと押して、玄関から外へと追い出す。捨てられた犬のような彼の目も、ルフィナには効果はなかった。

　うぅっ、とうらめしそうにキリルが見つめてくるのだが、それでもルフィナは無理矢理その身体を押して、追い出して玄関を閉める。

　バタンッ──。

　重い音がむなしく室内に響いた。ルフィナは閉じられた扉を見つめる。

　この空間に一人になったことで、急に虚無感が襲ってきた。

　たった扉一枚で隔てられただけなのに、なんとも表現し難い恐怖感が沸き起こり、ルフィナは自分で自身を抱き締めた。扉の向こうにはまだキリルがいるというにもかかわらず、なんとなく寂しい。

　知らぬうちにもうこんなに弱くなってしまった。キリルがいないと寂しいと感じてしまう。不安になってしまう。

　あいつ──バルテル・ローンと別れてから、一人で生きてやると心に決めたはずなのに、もうキリルに甘えている。

　キリルはあいつとは違うと思いつつも、それでも心のどこかで怖いと思っていた。

　その原因の一つは、キリルをいつか失ってしまうかもしれないことだろう。こんなに甘えて依存していたら、彼を失うことが怖い。

　キリルから守られていることを当たり前だと思ってしまったら、もう、一人では生きていけないかもしれない。

　どっぷりとキリルという男の沼に足をとられてしまった。彼に依存して、彼と共に沼の底の底まで沈んでいくしかない。

（ああ……やっぱり、私、キリルのことが好きなんだ……）

　そう思ったところでルフィナは、はっとした。自分は一度も彼に向かって『好き』という気持ちを伝えていない。

　それでもキリルはルフィナに向かって『好き』と言い続け、側にいて守ろうとしてくれる。

　ルフィナは唇を噛みしめ、ゆっくりと息を吐いた。

　キリルに会ったら、まずは自分の気持ちを伝えよう。彼の気持ちに答えよう。

　ぐっと胸が痛んだ。まるで、初恋の相手に告白をするような、そんな心の痛みに似ている。

　くるりと扉に背を向け、部屋の奥へと向かう。

（あれ？）

　住み慣れた自分の部屋であるはずなのに、何かいつもと違うような気がした。

（え？）

　ソファに誰かが座っている。

　両親のわけはない。

　ルフィナの両親は、ルフィナがあの事務所で働き始めてすぐに亡くなった。不慮の事故だった。

（なんで？　なんで、なんで、なんで……？）

「フィー、朝帰りかい？　感心できないね。それに、もう少し防犯魔法がしっかりしているところに引っ越ししたほうがいいんじゃないかな？」

　勝手にソファに座って帰りを待っていたのは、バルテル・ローン──その男だった。
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（おかしい……。尾行がこっちについている。もしかして、狙いはずっと僕だったのか？）

　ルフィナの自宅から帰ってくる途中で、尾行が自分を尾つけてきていることに、キリルは気がついた。

　心地よい風のはずなのに、キリルの周囲だけそれが湿気を孕んでまとわりつくような、嫌な空気が漂っている。

（今までも狙いは僕だったのか？　いや、僕一人のときに尾行がついたことはない。こいつの狙いは明らかにルフィだったはず……）

　キリルは下手くそなプロの尾行に罠を仕掛けることにした。人ひと気けのない路地に入り込んで誘い込む。

「おい。お前の目的は何だ」

　相手も一瞬、怯んだように見えた。キリルはその隙を見逃さない。

　すかさず相手の背後に回り込み、その両手を後ろ手で拘束する。空いているもう片方の手で、隠し持っていた飛び出しナイフを相手の首元に突きつける。

「なんで僕をつけている。何が狙いだ」

　その男は何も言わない。無表情のままキリルを睨みつけているだけだ。

「何も命を取るようなことはしない。お前が知っていることを話せ」

　ふっと、男が笑った。

（しまった──）

　慌ててキリルは男の口の中に指を入れてこじ開ける。だが間に合わなかった。

「ガハッ……」

　男は突然血を吐いた。男は奥歯に毒を仕込んでいたのだ。事切れる前にその男が再びニヤリと笑ったように見えた。

「くそっ……」

　このままここにこの男を放置しておくのはまずい。キリルはすぐさま騎士団へ連絡を入れた。

　何も知らない人が見たら、キリルがこの男を殺したように見えるだろう。騎士団の人間が来るまで、この現場を離れることができない。

　彼らがやってきたとしても、事情をいろいろと聞かれる。もしかして、その対応で今日という一日が潰れてしまうかもしれない。

　早く来い、と思いながら騎士団の到着を待っていた。

　その時間がとても長く感じた。

「おい、キリルじゃないか」

　現場に駆けつけてきたのは、王立第二騎士団であった。団長のジョフロワとは顔見知りだ。何しろ機密情報部と騎士団は切っても切れない関係にある。

「そういや、お前さん。今は休んでるんだって？　休んで何やってんだ、こんなところで」

「今の僕は魔法律士です」

　キリルは、襟の裏に見えないようにつけていた、魔法律士の象徴であるバッジを見せつけた。

「へえ。お前さん、魔法だけじゃなくて魔法律もこなせんのか。優秀なんだな」

「褒めても何も出ません。それよりもこいつ、なんとかしてくださいよ」

　キリルは足元に転がっている、血を吐いた男に視線を向けた。

「で。お前さんがついつい出来心で殺やっちまったと」

「殺やってませんから。尋問しようとしたところ、こいつが勝手に仕込んでいた毒薬を飲んで、勝手に死んだんです」

「なるほどな」

　ジョフロワは頷き、倒れている男の口の中を確認するようにと、部下に指示を出す。

「悪いがキリル。今日は一日、俺に付き合ってもらうぞ？」

「えー。そんなの嫌に決まってるじゃないですか。僕は彼女と楽しくて濃密な時間を過ごそうと思っていたのに」

「なんだ、お前。彼女できたのか？　美人か？」

　よくぞ聞いてくれましたと、嬉しそうな笑みをキリルは浮かべる。

「団長。やっぱり、奥歯から仕込まれた毒薬の残りが見つかりました」

　ジョフロワの優秀な部下から報告が上がる。

「てことは、この男は自らの服毒によって死んだってことで間違いないな」

「はい」

「てことで、キリルくん。お前さんからは詳しく話を聞かなきゃならなくなりそうだな」

「嫌ですよ」

「お前さんに拒否権はない。とことん俺に付き合え」

　えぇーと文句を言いながらも、渋々とキリルはジョフロワの後をついていくことにした。

　キリルが連れていかれた場所は、もちろん騎士団の詰所である。ここにある取とり調しらべ室しつという仰々しい名前がついている部屋の中に入れられた。

　簡素な部屋である。取調べを受ける者が座る椅子、机を挟んで取調べをする者が座る椅子。そして記録を取るものが使う机と椅子。それだけが置かれた、真っ白い壁と床と天井の部屋。

　騎士団の詰所は王宮のある敷地内にある。それだけ騎士団という組織は王族に近く、国を守るために存在している。

　また、魔導堂という建物群が別に存在しているのは、それだけ魔導士団という組織が異色であるためだ。その中でも機密情報部が王宮の地下で仕事をしていることから、騎士団との濃厚な関係があることが伺える。

「いやぁ、忙しいとこ悪いな。ってお前さん、今日の仕事は？」

　ニヤニヤ笑いながらジョフロワが問うてくる。

「休みですよ。わかってて言ってるんですよね」

「ああ。もちろん。じゃ、悪いが、早速話を聞かせてもらえるか？　なんであの男とあんな場所で逢引してたんだ？」

「逢引って……。尾けられたんですよ。あの男に。だからあの場におびき寄せて、話を聞こうと思ったら、仕込みの毒を飲まれたんです」

「だからツメが甘いって言われんだよ。口の中に毒を仕込んでないかを確認するのは常識中の常識」

「あなたの常識を僕に押し付けないでくださいよ……」

「押し付けじゃない。常識だからな」

　不毛なやり取りだとキリルは思いつつも、時間が気になっていた。

　ルフィナとは夕方四時ごろ迎えに行く約束をしていた。今はもう午後二時を過ぎたところ。こんな不毛なやり取りから始まったら、終わるのは早くても三時過ぎ。

　目の前の相手がジョフロワであれば、そんな簡単に解放してくれないだろう。

「はぁ……」

「お前さんのため息、わざとらしいな」

「これから僕、彼女と約束があるんですよ。間に合わないじゃないですか」

「彼女に連絡をするくらいの時間なら、とってやる。俺に感謝しろ」

　キリルは恨めしそうに目の前のジョフロワを見ることしかできなかった。
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　ルフィナは苦しくて目が覚めた。喉が焼けつけるほど渇いている。

「やっと、お目覚めか」

　次第に光を取り戻す視界に入ってきたのは、見知らぬ男。

「だ、れ？」

　誰、と聞きたかったのに、ルフィナの声は非常に掠れていた。喉がからからに渇いていて、まともに声が出ない。

「やっぱり、魔力無しの魔法律士さんは、昔のことなどすっかりと忘れちまうようだな……」

　男の下卑た笑いが腹立たしい。と、同時に『昔のこと』という言葉でこの男が誰であるのかを、ルフィナは必死で思い出そうとした。

「お前のせいで俺の人生は台無しだ。魔導士団もクビになったしな」

　その一言で、ルフィナは目の前の男が誰であるかを思い出した。




　そう、あれは二年前──。

　魔導士団に所属する女性が、上司から執拗に『パワハラ』『セクハラ』『マホハラ』という三大ハラスメントを受けていた。それの相談に乗ったのがルフィナだった。魔力無しの魔法律士であるが、『マホハラ』案件では定評があったのと、何よりも同じ女性ということもあって、魔導士の女性はルフィナに泣きついてきた。一部の魔導士はすでにルフィナの噂を知っていたようだ。魔導士団お抱えの魔法律士に頼めば、揉み消されてしまう、というのも彼女の言い分だった。

　証言と証拠から、相手の上司である魔導士がハラスメントをしたという事実は明白だった。それはもう、相手の魔法律士も弁護できないほどである。

　それだけ真っ黒であったにもかかわらず、彼の弁護をしなければならない魔法律士に同情してしまったくらいだ。

　結果、真っ黒上司は魔導士団を退団させられる羽目になった。被害者である女性魔導士も同じように退団し、今は民間の研究所で楽しく研究しているらしい。というのも、彼女が勤めている研究所が、ライアンが顧問魔法律士を務めているシェリング研究所なのである。

「ああ、やっと、おもい、だしたわ……」

　掠れた声ではそれだけを口にするので精いっぱいだった。ぼんやりとしていた頭は徐々に覚醒し始め、ルフィナは自分が置かれている現状を目の当たりにする。

　どうやら椅子に座らされているようだ。ところが、その両足と両手はしっかりと椅子にくくりつけられている。

　それでも部屋はどことなく華やかだった。縛り付けられている椅子も、背もたれがしっかりとした重厚感溢れる椅子だ。

　目の前に見えるベッドも、落ち着いた色調で天蓋付きの広いものである。

　夫婦の寝室。そう呼ぶに相応しいような部屋。

「で、私に、なんの、用……？」

　尋ねたものの、ゴホゴホと咳込んでしまう。

「ブラームくん。私の大事な女性を手荒に扱わないでくれるかな？」

　聞きたくない声がルフィナの耳に飛び込んできて、思わず身体が強張った。それでも、身体の自由は利かない。

「バルテルさん。手荒なことなどしていませんよ。私はただ、この女と話をしていただけです」

「まあ、いい。君がどうしてもと言うから彼女に会わせただけだ。もう、話は済んだだろう？」

　バルテルは鋭く男を睨む。睨まれた男は、ぴくりと震わせてから小さく身体を丸める。

「君は邪魔だな。あっちへ言っていろ。これからは私と彼女の時間だ」

「はい」

　精気が宿らないようなどんよりとした目をした男がそう答えると、のそのそと歩いて部屋を出ていく。急に人が変わったようにも見えた。

「フィー」

　ルフィナが二度と会いたくないと思っていた男──バルテルが、優しく名を呼ぶ。だがルフィナはその名を呼ばれただけで嫌そうに目を細くした。

「つれないな。まあ、そういうところも君の魅力の一つでもあるのだが」

　バルテルが顔を近づけてきて、鼻先が触れ合う。

「残念だったね。下僕くん。わざわざ君に位置情報監視魔法を付与したようだが。私に気づかれたのが運の尽きだ」

　そこでルフィナは、キリルからもらったネックレスがないことを察した。強気でいられたのも、それがあると思っていたからだ。どこかでキリルが守ってくれると、そう信じていたから。

「喉、渇いていないかい？」

　この男にそう聞かれることが腹立たしい。だが、喉が渇いているのは事実である。

　からからに渇きすぎて、喉も痛い。それでも彼の言葉には答えない。

「あまり、意地を張るものではないよ」

　不敵に微笑んだバルテルは、ルフィナの目の前で水差しからグラスに水を注ぐ。そのグラスをルフィナに渡そうとして、わざとらしく口を開く。

「ああ。そんな格好では、このグラスを手にすることができないね。私が飲ませてあげよう」

　屈辱だ。ルフィナは唇を噛みしめる。

　唇に近づけられるグラスからは水の透明な匂いが漂ってきた。無理矢理グラスは傾き、きつく閉じている唇に水が触れる。

「こぼれていますよ」

　グラスの縁から水が少しずつこぼれ始めるのは、もちろんルフィナがその水を飲もうとしないから。それでも唇が湿り始めると、本能はその水を欲し始める。薄く唇を開いて口の中へと水を誘う。

　コクッっと嚥下すると同時に激しく咽る。

「ゲホッ……」

「ああ、濡れてしまいましたね……」

　不気味に笑うバルテルは、グラスをテーブルの上に置いた。

「着替えましょうか。あなたに似合う服を用意してあります」

　ルフィナは唇を閉じながらも、その目だけは鋭くバルテルを睨んでいた。

「ここからは逃げられませんよ？　暴れたら困ると思って拘束させてもらいましたが、あなたがおとなしくしてくれるなら、それを解いてあげます」

　ルフィナは答えない。

「そうやって強気でいられるのも今のうちですよ。そのうちあなたは、私に身も心も捧げるようになる……」

　あまりにも唇を強く噛み過ぎたせいか、口の中に鉄の味が広がってきた。ルフィナは目の前の男をきつく睨みつけた。

（キリル……助けて……）
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　約束の午後四時になっても、キリルは解放されなかった。目の前にはジョフロワのふてぶてしい顔がある。

「俺は優しいからな。お前さんが彼女に連絡をしてもいい時間をとってやる」

　ちっと舌打ちをしながら、キリルは魔導通話機を手にとった。

　魔導通話機は魔力を張り巡らせた魔力網を使うことで、離れた相手とも通話が可能となる便利な魔導具である。もちろん、ルフィナの自宅にもこの魔導通話機が設置されている。幾度なくこれで連絡を取っているため、キリルはもう彼女の連絡先を暗記していた。

　考えてみれば、彼女からキリルの自宅に連絡がきたことはなかった。

　無意識のうちに彼女の連作先の番号を押す。

　呼出音が聞こえる。だがいつまでたってもルフィナの声は聞こえてこない。

　黙って通話機を耳に当てているキリルを不思議に思ったのか、ジョフロワは尋ねる。

「どうかしたのか？」

「いえ、彼女が出てくれないだけです」

「どっか、出かけてるんじゃないのか？」

「一人で出かけないように、釘は刺しました」

「なんでだ？　お前さん、そんなお子ちゃまと付き合ってんのか？　犯罪じゃないかよ」

　ジョフロワはわざとらしく肩をすくめる。

「違いますよ。僕より年上の立派に成長した女性です。彼女、ずっと尾行されてたんですよ」

「は？　お前、何言ってんの？　尾行とか、普通の人間はされないからな」

「じゃ、彼女は普通の人間じゃなかったってことですね。さすが、僕の彼女」

　通話機の向こうではむなしく呼出音が鳴っている。

（おかしい、おかしい、おかしい……）

　キリルのそのおかしいという気持ちが確信に変わるまで、時間はそんなに要さない。

「っていうか。お前さんの彼女、何者？」

「魔法律士ですよ。僕と同じ」

　それを聞いてジョフロワは顔をしかめる。

「あのさ……魔法律士の彼女がいるお前さんには、非常に言いにくい話なんだが」

「なんでしょう」

　通話機を耳に当てながらキリルは答えてみるが、かなり苛立っていた。

「女性の魔法律士が行方不明になるっていう話。聞いたことない？」

「ないです。ですが、今、そんな大事なことを黙っていたあなたに、怒りを覚えます」

　そこでキリルは一度通話機を切る。これ以上、呼出音を鳴らしても無駄だと悟った。

「でも、こういうときのために、位置情報監視魔法というのがあるんですよ」

「は？　お前さん。自分の彼女にそんなことまでしてんの？　鬼畜だね」

「自分の彼女が狙われていることを知っていて、何も対策しないような彼氏では不甲斐ないでしょう」

　キリルは借りた通話機をジョフロワへと返してから、ルフィナがいる場所を探ろうとする。

「ん？」

「なんだ？　お前さんの得意の魔法も不調か？　久しぶり過ぎて鈍ったんじゃないのか？」

「違います。彼女は自分の家にいることになっているんです」

「だったら、もう一回、連絡してみるか？　ほれ」

　ジョフロワが通話機を差し出してきたが、キリルはそれを拒んだ。

　監視魔法ではルフィナが自宅にいることになっている。だが、彼女は通話機の呼び出しに答えない。ここから導かれる答えを推測する。

（位置情報監視魔法をかけていることが知られてしまった、ということか？　誰に？）

　誰に──。

　心当たりは一人しかいない。

「バルテル・ローン……」

　キリルが小さくその名を呟くと、ジョフロワも敏感に反応する。

「そうそう。その行方不明事件の容疑者として名前が挙がってるのがその男なんだな。だけどな、まったく証拠が見つからず。机上の空論で終わってる……って、おい。キリル、まだお前さんの話は終わってないぞ。どこに行くんだ」

「どこ、そんなの決まってるじゃないですか。ルフィナの家ですよ」

　あっという間にキリルの姿が見えなくなったのは、転移魔法という高等術式を使ったからだ。

　彼がいなくなった空間を見つめていたジョフロワだが。

「ルフィナ……。もしかして、ルフィナ・ヤードリーか？　ルフィナとバルテルって。まずい組み合わせじゃないかよ……」

　ジョフロワは第二騎士団を招集させた。




　キリルはルフィナの部屋の前に立っていた。ほんの数時間前に別れたばかりのその場所である。

　玄関にそっと触れれば鍵が開いている。玄関の開く音が重々しく聞こえた。

　ギィッ──。

「ルフィ。ルフィ。遅くなってすいません。迎えにきました」

　玄関には彼女の靴が揃えられていた。間違いなくこの部屋にいるはず。

　だが、ここに人がいないのはすぐにわかった。とにかく人の気配がしない。

「ルフィ。入りますよ」

　いないとわかっていても尋ねてしまったのは、それを認めたくないという気持ちがどこかにあるからだろう。

　ゆっくりと部屋の中を進む。

　物音一つしない。誰かがいるとはもちろん思えない。

　わかってはいる。だけどそれを否定したい。

　ルフィナの匂いがする世界。それでも彼女の気配はしない。

「ルフィ」

　彼女はここにはいない。そう頭の中で理解しているつもりなのだが、その愛おしい名を呼んでしまうのは、それが本能なのだ。彼女を求める男としての本能。

　そこでキリルは、ソファの前に何か光る物が落ちていることに気づく。

「畜生……」

　ネックレスはここに落ちていた。キリルがルフィナに贈った位置情報監視魔法を付与したネックレス。ストーカーと言いながらも、ルフィナは絶対にこれを身体から外そうとはしなかった。

　このネックレスにそういった魔法が付与されていることに気づける人間は限られている。魔導士の中でも上級に分類される魔導士。そしてその魔導士に心当たりは大いにある。

　トゥルルルルル、トゥルルルルル、トゥルルルルル……。

　突然、ルフィナの家にある通話機の呼び出し音が鳴った。

　予想していなかったその出来事に、キリルは身体を震わせる。

　これに出るべきか否か。その通話機はしつこく鳴り響いている。

　仕方なく近づいて通話機を手にした。

『おい、キリルか』

　キリルが何かを言う前に相手から尋ねてきた。

『お前さん、ルフィナ嬢の家にいるんだな』

　通話機の向こう側にいるのはジョフロワだった。

「どうしてあなたがルフィの番号を知っているんですか」

『お前さんがかけた履歴からかけ直した。で、ルフィナ嬢はそこにいないんだな』

「ええ、残念ながら」

『いいか、キリル。落ち着いて聞けよ』

　そう口にしているジョフロワのほうが、落ち着いていないようにも聞こえる。

『さっき言った、女性魔法律士行方不明の件だが』

「はい」

『容疑者として名前があがっているのが、バルテル・ローンだ』

「やはり、あの男。怪しさ満載でしたからね」

『それだけじゃねぇぞ。彼が次の標的ターゲットとしていた女性魔法律士。それがルフィナ・ヤードリーだ』

「そこまでわかっていて、なぜ、何も対策をしなかったんですか」

　沸々と怒りが込み上げてくる。

『したさ。彼女を遠くから見守っていた。だが、なかなか奴やっこさんが尻尾を出さなくてな……』

「その挙句、ルフィはその男に捕まったというわけですよ。どう責任をとってくれるつもりですか」

　そう口にしながらもキリルは考えた。

　もしかしてあの下手くそなプロの尾行というのは、騎士団の人間だったのではないだろうか。

「くそっ」

『おい、キリル。お前さん、ルフィナ嬢と付き合ってたんだろ。お前さんの得意の魔法で、彼女の居場所わからないか？　今なら、バルテルを現行犯で捕まえられるんだよ。第二騎士団は動かせるようにしてある』

「先ほども言いました位置情報監視魔法ですが、既にあの男には知られてしまったようです。付与したネックレスがここにあります」

『とりあえず、奴さんの研究室に乗り込んだほうがいいのか？』

「いえ。証拠もないのにそこに乗り込んでは、不法侵入になるおそれがあります。少し待ってください。通話は切らないで。このまま」

　キリルは深く息を吐いた。

　これを知られたらルフィナにはものすごく怒られるだろう。

　彼女は嫌がるかもしれない。いや、嫌がりながらも喜んでくれるか。

　キリルは彼女のことを想う。

「ルフィ……」

　キリルは目を閉じた。

　彼女の小さな魔力を探るために──。

　そこに植え付けた自分の魔力を探るために──。

　ルフィナは元々魔力持ちでありながら、それが失われた。

　その原因が呪詛の類かもしれないとライアンから聞いたとき、キリルはルフィナに黙って魔法で紋様を刻んだ。場所は足の付け根のほくろの近く。それは呪詛の解呪のためであり、ルフィナにキリル自身の魔力を注ぐためでもある。

　もちろんルフィナが眠っているときに行ったので、彼女はそれに気づいていない。ルフィナの言葉を借りれば、合意のない行為の強姦罪になるかもしれない。いや、暴行罪か傷害罪か。紋様が怪我に該当するかどうかが微妙なところである。

　だけど、そんなことをしてでも彼女を救いたかったし守りたかった。何より、他の誰にも渡したくない。

　その独占欲が今、役立とうとしている。

（暗い部屋……どこかに座らせられている。あの男は、誰だ……）

　バルテル以外の男の映像が見えた。

（ルフィがかかわったことのある人物。もしかして、過去の裁判の相手か）

　キリルは過去にルフィナが絡んだ案件を思い出す。その中でも特に後味が悪かった事件。

『キリル……あなた、ルフィナの家にいるのね？』

　通話機の向こう側から、ライアンの声が聞こえた。

『ジョフロワから連絡をもらって、来たんだけど』

　向こう側のライアンの声は弾んでいた。息が荒い。走ってきたのか、飛んできたのか。とにかく駆けつけてくれたことだけはわかる。

「所長。ルフィが携わった案件で、一番苦戦した案件ってわかりますか？」

『え？　ルフィナの？　ちょっと、待って。今、思い出すから……』

　思い出しながら、呼吸を整えているのだろう。

『あれよ、あれあれ……えっとねえ、そう。あれなんだけど』

「所長、あれではわかりません」

『そうそう。パワハラ、セクハラ、マホハラの魔導士団の三大ハラスメント事件。もうね、相手の男が真っ黒黒のすけだったにもかかわらず、俺は無実だ、その魔法律士のでっちあげだ、とか騒いでね。酷い案件だったわ。被害者の女性も結局魔導士団をやめちゃったし』

「その相手の男の名前、わかりますか？」

『ええと、なんだったかしら……そうよ、あれよね……。そうそう、ブラーム・オタン、ブラーム・オタンよ』

「その男、どこかに屋敷を所有していないですかね」

　それは今、キリルがルフィナを通して見た映像から推測したものだ。

　彼女が座らせられている場所は豪勢な部屋だった。さらに天蓋付きのベッドが見えた。

　なぜ寝室に彼女がいるのか。相手がバルテルであることを考えれば、そんなの理由は一つしかないだろう。

　散々、キリルがルフィナに言っていた言葉だ。男と女が同じ部屋にいたら、やることなんて一つしかないでしょう、と。間違いなくあの男も同じ言葉を口にするはずだ。

　通話機の向こうで何やら指示する声や怒号が飛び交っている。

『あったわよ。本邸は売り払ったみたいだけど、郊外に別荘があるわ。本邸を売り払ったあと、彼はそこに引っ込んだみたいよ』

「僕の勘が正しければ、恐らくルフィはそこにいるはずです」

『え。相手はあの男よね。そこでなぜ昔の加害者が出てくるのよ』

「わかりません。もしかしたら、あの男とブラーム・オタンがどこかでつながっていたのかも。むしろあの男のことだから、ルフィに関係ありそうな男でも探し出したのではないですか？」

『ああ、でもあの男ならやりそうだわ……』

　通話機の向こう側から、ライアンのため息が聞こえてきた。

「所長。そいつの別荘という場所、教えてもらえませんか？」

『あなた……そこへ行くつもりなのね』

「もちろんです。自分の愛する女性が捕らわれているのに、それを助け出さなかったら、僕はただのへたれです」

『あなたらしいわ。こちらもすぐに人を向かわせる。くれぐれも無茶しないように、って無理ね。とにかく、暴れてらっしゃい。魔導士団機密情報部隊のキリル・プラット。いえ、キリル・ロンダール……』

　ロンダール──それは、キリルが魔法律士を目指すと同時に捨てた姓である。知る人ぞ知る、名門魔導士の家柄。

　キリルがプラットではなくロンダールを名乗っていたら、ルフィナもキリルの正体にすぐに気づいただろう。

　だが、彼はロンダールという名を捨てた。今はただのキリル・プラット。愛する女性を手に入れるために、なりふり構わず行動に移すただの男なのだ。

　ライアンからブラームの別荘の位置情報を聞き出したキリルは、転移魔法の座標軸をそこに定めた。

（ルフィ、今、助けに行きます。あのとき、あなたが僕を救ってくれたように。次は、僕がルフィを助ける番だ──）

　しゅっ、と音を立てて、キリルの姿は消え去った。
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　バルテルはルフィナを縛っている縄を解いていく。

　いつ逃げ出そうか、ルフィナはしきりに考えていた。しかし見えない力によって身体の自由は奪われている。

「濡れてしまいましたね」

　その男の手が伸びてきて、ルフィナが着ているシャツワンピースの胸元に触れる。先ほどこぼしてしまった水で服は濡れてしまい、ぺったりと肌に張りついていた。

「このような姿もいいけれど。あなたに似合う服を準備してあるのですよ」

　バルテルはシャツのボタンに手をかけてきた。プツ、プツ、とその前開きボタンを一つずつ外していく。

　ルフィナはもちろん拒みたいのだが、腕を伸ばすことも彼の手を掴むこともできない。ただ椅子の上に座って、されるがままだった。

　すべてのボタンが外され、ワンピースを左右に押し広げられた。胸元を隠している下着が、かろうじてその身体を守っている。

「あの男に、愛されているのですね」

　ところどころに残っている赤い痣を見つけた彼は、それを指で追う。

「憎らしい……。私のフィーにこのような痕をつけて……」

　バルテルが鬱血痕に唇を添える。ルフィナは、それから逃れようとしたが、見えぬ力で拘束されているためそれも叶わない。全身に悪寒が走る。

「もう、私と君の関係を邪魔する者はいない。二人で思う存分、愛し合いましょう」

　バルテルがルフィナを抱きかかえた。こうやって、この男と触れ合っている事実すらおぞましい。もちろんおろされた先は、先ほどから視界に入っていた天蓋付きのベッドである。

　このような状況で次に何が起こるのかなど、容易に想像がつく。

　キリルがよく口にしていた。

『男と女が同じ部屋にいたら、やることなんて一つしかないでしょう』と。

　それは、相手がキリルだから許せる行為である。

「フィー」

　バルテルは優しく名を呼びながら、ベッドの横に立って見下ろしてくる。

　ルフィナとしてはその声を耳にすることにすら寒気を覚え、全身の産毛が逆立った。

　それでも彼の手は伸びてきて、はだけたシャツワンピースを肩からするりと脱がされる。一度腰に引っかかるようにして止まったワンピースだが、バルテルは器用にルフィナの身体の角度を変え、脱がせていく。

　その結果、不本意にも下着姿にされてしまった。

「やはり君は美しい。それに……」

　ルフィナは動かぬ身体で、バルテルを睨みつける。

　彼は何かを手にしている。その何かが何かなんて、彼と共に時間を過ごした過去があるからこそ、容易にわかる。

「私の薬に耐えられるのも、君だけなんですよ……」

　バルテルがルフィナの隣に腰をおろすと、ベッドはギシッと軋む音を立てた。彼の重さが加わって、そこが沈む。

　男の顔が近い。

「やはり、他の女性ではダメでした。薬の効果に耐えられず、暴れて事切れてしまう」

　ルフィナはギリギリとバルテルを敵視する。身体は動かない。それも、彼の魔法によるものだ。

　もしルフィナに彼に対抗できるだけの魔力があれば、今すぐにでもこの魔法による拘束を解いて、彼のあそこを蹴り上げてやるのに。

　だが、それは叶わぬこと。鋭い目つきで彼を射抜く。

　この男はいつもそうだった。自分の言うことを聞かないようなときは、四肢を拘束し無理矢理ルフィナを奪っていた。ルフィナにはバルテルに抵抗できるだけの魔力はなかった。その結果、子を授かった。

「フィー。魔法律士なんて辞めて、私の女になりなさい……」

　ルフィナは小さく首を横に振る。それがせいいっぱいの抵抗だった。

　彼は付き合っているときからその言葉を口にしていた。

　魔法律士を辞めろ、と。女が魔法律士なんてなるものではない、と。

　魔法律士を辞めたら彼と結婚できるのではないかと思っていた時期もあった。それでも魔法律士を辞めなかったのは、魔法律士という仕事が好きだったし、魔法律で人を救いたいと思っていたからだ。

　そうやって悩んでいるうちに、彼が既婚者であることを知った。

「魔法律士は、辞めない……。あんたの女になんて、ならない……」

　口は自由になる。手先も足先も動かそうと思えば少しは動く。だけど、手首と足首をがっしりと押さえ込まれているような、そんな力が働いている。

「そんな強がりを口にする君も美しい……。だけど、その顔を悔しさで歪ませたくなりますね。悔しくて、私を憎みながらも、私を求めるようになる……。君をそう躾けてあげます。私から逃げないようにね」

　あのときもそうだった。

　子どもを授かったと困惑しながら報告をしたルフィナに、彼は無理矢理怪しげな薬を飲ませた。喉が焼けつけるくらいに熱くなって、身体中が炎に包まれたかと思うくらいに熱を帯びて、そして子を育む大事な場所が刺すように痛んだ。

　あまりにも痛みに耐えきれず、気を失い、目を覚ませば病院のベッドで眠っていた。

　医師は初期の流産だと告げたが、それが彼の薬によって引き起こされたことには気づかなかったようだ。

　そして、目覚めてから知った。魔力が失われていた。

　ルフィナは元々魔力無しの魔法律士ではない。魔法律士の国家試験を受けたときには、魔力を持ち合わせていた。とてつもなく強い魔力ではなく、中の下、むしろ下の上くらいの、真ん中よりは下っ端の魔力であった。それでも魔法律士として働くルフィナにとっては、十分な代物であったし、魔力があったからといって魔力の無い者を見下すということもなかった。

　だからこそ彼女は、魔力持ちと魔力無しと、双方から頼りにされるような魔法律士だったのだ。

『ルフィナ……』

　病院にかけつけてくれたのはライアンだった。

　すでに両親を失っていた彼女には、家族と呼べるような人物がいない。その家族に最も近しい関係がライアンである。

　すぐさまライアンはルフィナの魔力が失われていることに気づいた。

『何があったの？』

　不思議なことに意外と冷静になれる自分がいた。

　ルフィナは起こったことをポツポツと言葉にする。

　ライアンの顔色がみるみるうちに変わっていき、それでも怒りを露わにしないところだけは、大人だなと思った。

　彼がルフィナにかけた言葉はただ一言。

『つらかったわね』と。

　それから、バルテルとは別れるように──。

　あの男と別れることができたのは、ライアンのおかげでもある。

　そもそもバルテルは既婚者なのだ。そこを上手く突いてくれたのだろう。

　バルテルのほうからルフィナには会いに行かない、連絡をしない、そういった誓約書まで取り付けてくれた──はず。

　過去を思い出したルフィナは、鋭い視線をバルテルに向ける。

「私に会いに来てはならない。そういう、約束でしょ？」

「ええ。ですから、私から君に会いには行っていませんよ。あそこで会ったのは偶然」

「私の部屋に、勝手に入ったじゃないのよ」

「それは、君が私を求めたから。そういうことにすれば問題はないでしょう？　君が言っているのは、昔のあの誓約書のことでしょう？　私の中ではとっくに時効と言いたいところですが、魔法律士の君たちが相手では法律的にそれが難しいのはわかっています。ですから、君から私を求めた、そういうことにすればいいのです」

　だからこれを飲みなさいと、怪しげな小瓶に入った薬をバルテルは見せつける。

　それを飲んではダメだと、ルフィナの本能が訴える。

　身体の自由を奪われているルフィナは、もちろん逃げられない。できるのは、こうやってしゃべって彼の気を引いて、時間を稼ぐことだけ。

「ねえ。なんで、そんなに私にこだわるわけ？　あんたの奥さんはどうしたの？　別れる、別れるって言って、あれだけ別れなかったくせに。なんで今になって別れたのよ」

「仕方ないではないですか。何しろ、彼女は死んでしまったのですから」

　最愛の人の死を口にする場合、どこか苦しそうに悲しそうにそれを口にするものだとルフィナは思っていた。少なくとも、ルフィナ自身がそうだからだ。

　だけど目の前の男は違う。最愛の妻を失ったというのに、どこか愉悦に満ちた表情を浮かべている。魔法律士として数々の案件を扱ってきたルフィナだからこそ、わかった。

「あんた……。奥さんを、殺したのね？」

「違いますよ。殺してはいません。勝手に死んだのです。私の薬に耐え切れず」

「……っ」

　ルフィナの目の前にいる男は、もはや人間ではない。魔物である。薬の魅力に取りつかれた薬の魔物。

「だから、私の薬に耐えられるのは君だけ。次こそは、私の子どもを産みなさい。恐らく、薬に耐性がある子どもが産まれるでしょう。私にとっては必要な子なのですよ。こんなことになるなら、あのとき、あの子を殺すんじゃなかったと今になって後悔しています。まあ、あの薬で生き残るような子どもであれば、なおさら必要な子でしたが。やはり、胎児には無理なようでしたね」

　バルテルの顔が近づいてくる。

「さあ、フィー。いい子ですから、これを飲みなさい」

　小瓶が唇に当てられた。この状態でルフィナがおとなしくそれを口にすると思っているのだろうか。砂糖菓子のような甘い匂いが、鼻につく。それがこの薬の特徴的な匂いである。

　ルフィナは頑なに口を閉ざす。

「強情ですね」

　目の前の男は、それすら楽しんでいるように見えた。

「まあ、いいでしょう。時間はたっぷりとありますから。何も焦る必要はない。むしろ、時間をかけて、君が堕ちていくさまを見るほうが楽しいかもしれない」

　バルテルが口元に当てていた小瓶を離したため、ルフィナは顔を背けた。

　彼は、ベッドに腰かけながら足を組んだ。それによって、体重のかけ方が変わったのか、ベッドはまたギシリと音を立てた。

「そうそう。一つ。君に大事なことを伝えるのを忘れていました」

　先ほどから、こうやってもったいぶった言い方をするのが、憎たらしい。

　身体の自由を奪われているルフィナは、睨むか悪態をつくしかできない。今すぐ起き上がって、彼の頬をぶん殴りたいところだが、それすら叶わない。

「私は、女性が嫌いなのです。男性のように働いて、男性よりも上位に立とうとする女性が。女は家にこもって、男の帰りを従順に待つべきであると、そう思っています。だからこそ、女性であるあなたが、いや、女性が魔法律士という職に就くことが許せないのですよ」

　ルフィナを見下ろすバルテルの口元は微笑んでいるように見えるが、その目には怒りが込められているようにも見えた。

「そうやって法律を盾にして、私たちを陥れようとする。女のくせに」

　女のくせに──。

　それは魔法律士となってから、幾度となくかけられた言葉である。そしてルフィナが嫌いな言葉の一つでもある。

「魔法律士に、男性も女性もない」

「ですが、魔力持ちと魔力無しも存在するでしょう？　この二つを隔てる壁は大きいかと」

「そんな壁なんて存在しない。魔力持ちだろうが無しだろうが、女性だろうが男性だろうが、国家試験に受かれば誰だって魔法律士になれる」

「資格を持っていても、実際に魔法律士として仕事ができる魔力無しの魔法律士なんていないでしょう？　むしろ、君くらいだ。それに君だって元々は魔力持ち」

「だから？」

「だから、君の魔力を奪った。君が魔法律士として仕事ができなくなるように、とね」

　そう言った彼は、法悦に満ちた笑みを浮かべる。何が楽しいのかルフィナにはさっぱりわからない。

「だけど、君はしぶとかった。魔力を失っても、まさかそのまま魔法律士を続けるとは思いませんでしたよ」

　それはライアンのおかげだ。ルフィナは周囲の人間に恵まれていた。所長がライアンでなかったら、この男が口にしたとおり魔法律士として仕事を続けることは難しかっただろう。よくて、魔法律事務所の事務官止まりである。

　バルテルはじっとルフィナを見下ろしていた。彼の手が、ゆっくりとルフィナの胸元に伸びてくる。

「あなたも所詮は女。私に黙って従っていればいいのです」

　彼はニヤリと口元だけで笑う。見ただけで吐き気が襲ってくるような笑みである。

「そろそろ、おしゃべりにも飽きましたね」

　バルテルがベッドに上がってきた。四つん這いになり、ルフィナに覆いかぶさるような格好になる。さらに、胸元を覆っている下着の隙間から、彼が指を侵入させてきた。膨らみの先端に触れられれば、ぴくっ、とルフィナも身体も震えた。

「敏感なところはおかわりないようで、安心しました」

　ブツッ、と胸元の下着が音を立てて外される。彼女の胸を守る物は何もない。

「形も色も素晴らしい。まさしく私の理想、そのものです」

　逃げたいけれど逃げられない。バルテルの両手が、ルフィナの胸元を下からすくい上げる。

「ですが、ここにもこのような痕が残っているのが非常に残念です」

　それは、昨日キリルが残した痕だ。彼の所有印。ルフィナはキリルのものだという証である。

　敏感な先端をバルテルの舌が舐め上げた。不快さで身が震える。

（悔しい……）

　今すぐこの男から逃げたいのに身体が動かない。この男に好きにされてしまうことが悔しかった。必死に耐えるしかない。

「あの女性。キャリーという女性を使って、私を陥れようとしたのもあんた？」

　ルフィナがそう声をかけたのは、さらなる時間稼ぎのつもりでもあった。絶対にキリルが来てくれると信じているからだ。

「そうですよ。それを提案したのは私ですが、実行したのはあのブラームくんです。彼も女性の魔法律士が嫌いなようでしてね。そこだけは私の考えと一致したのです」

「そんなに嫌いだったら、私から離れればいいじゃないの。さっさと好きな人でもかまったら？」

「ですから、フィー。私が好きな人は君ですよ。だから魔法律士なんて辞めて、私のものになりなさい」

「私は、あんたのものになんかならない……」

　ぎりっと睨みつける。

「だからあの男のものになると？」

「私は誰のものじゃない。私は私のもの」

　キリルに所有印をつけられたからといって、すべてが彼のものになるわけではない。身体をつなげることを許すのが彼だけという証なのだ。ルフィナの心はルフィナのもの。そして、ルフィナの生涯の相手としてルフィナ自身がキリルを選んだ。

「君のそういう強気なところが好きなのですよ。だからこそ、堕としたくなる……」

　恍惚と微笑んでいる表情が憎たらしい。

　ルフィナは唇を噛みしめる。

「駄目ですよ。そうやって唇を噛んでしまっては。君の綺麗な唇に傷がついてしまう」

　バルテルの指がそこをなぞり上げてくる。ルフィナは顔を背けた。それが彼の気に障ったのだろう。

「本当に先ほどから素直ではない。いくら気の長い私であっても、そろそろ焦らされるのも限界です」

　バルテルは再びあの小瓶を手にしていた。

「さあ、おとなしくこれを飲みなさい。これは君をさらなる高みに導いてくれるもの。君なら、この薬に耐えることができる」

「耐えられなかったら？」

「他の女と同じように、その命を失うだけです」

　この男はそうやって何人もの女性を犠牲にしてきたのだ。

　ルフィナはきつく唇を噛みながら、冷ややかな視線を向ける。

（絶対に飲むものか……口を開けては駄目……）

　バルテルは楽しそうに口元をほころばせた。彼が笑えば、ルフィナの口元が緩んでいく。

　それは彼の魔法ちからによるものだ。身体の自由を奪っているのだから、そうやって口を開けさせることくらい、容易にちがいない。

　少しだけ開いた唇の隙間から、彼は小瓶を傾ける。デザート菓子のような甘い匂いが鼻についた。

　こうやって強制的に薬を飲ませることができるのに、最初からそれを行わなかったのは、強気なルフィナが絶望に墜ちていく様子も見たいからだ。本当に憎たらしい男である。

　口の中に入ってきた薬を飲み込まずに耐えていたルフィナだが、仰向けにされ、無理矢理顔を上に向かされた。口の中にたまっていた薬をそのままにしておくのは、もう限界だった。嚥下するとともに、甘い薬が身体の中を満たそうとする。焼けつくような熱さが喉元を過ぎていく。

「ゲホッ、ゲホッ……」

　咽ている様子すら、バルテルは楽しんで見つめていた。

　ルフィナは悔しそうに彼を睨みつける。

「あははは……。既に、君のここは反応し始めている」

　ツンと尖り始めた二つの先端を、バルテルは爪で弾いた。

「んっ……」

　怪しげな薬が全身に染み渡っていく憎しみに耐えながら、ルフィナは奥歯に力を込める。

「肌もほんのりと色づいてきて、そそられますね」

　血液の流れがよくなってきたのだろう。ルフィナの白い肌がほんのりと薄紅色に染まりつつある。

　身体の奥が疼き始め、それにひたすら耐える。何をしてほしいとか、絶対に口にしてはならない。

「フィー、泣いているのですか？　そろそろ身体もつらいのでは？」

　目尻に涙が溜まり始めているのをルフィナだってわかっている。涙をいくら流しても、絶対に彼には屈しない。

　じわっと、下から愛液が漏れるような感覚があった。それもこれもすべて薬のせいだ。息も苦しくて、胸を大きく上下させて呼吸する。

「フィー。そろそろ私を求めたくなっているのではないですか？」

　バルテルがルフィナの首元に唇を這わせた。

「……あっ……、んっ」

　たったそれだけなのに、勝手に甘い声が漏れ、快楽を逃そうとする。

「君の声は、相変わらず私を煽ってきますね」

　バルテルが、ぐぐっと硬い物を恥丘に押し付ける。

「そろそろ、こちらも私を欲しがっているはず」

　ショーツの上から、割れ目をなぞられた。クチュッという淫らな水音が聞こえる。

「しっかり濡れそぼって。本当に淫乱な女ひ性とですね。こんな淫乱な女が魔法律士だなんて。世も末というものです」

　バルテルの声を聞きながらも、ルフィナはしっかりと意識を保つ。

（大丈夫、まだ意識はしっかりしている）

　そう自分に言い聞かせる。奪われたのは身体の自由だけだ。まだ彼を受け入れるのは嫌だと反発している自分がいる。心は屈しない。

「そろそろこれも邪魔ですね」

　バルテルの手がショーツを脱がしにかかる。彼の手が触れたとたん、何かの強い力によってそれが遮られた。

「なに？」

　何が起こったのか。バルテルもわからず困惑している様子が伝わってくる。

　何かの力が彼を拒んでいる。その力を感じる場所は、ルフィナの足の付け根のあたり。

「あはははは……」

　急に壊れたようにバルテルが笑い出した。

　そんな彼を目にして、ルフィナは身を強張らせる。大事な場所を守るかのようにきゅっと太ももに力を入れた。

「見事ですね、君の下僕くん。まさか、ここまでやるとは思ってもいませんでした。ここに彼の魔法で紋様が刻まれている。なんだって、独占欲の強い男ですね」

　そんな彼の声を聞きつつも、ルフィナの頭はぼんやりとしていた。先ほどの薬が効き始めてきたのだろう。

「ですが、身体はつらいでしょう？」

　つつっと彼女の脇腹を人差し指でなで上げれば、ルフィナの身体の奥が疼き、じんわりと蜜が溢れるような感じがする。

「君が私を求めれば、下僕くんのこれも無力になるとは思うのですがね」

　バルテルは足の付け根のほくろの近くに触れようとしたが、やはり強い力で弾かれた。

　これでは身体を重ねることができない。重ねようとすれば必ず触れる場所だから。

　ルフィナは視界が涙でぼやけてきたものの、バルテルの言葉に耳を傾けるようなことはしなかった。強く意思を持つ。このまま意識を失ったとしても、命を失ったとしても、キリル以外の男とそういうことをするのは絶対に嫌だ。

　先ほどからバルテルの手が身体中をなでまわしているけれど、その感覚すら遠退くような感じがしていた。

　ふっと意識が落ちる瞬間に、この部屋の外から騒がしい物音が聞こえてきた。

「くそっ」

　バルテルが悪態をついた。その声でもっとルフィナの意識が浮上する。

　バダンと激しい音を立てて、扉が開く。

「ルフィッ!!」

　誰がそこにいるかだなんて、声を聞いただけでわかる。ルフィナの目からは大粒の涙が溢れる。身体は苦しいけれど、心が喜んでいる。

　絶対に来てくれると信じていたけれど、本当に来てくれるとは思っていなかった。信じることで、自分の心を保とうとしていただけなのだ。

　音を立ててバルテルはベッドから降りた。ゆっくりとキリルへと向かっていき、対峙する。

「このようなところまでやってくるとは、なかなか執念深い男ですね」

「お前に言われたくない。それよりも、彼女に何をした」

　それは、今まで聞いたことのないキリルの声だった。

「バルテルさま……」

　情けない男の声は、あのブラームという男の声だろう。キリルが彼を見つけて、この場まで引きずってきたようだ。

　チッと舌打ちをしたのはバルテルである。

「やはり君は使えない男だ。そんな男に軽々しく捕まって、ましてこの場所を知られてしまうとは」

　パチン、とバルテルが指を鳴らせば、ブラームの額に何かが当たり、彼はドンと後方に倒れる。その額からは血が流れ、両眼を開いたまま動かない。

「貴様っ……。人をなんだと思っている」

「人？　人はここにはいません。そこにいるのは、私の道具です」

　バルテルは鼻の先で一笑する。

　もはやバルテルは人間ではない。人の仮面を被った悪魔である。

「それにしても、さすがですね。キリル・ロンダールくん」

　ルフィナはぼんやりとした頭で、キリルの名前を聞いたような気がした。だけどそれは、ルフィナが知っている名前とは違う。

　キリルはキリル・プラット。魔法律士一年目の新人くん。だから、ロンダールなんていう、名門魔導士の家柄のお坊ちゃまではない。それでも、やはりそうだったのか、と納得している自分もいた。

　だからといって騙されたとは思わない。ルフィナだって、キリルに伝えてないことがたくさんあるのだ。

「キリル……」

　掠れた声で、彼の名を口にする。

「ルフィ。そこにいるんですね」

「残念ながら、彼女は動くことができませんよ。私が、魔法で彼女を拘束していますからね。そして彼女は今、ここで私と一緒に死ぬ運命にある」

　バルテルがもう一度指をパチンと鳴らすと、小さな炎の塊がポツ、ポツ、ポツと生まれ、ベッドの周囲を囲み始めた。

「貴様。死にたいなら勝手に一人で死にやがれ」

　キリルもパンと両手を合わせて魔力を溜めた。

　小さな炎がじわりじわりとベッドに燃え移ろうとしている。炎の燃え上がる音がドーンと響く。

　ベッドの上のルフィナは起き上がれない。

　メラメラと何かが燃える音が聞こえる。

　指先を動かすこと、いやいやと首を振ることはできるが、手首足首をしっかりと何かに固定されているのだ。

　目に見えない何かの力がルフィナの四肢を拘束している。

「くぅっ……」

　それでも苦悶の声をあげているのはバルテルだった。彼は自分で自分の首を押さえている。何かによって首を絞められているのか、その何かを振り解こうとしていた。だが、その何かは目に見えるものではない。

「僕に尾行をつけたのはお前か？」

「はっ……。あいつに、気をとられて、時間、稼ぎを、しようとしたの、ですが……。ムダでしたね……」

　バルテルがガクッと膝をついた。ほどよい高さになった彼の顔に、キリルは回し蹴りを入れる。バルテルの身体は横方向に吹っ飛んだ。

　炎が広がらないように、キリルはその上から氷の魔法をかけていた。

「ルフィ……」

「キリル……」

　会いたかった彼の姿を見れば、自然と涙がこぼれてくる。この状況を見れば、何が起こったのか、彼はすぐに理解しただろう。

　キリルの右手によってルフィナの両目は覆われた。

「ルフィ。今は眠って。起きたら、すべてが終わってるから」

　ルフィナは小さく頷いた。

　キリルが手を退ければ彼女の両眼はしっかりと閉じられ、目尻から一筋の涙が溢れた。
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　そろそろ彼らもやって来ることだろう。このような姿のルフィナを彼らの前に晒したくない。

　炎がたいして燃え広がっていないことが幸いした。彼女の服は無事だった。とりあえず、ワンピースを着せて、しっかりと前のボタンを閉じる。彼女の下着がしっとりと濡れていることに気づくが、それもこれも薬のせいであると、キリルは自身に言い聞かせる。

　ルフィナをこの部屋から連れ出そうと抱き上げたとき、部屋の扉が乱暴に開かれた。

「いたぞ」

「捕まえろ」

「こっちは……」

　彼女を抱き上げたキリルは、部屋に突入してきたジョフロワと目が合った。

「おいおいキリル……。お前さん、殺すなよ……」

「何言ってるんですか。バルテルは生きてますよ。とうとうもうろくしたんですか？」

「違う、違う、バルテルじゃなくてこっち」

　ジョフロワが言うこっちとはブラームのほうを指している。

「それこそ違いますよ。その男を殺やったのは、バルテルです。だから僕は無実ですって」

「団長……」

　そこへ、彼の部下数人がやってきた。

「ここの地下なんですが……」

　部下の報告にジョフロワは顔を青くして、ガシガシと頭をかいた。

「第三騎士団にも応援を頼むことにする。それから、このバルテルの研究室と彼の自宅にも人を入れるぞ。あぁ、ややこしい事件になってきたな」

　それからジョフロワはキリルに視線を向けた。

「お前さんとルフィナ嬢からも話を聞きたいところだが、まずはルフィナ嬢を病院に連れていけ。騎士団から人を出してやる」

「それには及びませんよ」

「キリル！　ルフィナ！」

　騎士団から遅れて駆けつけてきたのは、ライアンであった。

「良かった、無事なのね。って、何、この部屋……。燃えているじゃないの」

「この男が、ルフィと自殺しようと火を放ったんですよ。あんなカスみたいな炎で死ねると思ったら大間違いだ。研究のし過ぎで、本来の魔力が衰えたのでは？」

　キリルの前に出たら、どんな魔導士もカス扱いにされてしまう。

「まあ、あんな男のことはどうでもいいわ。それよりもルフィナよ。気を失っているの？」

「だから、あの男が変な薬を飲ませたから、無理矢理眠らせたんです。あんな先輩の潤んだ姿を、この野獣たちに見せるわけにはいきませんからね」

　キリルはルフィナを愛おしそうに見つめた。

「あ、所長。それで、この男が作った薬の解毒薬とか、そういったもの、ないですかね？　あの男の研究所に入るなら、そういった資料も探してきてください」

「ジョフ、研究所にも入るの？」

　ライアンはジョフロワを見た。ジョフロワは黙って頷く。

「捜査に入る。何しろここの地下から、女性の遺体が大量に見つかったからな……。恐らく、この男の実験にされた女性たちだろう。これからその女性たちの身元も割り出さなきゃならん」

　そこでジョフロワは、再びガシガシと頭をかいた。

「研究室の捜査に人が必要なら、あたしのほうからも人を出すわよ。研究所の人間。そういうのを知っている人間がいたほうがいいでしょ？」

「と言いながら、情報収集だろ？」

「あったり前じゃない。怪しい薬ばっか、作ってるような男なんだから」

　そこでライアンはキリルに視線を向ける。

「キリルはルフィナを連れて戻りなさい。病院には連れていくの？」

「いえ、僕の家に連れて帰ります」

「わかったわ。何かあったら連絡する。何かなくても連絡するけど」

「僕たちが愛し合ってるときには、無視しますけど。それでよければ」

「あなたらしいわね」

　ふふっとライアンは笑う。

「おい、キリル。ルフィナ嬢の体調が戻ったら、話を聞かせてもらうからな。そのつもりでいろよ」

「そのときは僕も同席しますが？」

「けっ。さっさと帰れ」

　とうとうキリルは追い出されてしまった。だが、彼にとってはそのほうが都合はいい。

　部屋を出たところで転移魔法を使い、シュッと音を立ててそこから姿を消した。








第五章









　ルフィナは身体が熱くて目が覚めた。

「ルフィ……」

「キリル……」

　まさか、目覚めてすぐに彼がいるとは思ってもいなかった。

「ルフィ、気がついたんですか？　身体は？　大丈夫ですか？　どこか痛いところは？」

　キリルが母親のように、世話を焼きたがっている。

「喉、渇いた……」

　そ言葉に安堵したのか、キリルは柔らかな笑みを浮かべると「すぐに水を持ってきます」と言って、その場を離れた。

　ルフィナは身体が熱くて重かった。身体を起こしたいがそれができない。首だけを動かしてキリルの背中を見つめる。

　ここは彼の部屋だ。幾度となく共に過ごした部屋。

　そしてここは彼のベッドの上。キリルの匂いに包まれている、心から安心できる場所。

「キリル……」

　彼に会ったら伝えたいことがあった。けれども先ほどまでの恐怖と嫌悪感が蘇ってきて、心が苦しくなる。

「ルフィ、どうかしましたか？　身体、起こせますか？」

　ルフィナは首を横に振る。身体が重くて、起こせない。

　キリルは困ったように首を傾げたが、何かを思いついたのかその顔がぱっと輝いた。

　彼は手にしていたグラスの水を口に含むと、そのままルフィナの唇に自分の唇を重ねた。

　ルフィナは驚きつつもそれを受け入れる。少しだけ温い水がルフィナの口腔内を満たす。

　コクンと飲み込めば、渇いた身体が潤い始める。だが、身体はもっとそれを欲している。

「もっと……」

　もっと飲みたい。もっと、キリルを味わいたい──。

　彼と唇を合わせたことによって、冷めていた感覚が再熱してしまう。

　キリルはもう一度水を口に含むと、唇を重ねてきた。

　コクンとルフィナが喉元を上下させると、キリルが離れようとした。だから手を伸ばして、彼の後頭部をがっしりと抑え込む。

「んっ……、ふぅ……」

　ルフィナのほうから、角度を変えて何度もキリルの唇を貪り始める。自身がこれだけキリルを欲する理由がわからなかった。

　離れたくないし、なによりもつながりたい──。

　何かを悟ったかのように、キリルはルフィナの服に手をかけた。

　激しく唇を貪られながらも、彼は器用にボタンを外していく。それを左右に広げれば、たわわな胸がこぼれ落ちた。

　身体には熱がこもり、キリルが欲しくてたまらなかった。

　ルフィナの奥が疼き、きゅんきゅんとせつなく泣いている。

　キリルは苦しそうに顔をしかめていたが、何かが吹っ切れたように口元を緩めると、露わになった頂に親指を当てた。たったそれだけのことなのに、ルフィナの身体は跳ねる。どうやら、過敏になっているようだ。

　キリルの口づけは、首元、肩、鎖骨、と吸い上げながら移動していく。点々赤い花が咲く。

「んっ……、はぁ……」

　自分から吐き出される息が熱い。身体も熱い。

　キリルが右側の膨らみを大きく口に含む。また身体がふるっと震えた。

　口に含まれ、手で弄ばれている二つの頂は、ツンと勃ち始めている。

「ルフィ。相変わらずあなたは僕を煽るのが上手なようだ」

　見られてしまったかもしれない。キリル以外の男からつけられた所有印を。

　彼は悔しさで顔をしかめてから、その上からさらに自身の痕を残す。

「キリル……」

　キリルを求めて手を伸ばすと、その手をとった彼は自身の首へと導く。

「身体が……、熱いの……」

　熱を孕んだ吐息とともに、こぼれだす言葉。

　キリルは遠慮なく、ルフィナのワンピースを一気に脱がせた。

　ルフィナも抵抗することなく、すっと腰を浮かす。その先に起こることを期待している。

　熱に浮かされるような頭で、目の前のキリルを見つめていた。

　その顔を見ただけで、涙が溢れそうになってしまうのはなぜだろう。

「ルフィ、泣いてる？」

　ショーツも脱がされ、しっとりとした空気が下半身に触れる中、キリルは恍惚とした表情で見下ろしてくる。

「キリル……。もっと、私に、触って……。あいつを、忘れさせて……。ひゃっ……」

　切ない声が悲鳴に変わった。

　ルフィナがすべてを言い終える前に、キリルが無理矢理に膝を折って、秘部を露わにした。

「ルフィ。駄目だよ。他の男のことを口にしては。いくら温厚な僕だって、怒りますよ」

「あっ……、はぁ……」

　くちっと粘着質な音がして、キリルの指がルフィナの肉襞をかきわけながら奥へと入ってきた。

「これなら、すぐに僕を挿れても問題なさそうですね」

　薬のせいなのか。それとも自分自身の感度のせいなのか。

　ただキリルが欲しくて仕方ない。

「ルフィのここ。すっかりと僕の形に馴染んでいる……」

　そう言ったキリルは、彼女の足の付け根のほくろの近くに刻んだ紋様へ口づけた。

　ぐちぐちと中の指をきっちりと三本まで増やし、そして螺旋を描くようにそこを暴く。指の動きに合わせて、たまにピクピクとルフィナの腰が揺れる。彼の指が感じる部分を的確に攻めてくる。

「一度イきましょう。あの男が使った薬がどのようなものであるか、わかりませんからね」

　キリルはちゅぅっと音を立てて、陰核に口づけた。

　ルフィナの身体はビクビクと震える。

　膣をぐりぐりと圧迫され、彼の親指がぷっくりと膨れ上がった秘芽を刺激する。

「んっ……、あぁっ……」

　だらしなく足を開き、腰が浮く。

「ダメ……。イっちゃう……」

　きゅっと全身に力が入り、身体が強張った。その瞬間、キリルの三本の指をぐぐっと締めつけた。

「相変わらずルフィのここは、すごいですね。僕の指、引きちぎられるかと思いましたよ……」

　じゅるっと三本の指が引き抜かれると、達したばかりの身体はその動きでさえも敏感に感じ取る。

　彼の指が淫靡に輝いていた。その指を自身の鼻先に近づけてから、彼女に見せつけるかのようにして、パクリと咥える。

「あぁ、ルフィの味がする……」

「キリル……」

　波が過ぎ去り、ぼんやりとした頭でもしっかりとキリルを捉える。

「キリル……」

　目尻からじんわりと涙が溢れだす。先ほどから、彼の名を呼びたくて仕方なかった。

「キリル……、絶対に、来てくれるって、信じてた……」

　身体の火照りは徐々に落ち着いている。だからこそ、彼に伝えたい言葉がある。

「ルフィ……」

　キリルは彼女に覆いかぶさるようにして、ひしと抱き寄せる。

「キリル……。私、会ったら、言わなきゃいけないって思ってたことがあるの……」

　彼の耳元でささやく。

「はい……。僕はここにいますから。もう、ルフィを離しませんから。なんでも言ってくださいって、別れの言葉はなしですよ。絶対に別れませんからね。むしろ、結婚しますからね。今日にでも婚姻届けを出したいくらいですからね」

「それはちょっと……」

　そこで、キリルはぷっと笑った。

「よかった、いつものルフィだ」

　キリルの笑顔を見れば、ルフィナも同じように微笑んだ。

「キリル……。私ね、あなたのこと……」

　キリルは切なそうな表情をする。苦しいのか、息も荒い。抱き寄せられた腕にはさらに力が込められていた。

「好き……。私、ずっとあなたに伝えていなかった。私ね、キリルのことが好き……」

　言いたかった言葉。伝えたかった気持ち。

　言えなかった言葉。隠していた気持ち。

　だけどあのとき、その気持ちを伝えていないことを後悔した。

　だから言いたかった。伝えたかった。

「あわあわわわ……。ルフィ。不意打ちです。責任とってください。僕、もう我慢できません。あ、ルフィは準備ができてるからいいですよね？」

「え、あ？　ちょ、ん、はぁ……っ」

　いきなり熱いものが身体の中に入ってきた。

　それはもちろんキリルの熱い男根である。太くて大きくて熱いものが突然奥まで押し込まれて、達したばかりで感覚が鋭くなっている身体は、甘い痺れと熱に全身を支配される。

　怖いくらいの快楽から逃れるために、シーツをぎゅっと握りしめた。

「ルフィの中。やっぱり、温かくて。僕を離したくないって、絡みついてくる」

「んっ……、や、はぁ……。おっき……」

「え、昨日、僕を受け入れたばかりですよね。あ、もしかしたら、ルフィが可愛すぎるから僕も興奮したのかもしれない」

　隙間なく、びっちりとキリルで満たされてしまい、なんとも言えない圧迫感と快感に攻め立てられていた。その快感を身体はもっともっとと求めていて、中にいるキリルをぎゅうと締め上げる。

「くぅっ……。ルフィ。動く前に僕をイかせないでくださいよ……」

「んっ」

　キリルは小さく頷くルフィナを眺めながら、熱い息を吐いた。それからゆるゆると引き抜き、ゆるゆると奥を突く。なにもかも、ゆるゆると動いている。

　ルフィナを焦らす作戦なのだろうか。

「キリル……。もっと……、焦らさないで……」

　本音がポロリとこぼれた。

「もっと……、なんですか……？」

　キリルも苦しいのか、息が荒い。額を濡らしている汗が、ぽつりとルフィナの胸元に落ちる。

「激しく……、突いて……」

　そこでキリルはゆるゆるとした動きを彼女の一番奥で止めた。

　そしてそのまま、優しくルフィナの額、頬、そして唇にキスを落としていく。

「もう、また出そうになっちゃったじゃないですか……」

　ふぅと熱を吐いたキリルの額では、前髪が汗で濡れていた。苦しそうに笑っている。

　ルフィナは腕を伸ばし、キリルの前髪に触れ、額を出した。

「汗、かいてる……」

「えぇ、もう。そんなの、ルフィに興奮してるから、に決まってるじゃないですか……」

　そこでルフィナは愛おしそうなものを見るかのように、目を細めた。

「うわぁあああ。もう。そういう表か情お、やめてください。めちゃくちゃに啼かせたくなる。もっとルフィを大事に抱きたいのに」

　キリルは、しっとりと細やかな汗を浮かべているルフィナの額に優しく唇を落としてから、細い腰を掴み直した。気合を入れるかのように熱を孕んだ息を吐き、がつがつと激しく腰を打ちつけ始める。

　彼が与える激しい動きに耐えるため、再びシーツをぎゅっと握りしめる。

「んっ、んっ……。あ、はぁ……。奥、熱い……」

　熱い熱杭が蜜洞の中をえぐるたびに、奥からどろりとした愛液が溢れ出し、ヌチュヌチュとした粘着質な水音を奏でる。溢れた蜜は、お尻をつたってシーツに染みを作っていた。

「ルフィ……、あまり、締めないで……」

　キリルが苦しそうだ。一定のリズムで動かしている腰の動きを止めた。

「キリル……。なんで、やめるの？」

　もう少しで達することができそうだったのに、突然の「待て」で子宮が疼く。

　ごそごそとキリルの下で腰を動かすのだが、そんな刺激では足りない。

「いや、だって……。もう、出そうだったから……。休憩、です……。って、ルフィ、腰、動いてます」

「だから、もっと……」

　ルフィナは自ら腰を振っていた。

「うわぁあああああああ」

　キリルはルフィナの腰を持ち直すと、激しく抽送を再開する。

　いつもの倍以上にも敏感になっている。再び彼からの快楽に満たされ、腰の骨も、お腹の奥も、じんじんとした刺激を喜んでいた。

　熱く荒い息を吐いているキリルは、歯を食いしばって耐えている。

「くっ……」

「あっ、あっ……。ううぅっ……」

　キリルに奥を突かれるたびに、頭の中に小さな光が落ち、それが自身の感覚を鋭く光らせていく。

「はぁっ……。あっ、ああああ」

　火照った身体がぴくっと痙攣した。髪の毛がシーツの上で乱れ、額には前髪がぺたりと張り付き、だらしなく開いた口の端から涎がこぼれる。肉襞はぎゅうぎゅうと彼にまとわりつく。

「っう……くっ」

　キリルの腰の動きが止まり、これ以上の奥は無理という場所で爆ぜた。

　二人の粗ぶった息遣いが部屋に響く。

　ルフィナの体内を満たしていくのは、キリルが放った子種だ。

　ルフィナの顔は、汗とも涙ともとれるような体液で濡れていた。

「ルフィ、泣いてる？」

　泣いてない、といつも強がりを見せていた。だけど今日は、キリルの首に両腕を伸ばして、彼を自身に抱き寄せる。

「ルフィ、僕を煽ってます？」

　抱き寄せた先は、胸元だった。しっとりと汗ばんで、甘い匂いと汗の匂いが混ざり合った淫靡な香りがする場所に、キリルの頭を抱き寄せた。

「キリル、好き。愛してる……」

　言葉にすると安っぽいような、嘘っぽいような気がしていた。だけど、この気持ちを表現するこれ以上の言葉を知らないのだ。

「ずっと、側にいて……。一人に、しないで……」

　胸元の間にあるキリルの顔が、ルフィナを見上げた。

　じっとりとした湿気の孕んだ空気の中、二人の視線が絡む。

「僕もルフィのことが好きです」

「うん、知ってる」

　そう答えれば「やっぱり、いつものルフィだ」とキリルは安心しきったような笑顔を浮かべた。

「じゃ、僕が六年も前からルフィのことが好きだっていうことは知ってましたか？」

「え？」

　そんなことは初耳である。そもそも六年も前だなんて、ルフィナだって魔法律士として働き始めたばかりの、下手すればあの男と出会う前の、そんな時期である。

「六年？」

「そうです。ルフィが十八歳のときから。魔法律士として働き始めた頃だと思うんですよね」

「っていうかそんとき、キリルは何歳よ？」

　いつの間にか甘い空気は消え去っていた。いつもの穏やかな居心地のよい空気だ。

　彼とこうやって軽口を叩き合うような会話は、嫌いではない。

「僕？　僕はいつだってルフィの二歳下ですよ。残念ながら、僕の年がルフィの年を追い抜くことはない。それが、悔しいところなんですが」

「キリルに年を抜かれるだなんて嫌よ。キリルは一生、二歳下でいなさいよ」

　この性格でキリルのほうが年上だったら、あっけなく主導権を握られてしまうだろう。ルフィナとしてはそれが悔しかった。だから今のようなこのくらいの年の差が心地よい。

　そんなルフィナの考えなどお見通しなのか、キリルは穏やかに笑む。

「僕がルフィと初めて会ったのは、ルフィが僕の姉さんを助けてくれたときですよ？」

「え？」

「僕の姉さんは、悪質な『マホハラ』で精神を病んで自殺した」

「あ……」

　思い出した。それは魔法律士となって初めてかかわった案件である。

　ライアンと共に依頼人を救おうとした案件。だけど依頼人の精神は持たなかった。遅かったのだ。

「あのときの……」

　依頼人の遺影を手にする少年の姿。悔しそうに唇を噛みしめ、じっと何かを見据えていた男の子。

　ぱっとルフィナの脳内に浮かび上がる。

「残念ながら、姉は亡くなってしまいましたが。それでも姉の尊厳は守られた」

　ライアンの手腕のおかげで、依頼人が亡くなったあともその裁判は続けられ、彼女は悪質な『マホハラ』による自死と判断された。それによって加害者の有罪が決定したのだ。

　まだ『マホハラ』という言葉もまだ流行り始めた時期で、さらに被害者の自死と加害者の有罪という扇情的な案件でもあり、人々の『マホハラ』への関心を高めた話題でもあった。

「僕とそんなに年の変わらない女性が、姉を助けるために、自分より年上の男性をやり込めている姿」

「やり込めるって……」

「僕にはそう見えたんです。誰も姉の話を聞いてくれなくて、真剣に扱ってくれなくて。それでもルフィと所長だけは、姉の話を聞いてくれた。それだけでも姉は救われたと言っていた。もっと早くルフィたちに出会えていれば、と思うくらいに」

「ごめん……」

　キリルの言葉に自然と涙が流れそうになる。あの案件はルフィナも悔しい結果となってしまった。

「ルフィのせいじゃありません」

　キリルは息を深く吐いた。その息が鎖骨に当たり、少しくすぐったい。

「僕。ルフィに黙っていたことがあります……。僕、僕の名前。キリル・プラットじゃありません……」

　キリルは苦しそうに唇を噛みしめた。

「うん。知ってる」

「え？」

　ぽかんとした表情でルフィナを見つめてくる。

「キリル・ロンダール。お姉さんの話を聞いて思い出した。それに、あのときもそんなことをあいつが言ってたし」

「そうです。僕はキリル・ロンダールです。プラットは母の姓。魔法律士の僕はロンダールを捨てました。正確にはロンダールの姓を名乗ることを捨てました」

「なんで？」

「ロンダールと言ったら、魔導士でも有名ですからね。そんな男が魔法律士として働いていたら、『マホハラ』案件なんて扱えないかなと思って」

　その言い分はとても彼らしい。

「うん。キリルのそういうところ、好きよ」

「うわああああああああ」

　キリルは悶えて、また額を胸元にぐいぐいと押し付けてきた。

「ちょっと、何やってんのよ」

「ルフィが、僕のことを好きだなんて。そういうことを言うからです。もう、ナニするしかないでしょ」

「えっ？」

　考えてみたら、ずっとキリルとはつながったままだった。

　キリルは悔しそうに一度自身をずるっと抜いた。白濁したどろりとしたものが、足の間から溢れ出す。

「ああ、ルフィ。僕の子を産んで欲しいから、避妊魔法はかけませんよ。いいですよね？」

「え？」

　だが、ルフィナは子を望むことができない身体である。

「だって、僕。『マホハラ』で訴えられたくないですもん。だから、ここは合意を取っておこうかなと。心身喪失の状態でもないですよね？　あの変な薬も抜けてますよね？」

「だ、大丈夫よ。だけど、前にも言ったと思うけど、私……」

　キリルの言葉で一気に現実に引き戻された。

「大丈夫。僕を信じて」

　キリルの手が伸びてきた。太ももを撫で上げながら足の付け根の先のほくろへと到達する。

「ここに。魔法で紋様を刻みました」

　その場所を優しくなでられる。

「え？　いつ？　ちょっと、そんなの傷害罪じゃないのよ。暴行罪か？」

　キリルはふふっと笑った。

「予想どおりの答えをありがとうございます。やっぱりルフィだ……」

　キリルの余裕のある笑い方が悔しい。だから、主導権を握られたくないのだ。

　自分だけが彼を好きになっていくような感覚が、恥ずかしい。

　キリルは紋様を優しくさすった。場所が場所だけに、何度も熱を帯びた身体がまた疼き出す。

「この紋様を通して、僕の魔力を注ぎます。そうすれば、あのバルテルがルフィにかけた『子が望めない呪い』が解けるかと……」

「呪い？」

「恐らく。そういった類のものではないか、と思っています。あの男ならすぐに解呪方法がわかるのかと思うのですが。悔しいので僕がそれをなんとかします。なんとかするために、ここから僕の魔力を、そしてここからは僕を注ぎ込もうかと思ったわけです」

　キリルは腹の上をさすった。その場所がキリル自身を注ぎ込むと口にした場所だ。

「魔力を注ぐことが解呪の方法の中でも一般的な方法だから、私だってわかる。だけど、キリル自身を注ぎ込む必要がまったくわからん」

「なに言ってるんですか。呪いが解けたかどうかを確認しないと」

　臍の周辺をキリルの指が円を描くようになでまわす。ルフィナはじっとキリルの顔を見上げていた。珍しく、彼の表情も真剣そのものだった。

「ルフィ。どうか僕と家族になってください。そして、僕に新しい家族を与えてください」

「うん。そのうち……」

　いつもだったらすぐに『無理』と口にしていた。だが、今は『無理』だとは思わない。キリルとなら、そうなってもいい。

「そのうち、じゃなくて。今すぐ」

「今すぐって……。言ったと思うけど、付き合ったばかりだし。もう少しお互いのことを知ってからのほうが……」

　そう口にするものの、それはただの言い訳だ。

　本当は今すぐにでもキリルの言葉を受け入れたい。だが、心の奥底がまだ早いと訴えている。

「だったら。いつだったらいいんですか？　そのうちじゃなくて、いつまでとはっきりと言ってください。じゃないと僕、我慢できなくて……」

　苦しそうにキリルが顔をしかめた。

「ルフィを今すぐにでも孕ませちゃいそうです」

「バカ。それは結婚してから」

「だから、いつですか？　いつになったら僕と家族になってくれるんですか？」

　キリルはじっと見下ろしていた。ルフィナは、仰向けのまま彼の顔を見つめた。

「ほら。いろいろ準備だってあるでしょ。まずは、一緒に住むところを決めて。お互いの家族に挨拶をしてって、私は両親もいないからいいんだけど。キリルのほうは……」

「大丈夫です。僕の相手があのときの魔法律士だと知ったら、両親は反対しませんから」

「ね、そうやっていろいろとやることをやっていったら、今すぐは無理なのよ。だけど、今すぐからやることをやり始めるのは、いいかも……」

「え。てことは、ヤることやっていいって。子作りに励んでもいいってことですね？」

「だから。なんであんたはすぐにそういう発想にいくのよ」

　そんな彼が可愛らしいとさえ思えてきて、自然と笑みがこぼれた。

「それは、僕だからです。だけどルフィも、こんな僕のこと、嫌いじゃないでしょう？」

　そう、彼が言うとおり嫌いじゃない。むしろ好きだ。

　だけど、それすら口にするのが悔しい。まるで、彼の手のひらで転がされているような感じがするからだ。

　どちらかというと、ルフィナが転がしたい。自分の思い通りに征服したい。必要なときに甘えたい。寂しいときには側にいてもらいたい。

「知らない」

　ぷいっと顔を横に背けた。

　だが、耳の裏が熱い。きっと耳の付け根まで赤く染め上げられているにちがいない。

「ほんと。ルフィは素直じゃないですね。そんなあなたが素直になれるように躾けてあげますよ」

　キリルがルフィナの両肩に手を回して、身体をゆっくりと起こした。

「ルフィ、身体はつらくないですか？　あの、変な薬……。さっきも確認しましたが、もう抜けていますよね」

「あ、うん。大丈夫よ。キリルのおかげね」

　先ほどまでとは違って、頭の中も鮮明になっている。だから、キリルと言葉の駆け引きも楽しめる。

「そう思っているなら、僕にご褒美を……」

「たくさん、あげているつもりだったんだけど」

　そこで彼の下半身に視線を向けた。

　いつの間にかキリルはベッドの上で胡坐をかいて座っている。狙いを定めて、そこに顔を寄せる。

「あっ。なっ……、ちょ、ちょっと……。ルフィ。何をするつもりですか」

「だから、ご褒美……」

　少しだけ反っている彼の分身を、ルフィナは大きく口に含む。

「うっ……」

　ルフィナの頭の上からは、キリルの苦しそうな声が聞こえてきた。

「ル、ルフィ……。や、やめてください」

　やめろと言われて、やめるルフィナではない。

　もっと彼の苦しそうな声が聞きたい。奥まで咥え込むと、吸い付きながらも舌で筋をなぞり上げる。すると、口の中の彼は先ほどより硬くなる。頭を上下に振りながら、彼の屹立を口の中で行ったり来たりさせる。

「くぅっ……」

　キリルのうめき声が聞こえたところで、口を離した。

「どう？　ご褒美？　もっと？」

「あぁああああああああ」

　キリルがふるふると身体を震わせている。そしてルフィナを抱き締めた。

「もう、あなたには我慢ができません。はい、ルフィ。これを鎮めて。ルフィの責任ですよ」

　そう言われたルフィナは、恐る恐る彼の男根に手を伸ばす。

「手じゃない。ルフィの膣なかで鎮めてください。ほら、ほらっ」

　キリルは胡坐をかいた姿勢のままから、体勢を変えようとはしない。むしろ手を後ろについて、元気いっぱいになった熱杭を見せつけてくる。

「この体勢のまま、交わりましょう……。ルフィのせいですからね」

「なっ、このままって」

「大丈夫。ルフィがここにあがって、そのまま腰を落とすだけでいい。かわいそうな僕に、ご褒美をください」

　ルフィナの手首はキリルによって捉えられてしまった。そのまま彼の首に誘導される。

「僕の首に掴まって。そして、ここに乗って」

　こことはキリルの膝の上だ。

　言われるがまま彼と向かい合って腰を落とす。熱くて硬いものが太腿に触れた。ちょうど、紋様を刻まれた部位だ。

「ルフィ、見せてあげる。僕が魔法で刻んだ紋様……」

　キリルの指が示す場所──足の付け根のほくろの脇には、親指と人差し指でわっかを作ったくらいの大きさの複雑な紋様が刻まれていた。小さな魔法陣である。

「この紋様は、ルフィが僕以外の男と交わろうとすると、相手の男を拒む力も持っています。ですから、浮気、できませんよ？」

「しないから」

　すぐにそう答えた。だが、これで納得がいった。あのときのバルテルの悔しそうな表情には、この意味が隠されていたのだ。

「どうかしました？」

「なんでもない。キリルらしいって思っただけ。それに、これのおかげで助かったから……ありがと……」

　うぅっとキリルは呻く。

「ルフィが可愛すぎて、入れてもいないのに出そうです」

「ばっかじゃないの？」

　そう笑ってから、一度腰を浮かせる。彼の屹立した肉棒を手で押さえた。

「あ、ルフィ。あまり、強く握らないで」

「だって、場所がわからないでしょ。見えないんだから。外すかもしれないよ？　いいの？」

「え、ダメ。何、それ、拷問……」

　そこでぱっと手を離す。一応、狙いを定めて腰を落としたはず……なのだが、硬くて太いものが後孔に触れた。

「うっ」

　キリルは呻く。

「ごめん、外したわ……」

「ルフィ、ねえ、わざと？　わざと僕を試してる？」

「だから、場所がわからないかもしれないって言ったじゃないのよ……んっ……」

　いきなり唇を奪われた。息をする間も与えないくらいに、キリルは激しく口腔内を蹂躙してくる。

「あっ……。ふ、んっ……」

　口の中を刺激されただけでも、子宮の奥が切なくなる。触れられてもいないのに、胸の先端が尖り始め、身体の芯が熱を帯びる。

　もちろん、キリルはそれに気づいているはずだ。

　名残惜しむかのように、唇が離れた。

「ああ、ルフィ。触れてもいないのに、キスだけでこんなに僕を感じてくれて。すっかりイヤらしい身体になりましたね」

　じっとりと彼を見上げた。

「私をこんなふうにしたのは誰？」

「僕、ですね」

「だったら、責任を取りなさいよ」

　そこでルフィナは一度腰を浮かした。次こそはと彼のそそり立つものに片手を添え、誘導する。

　くちっ、と秘裂に触れる。そこから少しだけ位置をずらして、蜜口へ。

　先端の太い部分がぐぐっと押し込まれるように、ゆっくりとルフィナは腰をおろす。襞肉を掻き分けながら、ゆっくりと奥へと入ってくる。

「くっ……。はぁ……」

　熱っぽい吐息がキリルの口から溢れた。

「ちょっ、まっ……、あ、う……」

　自分のペースで挿入することができないからか、キリルのほうがつらそうに見えた。

　やっとルフィナの腰がキリルの足の上に落ち切った。この体勢でこれ以上は無理、というところまでぴったりとつながった。

　お腹の奥が擦られるような感覚で、身体がぶるりと震える。ほんの小さな快感が、幾度も攻めてくる。

「キリル……。好き……。私、あなたとずっと一緒にいたい。私をもらって……。これからの人生をあなたと共に、いきたい……」

　目を潤ませたルフィナから、告白の言葉が止まることなく溢れてくる。

「くぅっ……」

　キリルは歯を食いしばった。その格好のままルフィナの背に両手を回してきて、きつく抱きしめる。大きくて温かな手がルフィナの背に強く触れる。

「ルフィ、動かないで。もう少し、このままで」

「うん」

　ルフィナもキリルの背に手を回し、彼の熱い胸板に額を押しつけた。

　しっとりと汗ばんでいる彼の胸板に触れると、どこか心が凪いでくる。

「ルフィ……。僕も、あなたのことが好きです」

「うん、知ってる」

「六年も前から」

「うん、ありがとう」

　ふぅと息を吐いたキリルが、肩の上に額をこつんとのせた。

「海が見える教会があるんです。そこで、式を挙げませんか？」

「いつも思うけど。キリルって見かけによらず、ロマンチストよね」

「そうですか？　せっかくルフィと二人で貴重な時間を過ごせるなら、なんかこう、インパクトに残るようなことをしたいな、って」

「私は、キリルさえいてくれれば、特にこだわりはないかな」

　普通の結婚を望めないと思っていた。だから、彼がいてくれるだけで十分なのだ。その言葉に偽りはない。

「あわわわわわわわ……」

　ルフィナの肩に額を乗せたまま、キリルは悶えている。

「ルフィ。いったい、どうしたんですか？　まだ、あの男の怪しい薬が効いているんですか？」

　彼がそう思うのも無理はない。

　キリルに抱き着いたまま、首を横に振る。

「ずっと、言わなきゃなって思ってた。私、あなたに気持ちを伝えていなかったから。次、会うときには、キリルに気持ちを伝えなきゃって。でも、あのとき、もう会えないかもしれないって思ったとき、気持ちを伝えていないことを後悔した。死んでも死にきれない、って」

　そこで顔をあげる。キリルも気づいて、こちらを見つめてくる。

「キリル……、助けにきてくれてありがとう。でもね、心のどこかで、あなたが来てくれるって、信じてた……」

　唇を噛みしめたが、目には涙がたまっていく。ほんの刺激を与えただけでも涙がこぼれそうなくらいである。目頭に力を込める。

「ルフィ。僕、今、めちゃくちゃ興奮してます。おそらく、というか、絶対に。今からこの気持ちをぶつける」

　キリルの手がルフィナの細い腰に回った。ルフィナの手は先ほどからキリルの首に回ったままだ。

「あっ、あぁっ……」

　キリルが急に下から突き上げてきたから、身体を後ろに反らす。

「キ、キリルぅ」

　彼とつながった場所から、艶やかな痺れが全身へと広がっていく。

　苦しそうに顔を歪ませ、必死に腰を動かしているキリルを見れば、彼が自分を求めていることなど容易にわかった。

「ルフィ、舌を出して」

「んっ……」

　キリルに言われるがまま、小さな舌を出す。彼は貪りつくように自身の舌を絡ませ、口の中を犯し始める。

「ふっ……、はっ……」

　唇の隙間から甘い声が溢れ出す。

　次第にキリルからの突き上げは激しくなっていく。

　彼の動きに共振するかのように、無意識のうちに自ら腰を振っていた。

　だが、それに先に耐えられなくなってしまった。彼の首に回していた両腕にぐっと力が入る。彼の背に足を絡みつけるようにして、絶頂を迎えた。

「あぁ、んんっ……」

　ふるふると肉襞が震え、またキリルを締め上げる。

　そこで一層、キリルの突き上げが激しくなる。そろそろ彼も限界なのだろう。

　ルフィナの肩に頭を預けてきた。

「うっ……くぅっ」

　キリルはルフィナの最奥で自身を解放した。熱い飛沫が体内を満たしていく。それがいつもよりも長く続いているように感じた。

　ぷるぷると震えながら、キリルは最後の最後まで白濁を送り込んでくる。

　キリルは強くルフィナを抱き締めるのだった。
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　ルフィナが第二騎士団から呼び出されたのは、キリルと交わった次の日、朝一番の時間だった。

　一応、身体を気遣うような言葉をジョフロワからかけられたのだが、ルフィナとしてはあの薬以外何かをされたということはなく、薬の効果がなくなってからは普通に過ごしていた。




　騎士団の詰所の取調室──。

「こんな場所に呼び出して悪いな」

　ジョフロワが苦笑しているのは、一緒に話を聞くと言って無理矢理同伴しているキリルがいるからである。

「これは任意の取り調べと言ったら、言葉が悪いな。そう、あれだあれ。まあ、世間話みたいなもんだと思ってくれ」

「その世間話であるなら、僕が一緒にいても問題ないですよね？」

「問題はないのだが。あるとしたら、お前さんがルフィナ嬢にベタ惚れしてるってことくらいか？」

「そんなの、今に始まったことではないですから。お気になさらず」

　そう言うキリルだが、ルフィナは気にしているし、もちろんジョフロワも気になっているのだろう。

「ルフィナ嬢。今回は、大変だったな」

「そうですよ、ルフィ。この男は、ルフィがあの男に狙われることを知っておきながら、何もしなかったんです。文句の一つや二つや百個くらい、言ってあげてください」

「何もしてなかったわけじゃないぞ。きちんと騎士団から人を出して、彼女を見守っていた」

「その尾行が下手くそだって言ってるんですよ。僕に気づかれて、撒かれるような人間を使わないでください」

「ルフィナ嬢がお前さんと付き合ってるって知らなかったんだよ。早く言えよ。お前さんに任せたほうが、こっちだって楽だったわ」

「あなたのほうこそ、魔法律士の女性が行方不明になってるだなんて、そんな大事なことを黙っていたじゃないですか」

「それは公にできなかったんだよ。魔法律士をただ不安にさせるだけだって、な。上から口止めされてたの」

「口止めされた結果、僕の大事な女性を危険な目に合わせたんじゃないですか」

　ジョフロワとキリルの口論が止まらない。

「あのぅ……」

　男二人のやり取りを黙って聞いていたルフィナが、やっと口を挟んだ。

「どういうこと、でしょうか？」

　ルフィナは、彼ら二人の話の内容がよく理解できなかった。

　ジョフロワはガシガシと頭を掻いた。

　ばつが悪そうな顔をして、ジョフロワはぽつぽつと口を開く。

　ルフィナは黙ってその話を聞いていた。

　ここ数年、女性の魔法律士が行方不明になっていた。

　年に一人や二人といった人数であったため、大きく事件として取り上げられることはなかった。ましてそれを知らせることで、無闇に女性魔法律士を不安に陥れることだけは避けたい。それは、魔法律協会からの要請でもあった。

　女性の魔法律士というのも数は少なく、それでも女性の相談員からは必要とされている存在である。その件で女性魔法律士が魔法律士から離れてしまえば、相談員からの苦情、はたまた魔法律協会の不備などを指摘されることを懸念していた。

　それもあって、今回の件は極秘裏に調査していたのだ。

　行方不明となった女性の人間関係を調べていったところ、一人の男にいきついた。

　それがあのバルテル・ローンである。

　魔導士団研究部薬学類。そこは魔導士団の中でも異色の存在であった。大抵は人の為になるようなことを研究しているが、たまにバルテルのような怪しい研究をしている人間もいるらしい。

　そのために、毎年研究報告を提出することを義務づけているのだが、彼の報告書に怪しいところは一つもなかった。また、彼の屋敷にも複数の女性が出入りしているという話もなく、怪しい男ではあるものの、これといった決め手にかけていた。

　だが、騎士団の人間は、彼の次の標的ターゲットがルフィナだろうという情報を得た。

　どうやら、あの魔導堂でのやり取りを見られていたようだ。そういった意味では彼と再会した場所があそこでよかったのかもしれない。人通りの多い目立つ場所だったからだ。

　また、ジョフロワはライアンからも、バルテルがルフィナと接触したという情報を得る。あの男が数年前からルフィナに固執しているというのは、一部の人間にとっては有名な話でもあった。

　ジョフロワの話を黙って聞いていたルフィナではあるが、今回の事件がすべて六年前のあの出会いから始まっていたことに、恐怖を覚えた。もしかしたら、あの出会いでさえ彼によって仕組まれていたのだろうか。

　当時、十八歳という異例の若さで魔法律士の資格を取ってしまった。最年少魔法律士とも騒がれたものだ。

　まさしくルフィナは、あいつが嫌っていた魔法律士の女だった。

「ルフィナ嬢。怖がらせちまって、悪いな」

「いえ」

　隣にキリルがいなかったら、全身を震わせて泣いていたかもしれない。今は、彼が隣にいてくれることが心強い。

「ちゅうことで、ルフィナ嬢。悪いがあの日、何があったかを教えてくれないか？」

「はい……」




　あの日──。

　キリルと別れてからのことを、ルフィナはゆっくりと話し始めた。すでにあの部屋にはバルテルがいたことに、キリルは驚いたようだ。

　キリルが言うには、あの男──バルテルは魔力が弱いくせに、魔力を繊細に操ることに長けているらしい。だから、近くにいたキリルでさえ気づけなかったのだ。

　ルフィナの話を黙って聞いていたジョフロワは、それが終われば「ふん」と鼻息荒く返事をする。

「月並みな言葉しか思い浮かばないが。大変だったな、ルフィナ嬢」

　ルフィナにとって、それだけで十分だった。大変だった。それに間違いはない。

「あの男、バルテルだが。女性魔法律士にものすごくコンプレックスを持っていたようだな。あの屋敷、まあ、ブラーム・オタンが所有していた屋敷だが。あの地下からな、恐らく彼に連れ去られたと思われる女性たちが出てきた」

「彼女たちは……」

　その彼女たちの命が奪われてしまった事など容易に想像がつく。

「ああ」とジョフロワは悔しそうに顔を歪ませた。

「残念ながら、生きている者は一人もいなかった」

「死因は。あの男の怪しげな薬……」

「だろうな、と思って。今、シェリング研究所で解剖してもらっている。彼女たちのためにも、家族のためにも。そこははっきりさせておくべきだと、判断した」

　そしてそれは被害者の家族たちも望んだことのようだ。

「そう、ですか……。そこに、あの人の奥さんもいたんですか？」

「いや。そういや、あいつ、結婚してたんだな……。書類はどうなってた？　ちょい待ち」

　ジョフロワは立ち上がると、取調室の前で待機していた部下に二言、三言告げてから戻ってきた。

「あの男はまだ既婚のままだな。今、その辺のことは詳しく調べるように指示した」

　座りながら、ジョフロワは言った。

「あの人の奥さんも、魔法律士……。だったはずです」

　だから別れたのだ。あのまま彼と付き合い続けていたら、不利になるのはルフィナのほうだった。

　ライアンの助けもあって、バルテロの妻には知られないようにして、彼と縁を切ることができた。

　そう、思っていたはずなのだが──。

　バルテルとルフィナの縁は切れていなかった。切れたように思っていたのは、ルフィナだけだった。蜘蛛の糸のように細いながらも、複雑に絡み合いながらつながっていたのだ。

　それに、バルテルの妻も魔法律士であったにもかかわらず、ルフィナとの関係を知られていなかったのも不思議である。

　もしかして六年前からすでにバルテルの妻は──。

　そんな最悪の考えが頭の中を駆け巡ったが、ルフィナはそれを口にはしなかった。

「もうそろそろいいでしょう？」

　重い空気と沈黙に耐え切れないのか、ただ単純にルフィナを独り占めしたいからなのか、キリルが切り出した。

「あ、ああ。そうだな。必要な情報は聞き出したし、今日のこれは任意だからな。そう、世間話だった」

「本当に、こんなむさ苦しい部屋で世間話だなんて。あなたのセンスを疑います」

「はっ。お前さんに言われたくないね」

「あの男の処分方法が決まったら、きちんと教えてくださいよ。こっちは大事な未来の妻が狙われたんだ。あいつの処分を耳にするまで、安心できるはずがない」

　処分と口にしているキリルが少し恐ろしいとさえ思えてしまう。それだけ、心の底から怒ってくれているのだろうか。

「わかったよ」

　そこでジョフロワはガリガリと頭を掻く。

「ライアンを通して、きちんと報告するわ。あいつにも今回はかなり借りを作っちまったからな。っていうより、あいつ。久しぶりに会ったらよ、前より色気が増してねーか？　女でもできたのか？」

「そういう下世話な話は、また別の機会にお願いします。僕は早く、ルフィと二人きりになりたいんです。あの日だって、さっさと僕を解放してくれたら、こんなことにならなかったのに」

「ああ？　俺のせいだって言いたいのかよ。あんときは、お前さんが尾行者に不意に近づいて、殺やっちまったのが原因だろうが」

「だから、僕は殺してません。あの男が勝手に死んだんです。まるで僕が殺人犯みたいなふうに言わないでくださいよ。ルフィに嫌われたらどうするんですか」

「ルフィナ嬢。悪いことは言わない。さっさと別れたほうがいいぞ、こんな男と」

「ひどい。いったいあなたは僕の何を知っていると言うんですか？　ナニですか？」

　男二人のやり取りを、ルフィナは苦笑を浮かべて聞いていた。それでも心のどこかで引っかかっているのはバルテロのことだ。

　彼を好きだったというあのときの気持ちは偽物ではない。

　恋に恋い焦がれていた年頃かもしれない。

　そして、他の人から奪ったという快感もあったのかもしれない。

　私のほうが愛されていると、どこか優越感に浸っていたのは否定できない。

　そんな心理を巧みに利用されたのだろう。

　今となっては、すべては曖昧だ。曖昧のままでいい。もう、あの男のことはきっかりすっかり忘れよう。

　隣に彼キリルがいる。それが現実なのだ。

　ルフィナの耳には、男二人の声が届いていたが、内容は頭の中を通り過ぎて行った。こんな楽しそうに言い合っているキリルが、なぜか愛おしいとさえ思う。

　彼を愛しても、罰は当たらないだろうか──。

「ルフィ。帰りますよ」

　キリルに名を呼ばれ、はっと我に返る。

「ルフィナ嬢。また、話を聞くこともあるかもしれないが。そんときは協力してもらえるか？」

「あ、はい。私でよければ」

「僕の彼女は誰に対しても優しいんですよ。その優しさに惚れないでください」

「ふんっ。お前さんと張り合う気はねーよ」

　キリルは腕を組んだジョフロワに一蹴されていた。

　騎士団の詰所から出たとたん、太陽の眩しさに思わず目を細くした。

「今日は天気がいいわね」

「そうですね。このまま二人でデートでもいきますか？」

　そんなことを口走るキリルの手は、ぎゅっとルフィナが握ったまま。

「何言ってんのよ。事務所に顔を出さないと。本当なら、今日は仕事でしょ」

　仕事という言葉を口にしてから「あ、しまった」と顔をしかめた。

「どうしました？」

　歩きながら、キリルは彼女を見下ろした。

「今日って佳月の日じゃないの」

　佳月の日。焼肉定食大盛無料の日。

「だったら、お昼はそこに行きますか？」

「二人で？」

「そうです、僕と二人で」

「悪く、ないわね」

　そう、悪くはない。キリルと一緒にとる食事は、一人の食事よりも何倍も美味しく感じてしまう。

「僕は素直じゃないそんなルフィが好きです」

「私はそんなキリルが嫌いじゃない」

　そこで二人は、顔を合わせてふふっと笑った。




　アモローソ魔法律事務所に着くと、入り口には大きく手書きで『臨時休業』と書かれた張り紙があった。

　そもそも魔法律士が三人しかいない小さな事務所で、そのうちの二人が騎士団で取調べ──ではなく、世間話をしていて不在なのだ。

　ライアンだって、あちらの研究所へ行っていることだろう。となれば、今日は事務官の三人しかいないはず。むしろ仕事にならないようなこの状況で、事務官でさえここにいるかどうかはわからない。

　だが事務所の鍵は開いていた。

「おはようございます」

　ルフィナがいつもの挨拶をしながら事務室へ入れば、事務官の三人の頭が一斉にこちらを向いた。

「あ、ルフィナさん。おはようございます。キリルさんと同伴出勤ですか？」

　明るく声をかけてきたのはアリソンだ。

「所長は研究所のほうに行っています」

　ライアンの報告をしてきたのはスージーである。

「今回の事件のことを聞きました。どうやら被害者の家族が魔導士団相手に訴訟を起こすとのことで、このアモローソ魔法律事務所も被害者側の弁護につくことになりました」

　ユージンがさらっと恐ろしいことを口にしている。

　それに展開が早い。どこかで根回しがされたに違いない。

「え、ちょっとどういうこと？」

　ルフィナはユージンに詰め寄った。キリルは「僕、珈琲を淹れてきますね」と給湯室へと向かう。

　ルフィナは荷物を自分の机の上に置いてから、ユージンから事のあらましを聞き始めた。

「所長が朝一で顔を出して、そう言っていたんですよ。今回の事件は加害者を野放しにしていた魔導士団側にも非があると。それに、あそこの魔法律士は魔導士団を守るために、かなり汚い手段を使って勝ちにいく、って言われていますよね。そういえば、所長。なぜか張り切っていましたね」

　魔導士団お抱えの魔法律士。

　魔導士を守るためなら、手段を選ばないとさえ言われている魔法律士。

　それはもちろん一部の人間で、まともな魔法律士だっているはず。そもそもライアンだってそこの出身なのだ。

「所長のことですから。これを機に、魔導士団の中にはびこっている腐りきった膿をすべて取り除くつもりじゃないんですか？」

　二つのカップを手にしたキリルがそんなことを口にしながら、近づいてきた。そのうちの一つをルフィナへと手渡す。もちろん、真っ黒い珈琲が入ったカップである。

「思ってたんですけど」

　アリソンが口を挟んできた。

「お二人のカップってお揃いですよね」

　やっぱり彼女には気づかれていた。それでもキリルは自慢顔で笑っている。

「で。お二人の結婚はいつですか？　これから忙しくなりますから、そういったことは計画的に進めていただけると、スケジュールの管理がしやすくて助かります。魔法律士のスケジュール管理も、事務官の仕事なんですよね」

「それは、そのうちね。まだ何も決まってないから」

　ルフィナが答えた。

「結婚をするということだけは決まってますから」

　キリルが補足する。

　まさしく、ああいえばこういう。これでは、大事な話ができない。

「もう、キリルは黙ってて」

　ルフィナの言葉に、三人の事務官は笑っている。

　やはりこの事務所のこの雰囲気が好きだ。ルフィナの中に魔法律士を辞めるという選択肢はない。

「ああ、もう。疲れたわぁ」

　そう言いながらライアンが戻ってきた。

「あら、ルフィナとキリルじゃない。ここに来て大丈夫なの？」

「ええ。ジョフロワとの話は終わりましたからね。それよりも所長。魔導士団相手の訴訟ってなんですか？」

　キリルが尋ねた。

　ルフィナは頬を膨らませながら、珈琲をすすっている。

「そのまま、言葉のとおりよ。ああ、スージー。悪いけれど、あたしにも珈琲を貰えないかしら」

「はい。あ、所長。机の中のお菓子はすべて片づけてありますから。お菓子が食べたいときは言ってくださいね」

「ちょっと。なんなのあなたたち。優秀過ぎて嫌になるわ」

「では、珈琲に合うお菓子も準備しますね」

　もう、と文句を言いながら、ライアンは椅子に座る。

　どうやら、忙しくなりそうだ。少しでも、依頼人に寄り添った結果を出したい。

「ルフィナとキリル。あなたたちは帰ってもいいわよ」

「何、言ってるんですか。こんな重い案件を抱えているんですよ。帰るなんてできないです。それに今日は佳月の日ですし……」

　ルフィナの声にライアンも口元をほころばせた。

「そうね。今日は佳月の日だったわね。早めに昼休憩、行ってきなさい」

「所長。だから、大好きなんです」

「ちょっと、ルフィ。僕という男がありながら、ここで堂々と浮気ですか？」

「ちょっとキリル。事務所では公私混同しない、私のことを名前で呼ばないって。そういう約束でしょ？」

「え、キリルさんてルフィナさんのことをルフィって呼んでるんですか？」

　噂好きのアリソンに知られてしまった。

「もう。キリルのせいだからね」

　ふん、とルフィナが顔を背ける。

「え、今、僕が怒られる要素、ありました？」

　キリルは信じられないと言うように、自身を人差し指で示しながら、他の人に聞くものの、全員が『そういうところだよ』という視線で見つめている。

　そんなキリルはしゅんと肩を落とす。

　佳月の日であるため、ルフィナはいつもより早めに昼休憩に入った。

　それに便乗して事務所を出てくるのはキリルである。

　二人で事務所を出たときの、四人から向けられた生温かい視線が、どこかくすぐったい感じがした。

「あ、ルフィ。って、今なら名前で呼んでもいいですか？」

「どうして聞くのよ」

　空の青さが、眩しく感じる。

「さっき、仕事中なのに……名前で呼んでしまったから……」

「私、キリルのそういうところ嫌いじゃないわ」

　つまり、名前で呼んでもいいとルフィナは言っているのだ。

「僕、ルフィに聞きたかったんですけど。もし、ルフィの魔力が戻るとしたら、どうしますか？」

「え？」

　ルフィナは突然立ち止まった。まだ昼前という時間帯であるため、いつもの食堂に向かうまでの道のりの人通りは少ない。

　それでも空は青い。

「あ、すいません。こんなときに言うべきことではありませんでしたね」

「あ、ごめん。突然で驚いただけ」

　再びルフィナは歩き出す。ルフィナの手にキリルが手を重ねてきた。それに気づいたルフィナは、振りほどくようなことをせずに受け入れた。

　ほんのりと温かな彼の手。そしてどこか落ち着く彼の手。それをぎゅっと握りしめる。

「キリル。その魔力がっていう話なんだけど」

「あ、はい。続けてもいいですか？」

「え、ええ」

　つないだ手につい力を入れてしまう。

「僕は、ルフィとの子を望んでいます。その呪いは近いうちに解けると思います。僕がいっぱいルフィのことを愛していますからね」

「キリル……。昼間から堂々と偉そうに何言ってんのよ」

　キリルは、口の両端を持ち上げる。

「もし、呪いが解ければ。ルフィの魔力を取り戻すことが可能になるかもしれない、という可能性の話です。それには、もう少し調べる必要があるのですが」

　つまり、呪いが解けたからといってすぐに魔力が戻るということではないようだ。

「だったら。いいわ。私、魔力無しのままでも」

「え？　だって。ルフィは元々魔力持ちだったんですよね。それがあの男のせいで失われてしまった」

「うん。だけどね、魔力無しになってわかったこともある。魔力無しの人間のほうが圧倒的に『マホハラ』の被害者になってしまう。私、そういう人たちに寄り添えるような、そんな魔法律士になりたいから」

「あわわわわわ」

　またキリルが奇声を発し始めた。

「だから、僕、ルフィのことが好きなんです」

「奇遇ね。私もあなたのことが好きよ。キリル」

　彼を見上げれば、その後ろには透けるような青空。

　あまりの空の青さに、思わず目を細める。







『そこのあなた。

　マホハラで悩んでいませんか？

　これってマホハラ──？

　そう思ったときは、アモローソ魔法律事務所までご相談ください。

　優秀な魔法律士がお悩みの解決の糸口を探し出すお手伝いをいたします』





【完】










マホハラ魔法ハラスメント


わんこ系魔法律士の溺愛からは逃げられない
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